
        
            
                
            
        

    

























































処刑少女の生きる道バージンロード

─そして、彼女は甦る─
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　たまに、夢を見る。

　日本の、行ってもいない学校の教室の夢だ。

　着ている制服は、みんな違う。学ランだったり、ブレザーだったり、セーラー服だったり。制服というわりにはてんでバラバラで不揃いなのに、なんでか違和感がない。

　自分が教室に入ると、それぞれしゃべっていたみんなが手を止めてこちらを見る。

　そこは温かい空間だ。

　穏やかで、争いはなく、誰だれも武器を持たず、少しばかり勉学に励むだけで、あとは自由に自分の時間を過ごせる。

　挨拶あいさつをすると、みんなやさしい笑顔で迎え入れてくれて、なんでもない話題で会話が弾はずむ。

　クラスにいるのはみんな友達だけれども、その中に一人、親友がいる。

　とても仲がよくて、二人の間に秘密なんてないような間柄だ。相手が笑えば自分が嬉うれしく、自分が嬉しければ相手も嬉しい。自分は相手の悲しい過去を知っていて、相手も自分の悔しかった過去を知っていて、だからこそお互い認め合っている。

　そんな親友となんでもない会話をして、授業が始まるのを待つのだ。

　あんまりにもバカらしい夢で、誰にもそんなことを言えないけれども。

　そんな夢を、たまに見る。





＊＊＊






　異世界に召喚されたら、街中まちなかの橋の下で一晩過ごすことになった。

「なんでだよ！」

　小鳥の鳴き声とともに姿を現した朝日に向かって、ミツキはたまらず叫んでいた。

　彼は昨日、家で中学時代でも思い出そうかなと学ランを着た瞬間にこの世界に召喚された。

　そして、王様らしき人物と面会して「お前はいらん」と、雑に追い出された。

　二行で説明が終わるというびっくりするほど雑かつ理不尽な仕打ちのあとに、行き場のないまま橋の下でしくしく泣いて一晩過ごしたのだ。

「ありえないだろ、あの王様……せめてお金くらいくれてもいいだろ。うう、腹減った……」

　流れる小川のせせらぎを聞きながら、すびりと鼻をすする。

「異世界もリアルなんだなぁ……」

　一晩のホームレスで、当たり前といえば当たり前の現実がミツキの骨身に染しみていた。

　現実世界にいた時も、中学三年生の受験時に高熱を出して入学試験を一校も受けられずに高校浪人しているとかいう不運にいじけて部屋に引きこもっていた人間なのだ。いまの状況を打開するような発想力も行動力も持ち合わせていなかった。

　ミツキの腹がぐぎゅーと音を立てるが、腹の虫を満足させられる見込みはない。

　──もしかしたら、このまま街の中で飢え死ぬのでは？

　すきっ腹を自覚した脳裏のうりに最悪の未来が思い浮かび、ぞっと背筋が冷えた。

「冗談じゃねえぞ。こうなれば、盗みしか……！」

　ひもじさで思考がすさんできたミツキは、据わった目で生きる道を模索する。

「窃盗……いや、でも捕まったら親に連絡……ってバカか俺おれは。むしろ連絡してほしいわ」

「──い。そこ──た？」

「ここ、異世界だしなぁ。日本とは法律とか常識も違うかもだし、盗みはやばいか……？」

「──っと。ちょっと！　もしもーし！」

「でも他に手段が……ああ、ちくしょうっ。もうやだ異世界。なんで俺、こんなことに──」

「ちょっとそこのあなた！　聞いてるの！」

「──はいぃ！　なにも悪いことはしてません!!」

　びくっと身をすくませてから、余計なことを言ったと慌あわてて振り返る。

　そこには、目の覚めるような美少女がいた。

「は？　悪いこと？」

　少女の瞳ひとみが、声をかけただけで過剰な反応をしたミツキを怪訝けげんそうに見つめている。

　大人びた美貌の持ち主だが、ミツキと同い年か、少し年上だろう。ミルクにコーヒーを一滴垂らしたような淡い栗毛を、黒のスカーフリボンでポニーテールの形に結んでいる少女だ。

「どんな悪いことをしようと思ったかは知らないけど、考えただけで心に秘めておくなら許してあげるわ。主しゅは寛大だもの。当然、主に仕える神官の私も寛大なのよ！」

　いまの台詞せりふ通りに、彼女はいかにも聖職者然とした服装をしており、左手に分厚い聖書らしきものを抱えている。藍色あいいろを基調とした神官服は厳粛な雰囲気を醸かもし出だしているのだが、なぜか神官服の裾すそには右太ももの付け根近くまでスリットが入っていた。

「で、ここの橋の下で寝ていた迷惑な宿無しのプー太郎は、あなたで間違いないかしら」

「プー太郎って……いや、確かにそうだけどさ……」

「そう。間違いないのね。善良なる第三身分コモンズの市民から通報があったわよ。酔っぱらいでもない不審者が橋の下でしくしく泣いてて怖いです、なんとかしてくださいって」

　ミツキは思わず天を仰あおいだ。

　異世界で美少女に声をかけられたかと思えば、この言われようである。


「この異世界、ほんとつらい……。なんなの？　俺、なんか悪いことしたかなぁ……？」



「どうしたの？　なんで一晩橋の下で泣いてたうえに、絶賛ただいま泣きそうなのかしら。ずいぶんと水分と塩分に余裕があるのね。つらいことでもあった？」

「お金ないです、はい」

　ごまかしてもしょうがないので正直に告げる。

　他にもいろいろ理由があるが、とりあえず真っ先に思いついたのが金欠だったのだ。

「ふんふん。宿無しで文無しね。どうせ都会に出てきて浮かれていたところを騙だまされて無一文になったんでしょう？　速やかに実家に帰るか、友達の家に泊めてもらうといいわよ」

「帰れるものなら帰りたいんだけど、家もないんです。あと、知り合いもいません」

「なるほど。あなた、友達がいないのね」

　知り合いがいないと言ったのをわざわざ友達がいないに言い換えた少女は、したり顔で頷うなずく。

　この少女、顔立ちこそ大人びた美人だが、その印象を裏切ってくれるほど表情豊かだ。狙ねらっているのか天然なのか、暴言ぎりぎりのゾーンにズバズバと切り込んでくる。

「文無し宿無しで行く当てがないとなると……そうね。あなた、よかったら私のところに来る？」

「え？　なんで？」

「なんでもなにもこの服を見てわからないの？」

　反射的に警戒したミツキへ見せびらかすように、少女はひらりと神官服の裾をはためかせる。

　大胆に切り込みが入ったスリットから、編み上げのブーツを履はいた右の美脚が惜しみなく外気にさらされた。なにかの飾りなのか、革のベルトを巻いてぷにっと押し出された太ももは、思春期のミツキの目には毒である。

「私は第一身分ファウストの神官よ。名前は、メノウ。聖職者が困窮者に手を差し伸べるのは当然でしょう？」

　メノウと名乗った少女はリボンで結んだ栗毛を揺らして得意げに語る。

　だがそんなことを言われても、ミツキはこの世界の仕組みなどさっぱり知らない。

「……そういうものなのか？」

「そういうものなのよ。で、あなた身分を証明できるものがある？　いくら第三身分コモンズの味方の教会といえど、犯罪者には手を貸さないから。どこの誰かぐらいは証明してくれないと保護もできないわよ」

「ええと……俺、異世界人なんだよ」

　もうごまかす気力もないくらい疲れていたというのもあり、正気を疑われる覚悟で素性を告げると、メノウは驚きに目を見張った。

「あら、あなた『迷い人』なのね」

「『迷い人』？」

　自分の素性をあっさりと受け入れられたことに半分安堵あんど、半分驚きつつも聞き返す。

「異世界から来る人間の総称ね。たまに迷い込んでくるのよ。地球の日本とかいう国から。……ふむふむ。確かに、言われてみれば見たことのない格好をしてるわね」

　しげしげとミツキの学ラン姿を眺めたメノウが、納得と頷く。

「なるほど、あてがないわけね。任せなさい。『迷い人』の保護も、教会の役目よ！」

「マジで！　じゃあ、お金貸してください！」

「は？　寝言は寝てからほざきなさい、プー太郎」

　にっこりな笑顔だが、有無を言わせない口調には譲歩の姿勢が一切いっさい感じられなかった。ミツキはとっさに頭を下げる。

「マジでごめんなさいっ。調子に乗りました！」

「わかればいいのよ。とりあえず、教会に案内するわね。大丈夫。教会にはいろんな伝手つてがあるんだから、あなたも明日から働けるわ！　いいわよ、労働は！」

「労働って……保護じゃないのかよ」

「働かざるもの食うべからず。古代文明からある、いい格言よね」

「うげぇ……」

　ミツキはげんなりしつつも彼女について行く。最初に湧わいていた警戒心は消えていた。さっき会ったばかりだというのに、メノウには気安い言葉をかけてしまえる雰囲気があるのだ。

「さー、あなたはどんな労働がいいかしら。おすすめは土木作業よ。いつでも需要がある素晴らしい職場よね」

「えぇ……いきなり土木作業はちょっと……。冒険者とかそんな感じのはないのか？」

「冒険者？　そりゃ未開拓領域に行きたがる命知らずはいつの時代もいるけど、あれはおすすめしないわね。人類が開拓を諦あきらめている場所だけあって、よっぽど戦えないと死ぬだけだもの。それこそ、いきなりやるもんじゃないわよ」

　やはり冒険者はあるらしい。さすが異世界と感心しているミツキに、メノウが説明を続ける。

「確かにうまくいけば一攫千金いっかくせんきんが狙ねらえるだろうけど、冒険者なんて、町にいられないような脛すねに傷がある犯罪者まがいが過半数よ？　町の中が安全だからおとなしく土木作業にしなさい。あ、仕事を紹介するんだから、給与の二割は寄付してもらうからねー。これで今月、我が教会は救われるわ！」

「……教会って、人材派遣業者かなんかなのか？　ピンハネが主なやつの」

「黙りなさい。税金とかいう問答無用の徴収をしている第二身分ノブレスの王侯貴族どもと違って、寄付と寄進で成り立っているこっちの財源はかつかつなの。小さいところは特にね！」

　せちがらい話だった。

　だがお金がなくて困りきっていたミツキには身に染みてよくわかる話でもある。

「そうか……大変だよな。貧乏って」

「わかればいいのよ、わかれば。……ほんとうに大変なんだから」

　メノウもなにやらいろいろと苦労しているようだ。そこでミツキは閃ひらめいた。

「はっ。これはもしや俺の異世界知識を活かせるのか！　マヨネーズとか！」

「それは難しいんじゃないかしら。マヨネーズおいしいわよね」

　かすかな希望を抱いたミツキに、マヨネーズの味を知るメノウは憐あわれみの微笑みを向ける。

「『迷い人』は昔からいるから、聞ける知識は聞いてるはずよ。それともあなた、なにか専門的な知識があったりするの？」

「全然ありません……」

　しょせん、半引きこもりの高校浪人野郎である。

　だがここで見捨てられてはたまらない。昨夜のみじめさが胸によぎったミツキは拝み倒す。

「俺、役立たずでほんっと、すいません。でも見捨てないでください……！」

「あら、気にしなくていいわよ」

　足を止めたメノウが、くるりと振り返って笑いかけてくる。

「神官は清く正しく、そして強いのよ！　だから、困っている人を見捨てたりなんかしないわ」

　予想以上に力強い保証だ。胸を張ったメノウの笑顔は、ミツキが見たどの人よりも無垢むくで明るかった。

　思わずどきりとしてしまったミツキは、気恥ずかしさをごまかすために頰ほおをかく。

「そ、そっか。そういえば俺って、そもそもなんのために呼ばれたんだろうな」

「私に聞かれても、第二身分ノブレスのお偉いさんのことなんてさっぱりよ」

「魔王とかいたりしないのか？　俺の知ってる限り、異世界人召喚ってそれが定番なんだけど」

「未開拓領域は広いけど、そんなのは聞いたことないわね。いまの世界体制になって以来、大規模な戦争もなくて平和なものよ？　我らが偉大なる主に感謝感激雨あられね」

　いまの世界体制とやらが具体的にどうなっているのかは知らないが、どこかで争いがあるというわけでもなさそうだ。

「ここの王様、なんか企たくらんでるんじゃないのか？　異世界人の力を使って侵略戦争とかさ」

「心配しすぎだと思うけど……ま、あとで上に報告しておくわ。王侯貴族の第二身分ノブレスのお偉いさんのことは、聖職者である第一身分ファウストのお偉いさんに任せましょう。私にはあなたみたいな文無し宿無しな底辺を救うという、崇高な使命があるもの」

「なるほど。俺みたいな底辺を任せられたメノウは、第一身分ファウストとやらの底辺っていうことでいいんだな？」

「お黙りなさい。いまここで放りだしてもいいのよ、宿無し」

「メノウ様は偉大な方です！　慈悲深い方だと存じているので、どうか寛大なご対処を！」

「うん、よろしい。自分の立場がわかったようね」

　掌をくるっと返したミツキにメノウが満足げに頷く。

「それより、いいこと思いついたわ。迷い人だったら特殊な能力があるはずよ。それを活いかした働き先を考えましょう。正直、おすすめの土木作業に紹介しようにも、その……」

　ちらりと、ミツキを一瞥いちべつ。彼の体格を見て、残念そうに眉まゆを下げる。

「あなた、細いしなまっちろいし……。肉体労働に送り込んで現場で倒れられたりしたら、紹介者として、ねえ？」

「うるせぇなぁ！」

　確かに力仕事に自信はないが、ずばずばと言ってくれるものである。ミツキだって男だ。女の子から貧弱と言われれば、ぐさりと刺さる。

「はいはい、男の子男の子。で、どういう能力があるかって、わかる？」

「能力なぁ……」

　特殊な能力、というのはミツキも召喚された王城で聞いていた。

　だが王城での出来事を思い出して、げんなりする。

「俺、『無』能力なんだと」

「え？」

　メノウがぴたりと足を止める。

「そんなわけ、ないじゃない」

　立ち止まったのは一瞬だったが、微妙に語調がさっきまでと異なっている気がする。

　期待を裏切ってしまったようだが隠せることでもない。ミツキは正直に打ち明ける。

「いや、でもそう言われたんだよ」

「言われたって……なにか根拠でもあるの？」

「なんか、水晶で能力を調べられた。それで『無』能力だって判明したんだってさ」

「能力を測る水晶……？　純──念の表示となると古──物を隠し──てる……？」

　メノウが俯うつむいて、何事かぶつぶつと呟つぶやく。

「どうした？」

「ん？　ううん。なんでもないわ。それにしたって、喚び出した人を追い出すとか、おかしいでしょ。あんた、なんか失礼なことしたんじゃないの？」

「言葉を発する間もなく追い出されたよ。もう一人の女の子が目的だったんじゃねえの？」

　もう一人、と聞いて興味を惹ひかれたのだろう。メノウの瞳がきらりと光る。

「へえ。もう一人、喚ばれた子がいたんだ」

「ああ。巨乳のめっちゃかわいい子だったな。ほんとにちらっと遠目で見ただけだけど」

「そっちの子は、どんな能力があったの？」

「さあ？」

　追い出されるまで、ほんとうにあっという間だったのだ。一緒に召喚された人物を隠そうとしていたんじゃないかと疑いたくなる勢いだったから、もう一人のことなどわからない。

「だけど、きっと、あっちの子はすごい能力だったに違いないぞ」

「あら、どうして？」

「そういうもんなんですぅー」

　王城に残った少女への羨望せんぼうも込めて、いじけた口調でミツキは言う。浪人直後の暇な時に数々のネット小説を読み漁っていたミツキの知識では、間違いなくそういうものなのである。

「そう？　でも私は、きっとあなたにもなにかすごい能力があると思うのよね」

「……なんだよ。無いって言ってるだろ」

　慰めるようなことを言ってくるメノウに思わず反発してしまう。自分を召喚した第二身分ノブレスに裏切られた直後である。いまさら期待をかけられたところで、素直に受け取れるはずもない。

　いじけるミツキに、メノウは遠い目になる。

「ていうか、ないとね。今月の教会の運営がね、うん……」

　不穏な言葉を呟いたメノウが、足を止める。目的地である教会にたどり着いたのだ。

「ほら、到着よ。ここが私の管理する教会」


「お？　お、おう……ここ？　…………マジで？」



「マジよ」

　無理に作ったとわかる笑顔のメノウが、正門に手をかける

　ぐぎぃぅ、と錆さびついた嫌な音が響いた。

　明らかにやばい教会だった。門は軋きしんでいるし、庭は草木がぼうぼうに荒れているし、建物に入る時なんか、扉の蝶番ちょうつがいがとれかかっていた。

「え、と。これって、人が住める場所なのか……？　まるで人が住んでる気配がないというか、控えめに言っても掃除をしてちょっときれいにした廃墟なんだけど？」

「お金のないところは人の手が行き届かないのよ」

「いちいちせちがらいんだよ」

　先ほどまでの会話で察していたが、メノウも貧乏らしい。案内された教会の中は、なんかもうメノウの明るさが痛々しくなるほどにさびれていた。

「さ、空いている部屋はいっぱいあるから、しばらく泊まっていいわよ」

「大丈夫か、ここ。朝起きたら、建物崩れて圧死してましたとか嫌なんだけど」

「あら、大丈夫よ」

　経年劣化によるものか、壁の柱にヒビが入っているのを見て不安げな顔になったミツキの問いに対し、メノウは怪しいまでに晴れやかな笑顔で保証した。

「住む人間の信仰心さえあれば、聖なる教会は崩れないわ。ほら、この教典の二章五節にもあるじゃない。『ああ、敬虔けいけんな羊の群れを囲む壁は崩れぬと知れ』。ね？　私の信仰心によって、この教会は絶対に崩れたりしないんだから！」

「いや、それフラグだろ？　やばいってこれ。土木作業員派遣する前に、土木作業を頼もうぜ。橋の下のほうが安全に過ごせそうな気すらするもん」

「お金がないって言ってるでしょうが！」

　ミツキの正論に、メノウがぷちギレた。

　教会の傷み具合がよっぽど触れられたくない事柄だったのか、ミツキを指さしがなり立てる。

「いい!?　あんたは昨日ご飯が食べられなかったぐらいで不幸を嘆いていたようだけど、そんなの序の口なのよ！　一週間、塩を舐なめて生活してみなさい！　ひもじいって意味が真に理解できるわよ!?　建物の修理ですって!?　そんなことができるようなら、私は真っ先に塩を舐めて過ごしているような貧窮者の食生活の改善に乗り出すわよ!!」

　涙目で言っているあたり、貧窮者とやらは明らかにメノウ自身だった。

「わ、わかったから！　俺が悪かった！　ごめんなさいっ。だから落ち着けって！　な？」

「ぐすっ。わかったなら、ちょっと能力を試しなさいよ……。大丈夫よ。迷い人なら、なんか感覚ですごい『導力』を使えるはずだわ」

「んなこと言われてもな……。そもそも『導力』ってなに？」

「うっさいからやりなさい！」

　ぷちギレタイムがまだ続いていた。

「あんたが迷い人なら、ちょっと意識すればできるはずよ！　迷い人特有の超すごい導力でそこにある像になんかしてみなさいよッ。どうにもできなければ、その像はどうせ質屋に行く運命だもの！」

「おい。質屋って、おい、聖職者」

　聖職者にあるまじき方向に吹っ切れている言動だが、貧困で頭が変な方向に行くのはミツキもよくわかる。これ以上追及したら、あまりにもメノウがかわいそうである。

　導力という単語すらいま初めて聞いたのだが、言われた通りに意識してみればなぜ気が付かなかったのだろうという当然さで、自分の体になにか【力】があるのがわかった。

『導力：接続──』

　ミツキは不思議な感覚に戸惑いつつも、自分の体の内から【力】を引き出す。なるほど、本当になんとなくの感覚でわかってしまった。

　メノウに言われた通りに祭壇の脇わきにある像に向かって【力】を伸ばすと、ぼんやりした燐光りんこうが自分の体から出て、像を包み込んだ。

　その瞬間、抗あらがいがたい欲求が魂から湧きだした。

『筝?罩ｉ?絎???純粋概念【無】──』

　自分の体から湧き出た【力】は、途方もない経路をたどる。ミツキの意識を超越して弾はじき飛ばし、概念の果てにある世界の源泉につながり、やがて世界の一部がミツキに堕おちてくる。

『発動：【消失】』

　たとえようもない気持ち悪さ、違和感を覚えたのは一瞬だった。

　はっとミツキが我に返ると、【力】で包み込んでいた像が消失していた。

「き、消えた……？　どうなってるの、それ──って、ちょ、ちょっと！　その能力こっちに向けないでね……？　ワタシ、アナタノ、テキジャナイ」

「向けねーよ!?」

　メノウがぎくしゃくした仕草と片言になったことに苦笑しながら、自分の能力を悟った。

　いま消えたものが、言葉通り『無くなった』のだと、ミツキは感覚的に理解していた。

「我ながらすげーな。これなら、さっき言ってた冒険者とかで活躍できるんじゃないか？」

　冒険者は危険だが実入りはいいと言っていた。こんな能力があるなら、土木作業をやるより冒険稼業でこのおんぼろ教会に貢献できるかもしれない。

「そうね。それだけの能力があれば、すごく活躍できると思うわ」

「だよなっ！」

　まだミツキの能力が怖いのか、さりげなく彼の背後に回ったメノウが答える。

　異世界に来て、初めてミツキの気持ちが明るくなった。

　こんなすごい力があるなら、自分を呼び出した王様を見返してやれる。なんなら、次に会う機会があればこの能力で『無く』してしまうことだってできるのだ。

「それに、導力って一時的に身体能力を強化したりもできるから。導力適性が高ければ、やれることも増えるわよ」

「おお、そうなんだ！」

　はしゃぐミツキの背後で、メノウが導力による身体能力の強化を行う。魂より引き出した【力】を精神で律して肉体に満たす、導力強化と呼ばれる手法だ。

　導力の使用時に発生する燐光、『導力光』を全身に帯びたメノウが、神官服のスリットに手を忍ばせた。彼女の右ふとももに巻かれている革のベルトには、一本の短剣が隠すように取りつけられているのだ。

「冒険者かぁ！　やっとそれっぽくなったなッ。邪魔なものは、全部『無く』してやるぞ！」

「ふふ、そうね」

　握りこぶしを作って喜びに打ち震えるミツキに、メノウが微笑みながら相槌あいづちを打つ。

　ミツキの未来は大きく広がっていた。これからは立ちふさがるものは『無く』していけばいいのだ。邪魔なものは、片っ端から。思い通りにならないものは全部。

　自分は、筝?罩ｉ?絎???純粋概念からそれだけの力を得た。

「ははっ。うん、そうだよな。全部『無く』せばいいんだ。ワクワクしてきた！」

「それもこれも、私のアドバイスがあればこそよね。感謝しなさいよ？」

「おうっ。確かにな！」

　なんだかんだ言いつつ、これもメノウのおかげである。彼女に言われなければ、この能力に気が付く前に野垂のたれ死じんでいた可能性もあるのだ。

　彼女は味方だ。『無く』す必要はない。

　ミツキは感謝も込めて、これからの期待に満ちた笑みでメノウのほうを向く。

「じゃあ、メノウ。冒険者関係で、お前の伝手とやらを紹介してガッ」

　笑顔のミツキのこめかみに、短剣が突き刺さった。







[image: ]







「ハぺ？」

　人間の声とも思えない、いっそコミカルな音がミツキの口から出た。

　頭蓋骨のもっとも薄いこめかみを貫通した刃は、脳にまで達していた。即死しなかったのが不思議なほどの損傷により、命が急速に抜け出て崩れ落ちる中、ミツキは見た。

　自分に短剣を突き刺しているのが、メノウだということを。

「ナ、ぇ──」

　絶命までの数瞬。裏切られたミツキの中で、絶望とともに猛烈な【力】が湧きあがる。

『導力：接続──筝?罩ｉ?絎???純粋概念【無】──発動：【なんだ　れ噓うそだ　んなの見　ものす　て無くな　　この世界　少しは　　　　良　　　　に　　　　ざけん　　　メノ　　】』

　魂から汲みあがった力が、ミツキの体を満たした。

「ッ！」

　死に体の少年の体内で組み上げられる尋常外な魔導の気配を察し、メノウの顔色が変わる。

　少年の眼前へと放出される導力光から逃れるために、とっさに全力で横っ飛び。受け身をとって床を転がる。

　破壊音はなかった。なにも起こらなかったと勘違いしてしまうほど、密ひそやかなままだった。

　体勢を立て直して起き上がったメノウの肌を、やわらかな風が撫なで、昼間の太陽が照らす。

　屋内だというのに風が吹き、陽光が直接差し込んでいた。

「……さすが、異世界人」

　少年が発動させた最期さいごの魔導をしのいだメノウは、ふっと体の力を抜く。

　メノウが直前までいた場所の床から壁、天井てんじょうまでが、ごっそりと消失していた。

　音もない、概念的な無の顕現。消失した部分の断面は、恐ろしいほどになめらかだ。

「あれで即死しないとはね。純粋概念の恩恵で導力適性が群を抜いてるにしても、化け物じみてるわ」

　生死確認のため、慎重に近づきながら少年の頭部を仰向あおむきにする。導力により強化した腕力でメノウが振るった刃は、間違いなく頭蓋を貫通して命を刈り取っていた。

「最期『なんで』って言ったのよね」

　瞳孔の反応を確認しつつ、彼の最期の言葉を思い出す。

「……あなたの言った通りね、実はこの教会、ずいぶん前に引き払っていたのよ。建物だけ残っていたのを、今回の任務で利用させてもらったの」

　死体を見つめるメノウに、少年と話していた時の感情豊かだった陽気さはない。色素の薄い、大人びた美貌が似合う静かな態度で告げる。

「あなたの仕事を斡旋あっせんするっていうのも、噓うそ。教会が貧困者の救済の役割を担っているのは本当だけど、今回はあなたに取り入るための方便よ。殺す前に、あなたの能力を知っておきたかったから、不自然にならないように探れる設定を用意しておいたの」

　瞳孔、呼吸、血圧。

　少年の生存を示すサインはない。床に転がっているのは紛まぎれもなくただの死体だった。

「たまに、殺しても死なないような能力を持った異世界人もいるもの」

　少年の能力は『無』の純粋概念だった。

　対象を無に帰すという恐るべき力だ。成長してより深い概念領域への理解が深まれば、自分の死すら『無かった』ことにしてしまうような能力に成長した可能性もあった。

「この国の第二身分ノブレスのトップが異世界人を召喚する計画を立てているっていう情報は入っていたの。霊脈での召喚儀式の実行も確認された。だから、私みたいな人間が派遣されたのよ」

　王城に潜入する予定だったが、その前に学ラン姿の少年が王城から出て来た時には、なんの罠わなかと目を疑ったものである。王城から出てきた彼を一晩観察し、接触。拠点としている教会に引き込み、会話の中で能力の確認を終えた。

　それ以上の交流を重ねる必要性は、皆無だった。

　ましてや能力が成長してしまうような愚ぐは、絶対に犯せない。能力が判明した時点で、速やかなる排除こそが絶対に必要だった。

　メノウは最初から、彼を殺すためだけに接触したのだから。

「あなたは、悪くないわ」

　少年の確かな死亡を確認したメノウは、そっとまぶたを撫でて彼の瞳を閉ざす。

「あなたは悪くない。殺されるようなことは、なんにもしてない。あなたを殺した私は悪人で、あなたは被害者よ」

　先ほどまで笑って、これからのことを期待していた少年は、もう二度と起き上がることはない。メノウが、その可能性を摘み取った。

「それでもね──」

　許されるはずもない罪だと知りながらも、手向たむけのつもりか、メノウは静かに語り聞かせる。

「──西方大陸を海に溶かした『塩の剣』。南端諸島を食い尽くした『霧魔殿パンデモニウム』。東部未開拓領域を支配する『絡繰からくり世よ』。北大陸中央部をくり抜いて浮かべる『星骸せいがい』」

　並べ立てた名称は、この世界で起こった伝説的な災害の数々だ。

　超自然的な現象によって引き起こされた四つの厄災。大陸規模で大きな傷跡を残した災害の跡地は、一度見れば人間の脳裏にこびりついて離れることがないほどに異様だ。

　現象としてはまるで種類の違う災厄ながら、原因という一点のみで共通点があった。

　天変地異ながら、自然現象で起こった災害ではない。

　異世界人の能力による、人災ヒューマン・エラー。

「……異世界人は、あまりにも多くの被害を出し過ぎたの」

　物言わぬ遺体になった少年に、彼が死ぬことになった原因を告げる。

　異世界人。強力ゆえに利用目的で目を付けられ、強力ゆえに危険視され処分の対象とされる。

　自分たちの争いに巻き込まれる彼らを、憐れと思う気持ちがないわけではない。それでもメノウが感情に流されて使命に反することはなかった

　己おのれが悪人であるべしと、とうの昔に決めたのだから。

　だからこそメノウは気安く会話をできる演技をして彼に接近しながらも、最後まで少年の名前を聞くことすらしなかったのだ。

「異世界人は、私たち処刑人が根絶すべき『禁忌きんき指定』よ」

　第一身分ファウストの暗部。人知れず禁忌を刈り取る不正殺しの処刑人。

　決して表にできない立場こそ、騙かたりではないメノウの真の正体だった。

「……あなたがほんとうに無能力者だったら殺さなくてすんだのかもしれないけど、ね」

　小さく呟いた声には、ほんの少しだけ抱いていた『もしかしたら』という期待が消え去った悲しみがあった。

　結局、彼は能力持ちだった。しかも能力発動直後から、言動が明らかに『無くす』ことへと偏っていた。能力の副作用によって純粋概念に魂を侵食され、思考が【無】に寄っていたのだ。あれでは遠からず魂を塗りつぶされ、名だたる人災ヒューマン・エラーとして悪名を遺すことになっただろう。

　メノウは少年の頭部から短剣を引き抜き、血をぬぐい取る。

　短剣に映った自分と目を合わせた彼女は、ふと今朝けさ見た夢を思い出した。

　日本の、行ってもいない学校の教室の夢だ。

　着ている制服は、みんな違う。学ランだったり、ブレザーだったり、セーラー服だったり。制服というわりにはてんでバラバラで不揃いなのに、なんでか違和感がない。

　自分が教室に入ると、それぞれしゃべっていたみんなは手を止めてこちらを見る。

　そこは温かい空間だ。

　穏やかで、争いはなく、誰も武器を持たず、少しばかり勉学に励むだけで、あとは自由に自分の時間を過ごせる。

　挨拶をすると、みんなやさしい笑顔で迎え入れてくれて、なんでもない話題で会話が弾む。

　クラスにいるのはみんな友達だけれども、その中に一人、親友がいる。

　とても仲がよくて、二人の間に秘密なんてないような間柄だ。相手が笑えば自分が嬉しく、自分が嬉しければ相手も嬉しい。自分は相手の悲しい過去を知っていて、相手も自分の悔しかった過去を知って、だからこそお互い認め合っている。

　そんな親友となんでもない会話をして、授業が始まるのを待つのだ。

　見たこともない風景。

　なにひとつ触れることもできない世界。

　ただ、そこから来る人間を殺すためにと教えられたからこそ知っている、日本という国。

　あの夢こそ、メノウの罪の象徴だ。

　次にメノウがあの夢を見る時には、制服が不揃いなクラスに学ランの少年が一人、増えているのだろう。

　それだけのことだ。

「さて。もう一人、ね」

　もう一人、王都の城にいるという異世界人の命を刈り取るために。

　己の罪を知り、悪を自認する処刑人は行動を開始した。
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　長らく放棄されてさびれきった教会の礼拝堂に、不自然なほど新しい祭壇が組まれていた。

　もともとこの教会にあったものではない。今回の任務に際して、メノウが組み上げた即席の祭壇だ。万物に通じる【力】を用いて地脈を通じることによって長距離の相手と対面するかのように話せる特殊な導器で、主に仕える第一身分ファウストのみに使用を許される品である。

　通信用の導器である祭壇の台座には、一人の老婦人の姿が導力光によって投映されていた。

『そう……異世界人の召喚は二人だったのね』

「はい。オーウェル大司教。始末した異世界人から、その存在が確認できました」

　メノウの報告を聞いているのは、七十代半ばに見える穏やかな顔つきの老女だ。髪のすべてが白くなっており、腰の曲がった体を支えるために杖つえをついている。だが声には張りがあり、まだまだ健康そうだ。

　遠方の町、古都ガルムにいる大司教オーウェルである。第一身分ファウストの中でも、この国の教区のすべてを取り仕切る立場にいる重鎮だ。

『ずいぶんと慎重な召喚をしていたのね。あなたも大変ねぇ、メノウさん』

「いえ、これが私の役目ですので」

　異端狩りの処刑人は、非公式ながらも聖地直轄の人員だ。一国の教区を預かる大司教とはいえ、本来は任務の経過を報告する義務もない。

　だがメノウがこの国で活動するにあたって、オーウェルには様々な便宜べんぎをはかってもらっていた。いまいる教会にしても、彼女の提供により使用できたのだ。世話になっている以上、報告を怠るのは義理を欠くと細やかに連絡していた。

「もう一人の居場所が確認できしだい、王城への侵入を試みます」

『わかったわ。それが終わったら、また連絡をくれると嬉うれしいわ、メノウさん』

　おおよその報告が終わったのを見計らってか、オーウェルが不意に目元を和なごませる。

『任務が終わったら、ゆっくりしていってくれて構わないのよ。あなたにとって、この国は久しぶりの故郷でしょう？』

「そう、ですね」

　移り変わった意外な話題に、メノウは目を瞬かせた。なぜ大司教ともあろう人が、自分の来歴などを把握しているのか。湧わいた疑問の答えを探し、もしやと思う。

「もしかして、オーウェル大司教。あの時のことを、覚えていてくださったのでしょうか」

『当然でしょう？　もう十年も前のことだけれども、あの町のことも生き残りのあなたのことも忘れられるはずがないわ。とても、印象的な事件だったもの』

　オーウェルは名実ともにこの国の第一身分ファウストのトップだ。処刑人として生きてきたメノウとは違い、聖職者としての表舞台で活動して多くの人を救っている。

　彼女の手腕はこの国で十年前に起こった人災ヒューマン・エラーでも発揮された。

　メノウが処刑人となるきっかけともなった、町が一つ消え失せた事件だ。故郷だった町がなくなった時、幼い頃のメノウはわずかながらオーウェルと面識があった。

　とはいえ、ほとんどすれ違いに近い出会いだ。事件そのものはともかく、生き残りであるだけのメノウのことを覚えているとは思わなかった。

『だからね、メノウさん。よければ一度、あなたとはゆっくりと話がしたいわ』

「光栄です。機会があれば、ぜひ。……それでは失礼します、オーウェル大司教」

　恭うやうやしく頭を下げ、大司教への報告を終えた。

　少しだけ緊張していたメノウは、ふう、と息を吐いて肩の力を抜く。

「故郷、ね」

　会話に触発され、なにか思い出せないかと久しぶりに自分の心を探ってみたが、わずかな郷愁も浮かばなかった。

　確かにメノウはこの国の生まれだ。だがいまはもう、メノウの生まれた町は消え去った。異世界人の暴走によって真っ白に塗りつぶされたのだ。

　この世界の地図からも、メノウの心からも。あの事件は、そういう人災ヒューマン・エラーだった。

「……実感、ないわね」

　あるわけがない。それが自分だと諦あきらめたメノウは意識を切り変える。

　まだやるべきことは終わっていない。目つきを鋭くしたメノウは、ぽっかりと空いた破壊痕から教会を出た。

　教会は塀に囲まれ、街からの視線は遮断されている。教会の荒れた庭で立ち止まったメノウは、不意に警告を発した。

「出てきなさい。尾行していたのはわかってるのよ」

　咎とがめる声に隠れるのは無駄と悟ったのか、物陰から男たちが現れた。

　数は四人。屈強な男たちだ。腰には長剣をさげている。

　剣呑けんのんな気配を纏まとった彼らの正体を悟り、メノウの口元が不快感で歪ゆがんだ。

「年頃としごろの女の子をこそこそと付け回すなんていやらしいわね、第二身分ノブレスさん？」

「第一身分ファウストの処刑人が、ほざくな」

　会話をする気のない返答だ。言い当てられた身の上に、メノウは無言で片眉まゆを上げる。

　この世界において、人類の身分は三つに区分されている。

　平民である第三身分コモンズ。人類の九割以上を占める大多数にして日常の担い手。

　王侯貴族の第二身分ノブレス。第三身分コモンズをとりまとめ、行政の多くをつかさどっている。

　そして、聖職者たる第一身分ファウストだ。

　メノウが第一身分ファウストであることを見抜かれるまではいい。それこそ服装を見ればわかることだ。

　だが、処刑人であることを言い当てられたのは看過できなかった。

「そういうあなたたちは、第二身分ノブレスの中でも騎士階級ってとこかしら」

　メノウも男たちも不用意に自分の立場を口に出して認めることはしない。

　だが街中まちなかで帯剣を許された人間は、第二身分ノブレスの中でも騎士階級以外にありえない。もちろん世の常で不法所持の犯罪者も存在するが、柄つかに入った紋章の造りからして間違いない。

「あなたたちが異世界人を召喚した首謀者の犬ってわけね」

「いまさら争うつもりはない」

　侮蔑ぶべつ的なメノウに対して、騎士たちは淡々としたものだった。

「我らの目的は貴様に殺された。さっさとこの国から消え去れ。貴様のような人間がいること自体、不愉快だ」

「残念ね、まだ帰れないわ」

　メノウは騎士たちの勧告を素っ気なく切り捨てる。

「もう一つの仕事が、まだすんでいないのよ」

　初めて騎士たちの表情が変わった。

　さきほどの少年から得た情報から組み立てていた推測が、ここで確信に変わる。

「なるほど、なるほど。なんで一人、異世界人を追い出していたか疑問だったけど、思ったよりバカじゃないわね。要するにあなたたちは、最初から異世界人召喚の儀式を教会から隠しおおせるとは考えていなかったわけだ」

「……」

　メノウの指摘に騎士たちが表情を消したが、いまさら遅い。

　異世界人召喚は、数ある魔導の中でも大儀式だ。星の血脈とも称される大いなる【力】、天脈と地脈の二つの霊脈をつなげて発動する。人類生存圏の確保のために霊脈を常に監視している教会から、大儀式による乱れを隠し通せるはずがないのだ。

「最初から、二人のうち一人は、切り捨てる予定だったのね。さっきの少年は処刑人を満足させるための餌だった、と。……ただ私に殺させるために彼を呼んだ、と。そういうことね」

　オーウェルがメノウとの通信で『慎重に召喚した』と評したのも、この計画を見抜いての言葉だ。彼らは処刑人に一人の異世界人を殺させ、それで任務が達成したと誤認させるつもりだったのだろう。さっきの帰還勧告は、そのダメ押しだ。

　彼らにとって計算外だったのは、餌として追放した異世界人の少年にもう一人の異世界人を目撃されていたことだ。

「ずいぶんと、くだらないことをしてくれたわね」

　鋭いメノウの眼光に、騎士の一人が舌打ちをする。

「一人を殺して満足して帰っていればよかったものを……」

　言い逃れは無駄だと知って、憎々し気に吐き捨てる。

　第二身分ノブレスが第一身分ファウストに歯向かおうとするのはよくあることだ。立場上、第一身分ファウストは第二身分ノブレスの監視役でもあるため、両者の溝は深い。

「それでも腑ふに落ちないわね。今回の件、教会の追及からは逃れられないでしょう？」

　メノウは相手を徐々に会話のペースに巻き込みつつ、疑問を言葉にする。

　罪を逃れるという点において、今回の企ては不完全だ。

　処刑人の刃をかわしたところで、異世界人の召喚を行ったという事実はすでに教会に知れている。召喚主であるこの国の第二身分ノブレスには、第一身分ファウストより正式に裁きが来るだろう。

　正式な手続きを踏んでの裁判になるだろうが、早いか遅いかの問題だ。

　主に仕え、大陸全土に影響を及およぼす第一身分ファウストである教会の権勢は一国の第二身分ノブレスを凌駕する。その追及を永遠に逃れることなどできはしないのだ。

　答えは、騎士たちの口から出た。

「陛下は覚悟の上だ。一人の異世界人を犠牲に、もう一人を処刑人から隠し通して確保する。陛下は貴様ら第一身分ファウストによって処刑されるかもしれないが──第一身分ファウスト、ひいては貴様らがあがめる主の専制支配を打ち崩す力を、手に入れることができるのだ……！」

「見事なお覚悟で。第二身分ノブレスは毎度、自己犠牲精神が正しく発露されなくて残念だわ」

　問答はそろそろ終わりだ。騎士がまなじりを決し、剣を抜く。

　異世界人の召喚が二人だったということをメノウが知った時点で、彼らの計画は瓦解している。それでも目的を達したいのならば、騎士たちがとれる行動は一つだけだ。

「知られたからには逃がしておけん。ここで始末させてもらうぞ、第一身分ファウストの猟犬！」

「……気が楽でいいわ」

　一瞬だけ、メノウの視線が教会内に横たえられたままの少年の遺体に送られる。

　メノウをおびき出し、もう一人の異世界人を召喚したことを秘するための隠れ蓑とされた、憐れな少年。くだらない思惑で、自分のような悪人への生贄いけにえにされてしまった彼。

　メノウは目の前の連中を、酷薄に一瞥いちべつする。

「腐った第二身分ノブレスの処理には、まったく心が痛まないもの」

「こっちの台詞せりふだっ。高慢な第一身分ファウストの殺し屋がッ！」

　吠ほえた男が打ち掛かってくる。相手は四人。一人がメノウに飛びかかり、残り三人で取り囲んで来ようとする。

　数の上で圧倒的に不利なメノウだが、表情に焦燥はない。フラットな精神のまま左手に教典を、右手に短剣を携え、己おのれの魂より【力】を引き出す。

　メノウの全身が、淡い導力光を帯びた。

　導力を引き出して纏うことで身体能力を向上させた彼女は、長剣の間合いを恐れず相手の懐ふところへと踏み込む。騎士たちも棒立ちでいるはずがなく、接近させまいと一人が剣を横に薙ないだ。

　メノウは、片手に握った短剣で弾いた。

「ぐぅ……!?」

　短剣の、ましてや少女の握った武器にあるまじき剣撃けんげきの重さに、騎士はうめく。

　世界に満ちる大いなる【力】は霊脈の源泉たる概念より湧き出て星の隅々まで流れ、万物の根源に宿る。導力とも呼ばれているこの【力】は人の魂にも存在し、強靭きょうじんな精神力で操作することによって万能の可変性を示すのだ。

　メノウは劣る筋力、体重を導力で補い、二回りも大きい男たちと互角以上に打ち合う。

「この、ガキ……!?」

　騎士たちも負けじと導力で体を強化させるが、それでも追いつけない。

　騎士たちの素の肉体性能は少女であるメノウと比べ、はるかに勝っている。だが目を見張るほどなめらかな導力強化の行使によって、メノウは屈強な騎士たちと接近戦で張り合っていた。

　騎士たちとは明らかに違う闘法だ。手数を重視し、牽制けんせいと間合いを巧みに操あやつる足さばき。たった一人で多数と闘い、生き抜くことを前提とした戦い方である。

　メノウは足を止めることなく、相手の攻撃を捌さばき続ける。

　牽制を駆使して死角を取らせず、短剣一本で四人の長剣をしのぐ。油断をすれば、一瞬で首をかき切られると思わせる殺気と容赦のなさ。心身ともに年若い少女のものとは思えないほどの練度だ。

　短い攻防で、両者は悟る。

　一対四で、近接戦闘はやや騎士たちの有利。だが騎士たちもわかっている。

　目の前の少女の恐ろしさは、近接戦だけではない。第一身分ファウストが第一身分ファウストであるゆえんを、彼女はまだ見せていないのだ。

　相手が手札を切る前に押し切ってくれると、二人が前衛から下がり己の意識に埋没する。

　鍛え上げられた精神で、自らの魂より万物を構成する【力】を引き出す。

　精神統制により魂から導力と呼ばれる【力】が汲みあげられ、騎士の持つ剣へと伝わる。素材学によって厳選された剣に導力が流し込まれ、紋章学に則って刻まれた印に従い魔導現象が展開される。

『導力：接続──剣・紋章──発動【炎刃】』

　炎が発現した。

　これが導力による、魔導の行使だ。導力の真髄は体を強化し体術を補完することではない。魔導と呼ばれる疑似奇蹟の顕現にこそ真価を発揮する。

　世界を形作る万物の素である【力】が刻まれた紋章の法則によって炎に変わり、メノウへと吐き出される。

「……バカね」

　自分たちの放った炎の巻き添えにならないよう距離をとった騎士たちを、メノウはわずかに憐れむ。ほんの少しとはいえ有利だった接近戦で押し切れなかった時点で、彼らは唯一あったかもしれない勝機を失ったのだ。

　メノウが左手で抱えている教典が、導力光で輝いた。

『導力：接続──教典・二章五節──発動【ああ、敬虔けいけんな羊の群れを囲む壁は崩れぬと知れ】』

　メノウの魂より引き出された導力が教典を経由し、魔導構築、事象展開を終え現象として発動される。

　現れたのは、清くあって汚されることなどありえはしないと歌っているような、純白に輝く壁だ。淡く揺らめく光壁が、騎士たち二人がかりの豪炎を遮断する。

「な──!?」

　圧倒的な魔導の構築速度、展開された事象の精緻さと【力】の質量に騎士たちは絶句する。

　第一身分ファウストの神官たちは一人残らず魔導の使い手だ。彼女たちの持つ教典は高度な魔導書であり、記された魔導は強力かつ多岐に渡る。メノウも例外ではないだろうと騎士たちは警戒していた。

　だが、いまの魔導展開は騎士たちの常識から逸脱していた。

「あ、ありえんぞッ。なんだ、いまのは!?」

「早すぎる……！　紋章起動ではなく教典での魔導行使だぞ!?」

　魂から【力】を引き出し魔導を構築、展開するには高度な精神統制が必要だ。戦闘中に魔導を行使するのならば、騎士がやっていたように前衛と後衛を分けるのが常道である。

　さらにいえば教典から魔導を発動させるのは、紋章より数段難度が高い。

　教典は紋章を文字に落とし込み、数千数万と組み合わせた高度な導器だ。単一の事象を起こす紋章を、数百頁に渡り数万文字の規模で綴つづっている。これを発動させるためには、目当ての文言へと正確無比に導力を通し、【力】を精緻に編み込んで事象展開まで構築する必要がある。

　彼女は教典を開くことすらせず、全身を導力で強化したまま繊細な魔導起動を実現した。いくら処刑人が第一身分ファウストから選りすぐられているとはいえ、度をすぎた導力操作技術だ。

　飛び抜けた力量を目にして、騎士の一人がある推測と結び付けた。

「紋章短剣に、異常な構築速度の魔導行使……音に聞く『陽炎フレア』か!?」

「バカな！　あの悪鬼が跳梁ちょうりょうしたのは十年以上も昔だっ。こいつでは若すぎる！」

「そうよ。あの人はとっくの昔に導師マスターになったわ」

　たじろぐ騎士へ、静かに言葉を切ったメノウは名乗りを上げる。

「私はあの人につくられた芸術──『陽炎の後継フレアート』よ」

　メノウが明かす必要もない自分の正体を告げた理由は単純だ。

　相手が動揺してメノウの素性を探っているうちに、もはや必殺の準備は整った。魂より【力】を引き出すために自己の内面に埋没していたメノウの意識の焦点が、騎士たちに定まる。

『導力：接続──教典・三章一節──発動【襲い来る敵対者は聞いた、鳴り響く鐘の音を】』

　メノウの持つ教典に込められた【力】が、魔導を展開する。

「まえ──ッ！」

　攻性魔導の発動を察して叫ぼうとした男の指示は、手遅れだった。

　メノウの導力を流された教典より構築されたのは【力】の鐘だ。高く築かれた鐘楼に吊つるされ、時を鳴らす音として教会の神聖さを民に知らしめる象徴が騎士たちの頭上に顕現する。

　壮麗な【力】の鐘が、左右に振られた。

　空間がたわむような【力】の音響が一帯を支配する。直下でまともに食らった騎士たちの体が、内部から破壊された。凄惨せいさんな死を逃れたのは、とっさに前へと進んだリーダー格の騎士だけだ。魔導の行使者であるメノウの立つ周囲こそが安全圏と信じて前進した彼の判断は正しく、同時に間違っていた。

　逃げるためだけに前に飛び込んだ騎士を、短剣を構えたメノウが迎え討うつ。

「グゥ、う、ォおおおおお！」

「ふッ」

　気迫は十分。だが、転がりこむように向かってきた騎士の体勢は不十分もいいところだ。

　短く息を吐いたメノウは力の乗り切っていない相手の剣を弾いて、懐へ。手に持った短剣を肺と腎臓へと続けざまに刺し抜いて、ねじりを入れて突き放す。

「あ、ブぅ」

　よろりと後退した騎士が、体を支える力を失って倒れる。

　あぶく混じりの吐血とけつが口端くちはから流れる。破れた袋から逃げ出していくような呼吸音は、はっきりと死を予感させた。

　己の死を悟った騎士は、恨めし気な眼球をメノウへと向ける。

「きさ、まらぁ、は……それほ、どの力、あて、なぜ、しゅなどに……」

「……主への暴言は、聞かなかったことにしてあげるわ」

　メノウは教典を脇わきに抱え、右手に持つ短剣を下へと向ける。切っ先が狙ねらうのは瀕死の騎士の心臓だ。

　彼を苦しみから解放するため、短剣を突き下ろす。

「あェ──」

　主君にか、家族にか。それとも教会へと恨み言を残したかったのか。

　なにを言い遺せることもなく、騎士の体から命が零こぼれ落ちていった。

「私は悪人だけど、あなたが悪くない、とは言わないわ」

　まともな遺体が残ったのは彼だけだ。メノウは彼の瞼まぶたをなでて瞳ひとみを閉ざす。

「あなたたちが喚よんだのは、私なんかじゃ及びもつかないほどの化け物で……私なんかとは比べるのもおこがましいほど、普通の子だったのよ」

　平和に生きている人を巻き込み、利用する企たくらみに与くみしたことが彼らの死に至る罪だった。

「その罰を下したのが私みたいな悪人だったことだけは、同情するけどね」

　わずかに寂さびしげな瞳でメノウは告げ、彼らの死に祈りを与える。

　いつか自分に降りかかる罰はどんな形をしているのか。

　それを想像しながら、メノウは己が殺した死者の鎮魂のため、祈りをささげた。




　鎮魂を終えたメノウは、ゆっくりと目を開けた。

　戦闘の余韻が生々しく残る教会で、パチパチというやたらと軽い拍手が鳴ったのだ。

「さすがぁ、敬愛する親愛なる愛しの先輩ですぅ。第二身分ノブレスの騎士ごとき、鎧袖一触がいしゅういっしょく。指一本触れさせない華麗な立ち回り、眼福がんぷくですぅ」

　メノウの耳に届いたのは甘く、とろけるような少女の声だった。

　間延びした独特に甘い口調だ。振り返ると、メノウとは色違いの白い神官服を着た小柄な美少女がいた。

　やわらかくクセのついた桜色の髪を側頭部で二つ結びにし、ふわりと揺らしている。肘まで覆おおう白手袋はともかく、ふりふりのキュロットスカートに改造された神官服の裾すそ丈は、ひざ丈より上という聖職者にあるまじき長さだ。

　大人びたメノウとは違い、甘く笑っている少女には小悪魔のようなかわいらしさがあった。

　彼女はあざといくらいに朗らかな笑顔でメノウに近づき、嬉しそうに一言。

「先輩の一のしもべモモ、参上ですぅ」

「しもべはやめなさい」

　メノウはわけのわからない立場の自称に嘆息しつつも、モモと名乗った少女と目を合わせる。

　メノウより二歳年下なだけだが体格は一回り以上小柄で、彼女のかわいらしさに拍車をかけている。極端に短い裾から伸びる足はタイツを履はいており、太ももにあるマークがハートのようにもかわいらしい尻尾しっぽのようにも見えて、何度見ても彼女らしいなと苦笑してしまう。

　モモはメノウと同じく第一身分ファウストであり、処刑人であるメノウの補佐をしている少女だ。モモが纏う神官服の白色は、そのまま立場の違いを示している。

「ちょうどいいわ、モモ。任務に関連して聞きたいことがあるんだけど──」

「そんなことよりもぉ」

「そんなことて」

　相手に警戒心を抱かせない歩調でするりと近づいたモモは、メノウの質問の内容を聞かずにスルー。何気ない仕草でメノウの手を取って引き寄せ、自分の頰ほおへと当てる。

「はぁあああ、やっと先輩と合流できましたぁ！　よーぅっやく先輩成分が補充できますぅ！」

　ぎゅーっと両手で握りしめながら頰ずりして顔を緩ゆるませるモモに、げんなりと肩を落とす。

「あのね、モモ……。だから聞きたいことが──」

「あ、先輩先輩ぃ。聞いてくださいよぉ。任務とはいえ、モモは先輩と離れるのはつらいんですぅ。いまだって二日ぶりですよぉ？　ほんとうなら年がら年中四六時中片時も先輩とは離れたくないのに、先輩と一緒にいる時間をもっともぉーっと増やしたいのにぃ。ねえ、先輩ー。モモは先輩と別行動になる時は、いーっつも身を裂くような想おもいで──あいた」

「はいはい。いいから、まずは離れなさい」

「ぶぅ。はいですぅ」

　好き勝手な言動をする後輩の額に、軽くデコピン。モモは不満そうに唇を突き出しながらも、名残惜なごりおしそうにメノウの手を放す。

「それと前から言ってるけど、しもべとか自称するのはやめなさいって。あなたは補佐官でしょうが。……他の神官に変な誤解されたらどうするのよ」

「モモと先輩のつながりは、補佐官とかいう仕事の関係じゃないですぅ。モモは先輩の愛のしもべなんですぅ！　モモは愛のために先輩に付き従っているんですぅ！　いっそ公然たる事実にするためにみんなにそれを広めてるんですぅ!!」

「捏造ねつぞうはやめなさい……」

　両手を広げて熱弁するモモの主張には、頭痛がしてきそうだった。

　メノウの任務のバックアップを担当している彼女とは幼い頃からの付き合いだ。訓練施設が一緒だったこともあり、確かに役職的な付き合いだけではない先輩後輩関係だ。

　とはいえ出会った当初はどちらかといえば嫌われていたはずなのだが、いつの間にかやたらと懐なつかれて、いまではこのありさまである。

「それにしてもぉ、さっきのも先輩の魅力大爆発ばくはつの戦闘でしたぁ！」

　先ほどの戦闘を一部始終見ていたらしいモモは、頰に手を当てて小柄な体をくねらせる。

「力自慢の騎士どもを圧倒する短剣さばきに、なめらかな導力操作での教典の魔導展開……。はぁ、もうほれぼれしてきゅんきゅんしますぅ。さすがは最年少で処刑人になった先輩ですぅ！　愛してますぅ！」

「騎士連中は、ここで始末した四人以外にも伝令役がいたはずよ。捕捉した？」

「モモの愛をあっさり流すクールさもラヴですぅ！」

　過剰な称賛とアピールに付き合っていたらいつまでたっても話が進まない。ガン無視して問いかけるも、モモの情熱が鎮火する様子はなかった。

「ふざけるのもそろそろ終わりにしないと怒るわよ。いいから答えなさい」

　メノウが処刑人だと判明した時点で、騎士たちは上役へと情報を伝えようとしているはずだ。戦闘前にメノウとの会話に付き合ったのも、そのための時間稼ぎの意味もあったのだろう。情報を持って王城に向かった人間が確実にいるはずである。

「はぁい。もちろん、ぬかりありませんよー」

　切り換えたモモが、今度は素直に答える。付き合いが長いだけあって、ふざけるラインをわきまえているのだ。

「ストーカー騎士どもの中で一人、先輩がこの教会に入った時点で連絡役に走ってましたけどぉ、きっちり処理しておきましたぁ。先輩の正体が漏もれた可能性はありませんー」

「よろしい」

　元から信頼しているものの、任務を同じくするモモの返答は満足いくものだった。

　態度こそふざけたところはあるが、モモは優秀な補佐官だ。手抜かりはないだろう。

　騎士階級に所属するのは、第二身分ノブレスの中でも戦闘に特化するべく訓練された人間だ。主に街中の治安機構に配属される、規律ある戦闘集団である。彼らは国王の私兵ではないのだ。

　そのため、この国の第二身分ノブレスの王が信頼をおいて事情を明かし、かつ教会に悟られず動かせる騎士は多くないはずだ。

「しばらく、こっちの詳しい動きはごまかせるわね。ただ騎士階級を殺した以上、私たちが動き出しているのはバレたと思っていいわ。今日中に王城に潜入する計画を練るわよ」

「お任せあれですよぉ。ここ数日の王城の人員の流れの変化と見取り図を照らし合わせて異世界人の居所のあたりは付けてありますぅ」

「さすがね。偉いわ、モモ」

「ふへへー」

　なんだかんだと言いつつ、やるべきことは期待以上にこなしてくれる。頭を撫なでて褒めると、とろけるような笑顔を浮かべて頭をすり寄せてくる。

「さ、死体を処理して打ち合わせをするわよ」

「はぁい」

　モモはメノウの手が頭から離れたのを惜しみつつ、散らばる死体の片づけを開始する。

「でもぉ、あの異世界人と一緒にいた時の先輩も世界一かわいかったですぅ。あれ、半分くらい素でしたよねぇ。休日の先輩な感じでしたぁ」

「そこから見てたのね……。てか、私はあそこまでポンコツな覚えはないけど」

　モモの褒め言葉に苦笑する。

　任務実行中とそれ以外では多少切り変えているが、素のメノウでもさすがにあそこまであけすけな性格ではない。異世界人の少年の警戒を解くため、必要以上に明るい性格設定でいったのだ。

「相手に怪しまれない演技のこつは、友好的に自分の感情を素直に見せることだもの。多少は、自分の素も出るわよ。断食一か月の塩生活の時の気持ちとかね」

「ああ、あの意味のわからない修行の中でも特に意味のわからないやつですねぇ……」

「そうよ。導師マスターの趣味としか思えないあの訓練よ……」

　同じ修道院育ちだ。苦労を分かち合える共通の話題にはことかかない。

「でもモモは先輩のキュートな素の心を禁忌きんき相手に見せることなんてないと思いますけどぉ」

「ん？　どうして？」

「……なんでもないですぅ。あ、せっかくなのでモモも隠さず素直に伝えますぅ。モモは先輩のこと、誰だれよりも愛してますぅ！」

「あら？　私を油断させるための演技だったの、モモのアピールって」

「そんなわけないじゃないですかぁー！　純度百パーセントの純愛ですぅ！」

　外壁の向こう側に響かない程度の声でふざけながら、死体の処理を終えた二人は教会に戻る。

　和やかなようで、油断はない。

　次の異世界人を殺すために、二人は万全の用意を整えるための打ち合わせを始めた。




　教会の一室で行われたモモとの打ち合わせは、非常に真剣なものとなった。

　モモの事前調査をもとに侵入ルートを設定して、不測の事態をシミュレーションする。少ない時間の中で、優秀な後輩の情報をもとに綿密な計画を立て実行の用意を終えたメノウは、結果としてメイド服に着替える羽目になっていた。

「ふへへー、先輩。すごくよくお似合いですぅ」

「どういたしまして……」

　にっこにこのモモに対して、かわいらしいつくりのメイド服に着替えたメノウの心情は複雑だ。

　これからメノウが向かう先は王城だ。侵入する際に神官服のままでは目立つため、潜入用にとモモが用意していたメイド服を身に着けているのだ。

　体の動きやすさを試しがてら、ふわりとロングスカートの裾を翻ひるがえす。

「これ、すごくよくできてるわね……」

「えへへー。懇切丁寧に愛をたぁーっぷりこめて作った先輩のための特製メイド服ですぅ」

　上質な生地を歪みなく見事に裁断してあり、布を合わせている縫製はプロ顔負けの出来だ。裏地の縫い目の一つまで一切いっさいの妥協なく作られている。妥協がなさすぎて逆に怖い。

　驚くべきことにいまメノウが着ているメイド服は、モモの手作りである。縫い合わせの位置が動きの邪魔にならないようにきっちり計算してあるようで、下手をすれば、いつもの神官服より着心地がよかった。

「わざわざありがとうね。導力迷彩で服装をごまかせたら、本物の服を用意してもらう手間をかけさせなかったんだけど」

　導力迷彩とは導力光を利用した技術の一つだ。

　導力強化の際に体に帯びる導力光は、熟練者ならば発光色を変えることができる。単色で変化させる意味は薄いが、導力光の任意変化を極きわめると身に纏う光で視覚情報を錯覚させることが可能となり、周囲の風景に溶け込むことや、別人に成りすますことすらできるのだ。

　メノウは静止状態ならば、他人の立像を映しだすこともできる。ただ動いて、となるとまた難易度が段違いに上がるのだ。そのため、変装をするのならば服を用意しなければならなかった。

　メノウに変装服の準備を任されたモモはといえば、課された労苦を気にした様子もない。むしろメイド服姿の先輩を前にして非常にご機嫌だった。

「いいですよぉ、気にしなくて。モモは先輩の服が作れてうれしーですぅ！」

「ていうか、自作なんてしなくても既製品を流してくれればそれでよかったんだけど……なんかこれ、無駄に凝ってない？」

　確かにメイド服なのだが、スカートの布地を贅沢にもたっぷり使ってひだを作り、裾の部分にフリルがあしらわれている。実務的というにはかわいらしく贅沢な造りだ。

　頼んだ手前文句は言いにくい立場だが、王城の潜入の下取りをしっかりやっておいて、なぜこんなものを高クオリティで作る時間をひねり出せたのか。メノウでもさっぱりわからない。

　メノウの疑問に、モモはきっぱりと断言する。

「おしゃれです」

「いる？　潜入任務の服装にはいらないわよね、おしゃれって」

「いりますぅ！　先輩が着るものにはすべておしゃれが必須ですぅ!!」

　自分が着るわけでもないのに、握にぎり拳こぶしでの力説だ。熱烈で頑迷な信者にも似た、絶対に譲らないという強い意志を全面に押し出してきた。

　どうしてくれよう、この後輩と思うが、ここでくだらない討論とうろんをするべきではないだろう。早々に説得を諦あきらめ、別の話題に移行する。

「まあ、任務に不都合が出るほどじゃないからいいわ。それと、今回はともかく、モモも導力迷彩を覚えたら？　導力強化の応用で発動媒体もいらないから便利よ、あれ」

「簡単に言わないでくださいよぉ。あれを実戦レベルで習得できたの、先輩だけなんですよー？」

「そう？　時間をかければモモもできると思うんだけどね。あなた、才能あるし」

「無理ですぅ。そもそも開発者が導師マスターっていう時点で、おかしい技術だってわかりますもんー」

　雑談をしつつ、メノウはしげしげと自分の体を見下ろしながらスカートの裾をつまむ。ご丁寧に、エプロンには教典を入れる用の内ポケットまで作ってあった。

　魔導の発動の際には、媒体が必要となる。様々な魔導の発動媒体となる教典は頼りになる武器だが、メイド服で教典を持ち歩いていれば不審がられてしまう。太ももに装備している短剣にも簡易の魔導が発動できる紋章が刻まれているものの、素材学の問題上、二つしか魔導行使ができない。それを踏まえて、教典を隠し持てるようにしてあるのだ。

「つくづく考えてあるわね。これなら確かに文句はな──ん？」

『導力：接続──教典・一章一節──発動【この眼に映る奇跡も残すべく、書に写す】』

　教典を内側のポケットに入れて動きのバランスを確認していると、わずかな導力光がメノウの視界の端で瞬いた。

　ほんの一瞬、ともすれば気のせいかとも思ってしまうほどの早業はやわざだ。【力】の構築速度、発動気配の隠密性ともに高水準な魔導行使だった。

　だがメノウの目は誤魔化ごまかせない。わずかに漏れ出た導力行使の気配から魔導の発生源を察し、じとりとモモをにらむ。

「……モモ。正直に答えなさい」

「はいー？　なんでしょうかぁ、先輩」

「ふふっ。あのね」

　詰問口調から、不意に目元を和ませたメノウが優しく微笑む。メノウの笑顔につられてモモの表情が緩んだ。

　問いかけの緩急で作った間隙を狙い、メノウは鋭く問う。

「教典に、いまの私の姿を写して保存したわね」

「なんのことですかぁ？」

　モモはまったく表情を変えずに一点の曇りなきかわいい笑顔のまますっとぼけた。

　さすがは処刑人の補佐をしているだけはあるということか、モモの笑顔に不自然さはまったくない。彼女ならば役者としての技量が要求される任務も滞りなくこなせるだろう。

　尋問は失敗した。だが、状況証拠はすでに揃そろっている。

　被疑者のモモと、追及者であるメノウ。二人とも笑顔のまま、一瞬の沈黙が流れる。

　次の瞬間、二人の体が導力光を帯びた。

　魂から引き出した【力】により身体能力を強化した者同士、常人では目で追うことも難しい速度での争奪戦が勃発する。

「いいから一章一節の頁を破ってよこしなさい！　あなたの盗撮癖はほんとうに……！」

「無理ですぅ。教典を破り捨てるなんて、信心深いモモにはとてもとてもぉ」

「白々しい言い訳にもほどがあるわね！　訓練修了時に信仰値が底辺だったこと、知ってるのよ！」

「いえ、まあ確かに主のお言葉はどうでもいいんですけどぉ、モモの教典は先輩の姿を写した聖典となってるんですよぉ？　モモは先輩への信仰心と愛がマックスなんですぅ。破損なんて、ぜーったいさせませんー！」

「開き直るのはもっとやめなさい!!」

　動きのキレはメノウが勝っていたが、モモには場所の利があった。教会に空けられた大穴に近かったモモは逃げの一手で素早く外へ。教典を奪おうとしたメノウの手から、からくも逃れる。

「ふう、一安心ですぅ」

　一足で庭を抜け、塀の上に猫のようなしなやかさで着地したモモは自分の教典を開く。

　高度な魔導書である教典の機能により、導力光が立像を結ぶ。映し出されたのは、さっきまでエプロンドレスをひらひらさせていたメノウのミニサイズバージョンだ。

「ふへへー、我ながらよく映せてますぅ。スリットが大胆ないつもの先輩の神官服も素敵ですけどぉ、やっぱり新鮮さも重要ですぅ。コレクションがまた増えましたぁ！」

「……」

　にっこにこで口元を緩ませるモモに、メノウはとうとう表情を消した。

『導力：接続──』

「あ、あははー。それでは先輩ー。任務成功後にまた会いましょー。では！」

　メノウが無言のまま教典に導力を流し込んだのを見て、さすがにヤバいと悟ったのだろう。ごまかし笑いで告げたモモが、すたこらさっさと逃げていった。

　姿の見えなくなった後輩に、メノウは歯ぎしり。

「あの子は、優秀なのに……！　ほんとうにあの子は……はぁ」

　大きくため息を吐いて、モモの言動を思い返す。

　確かにモモの言動自体はいつもと大差ない。日頃ひごろと同じ、やたら過剰なアピールとスキンシップだ。

　ただいつもはふざけるにしても、もう少しわきまえている。

　モモがあんな風にギリギリまでふざけてメノウを怒らせるのは、後味の悪い任務のあとなのだ。

　そしてメノウは一人、なんの罪もおかしていない禁忌指定の少年を殺したばかりである。

「気、遣わせたかな……」

　事実、モモのおかげで暗い気分はだいぶ薄まっている。

　処刑人になって以来、親愛をもって自分と接してくれる人間が、他に何人いるか。人の好意を受けられる人間ではないのに、モモは当たり前に自分に笑いかけ、触れてくる。

　迷わず真っ先に、血で汚れたメノウの手に頰を寄せるのだ、モモは。

　その希少さを嚙かみしめながら自分のポニーテールを指先でいじっていたメノウだったが、モモのさっきまでを思い返して半眼になる。

「いや、でもそれとは別問題よね。やっぱり半分はいつも通りな気がするわ」

　感謝の気持ちは、あっさり難儀な後輩に対する愚痴ぐちに変わった。日頃の行いは重要だ。

「とりあえず、今回の任務が終わったらモモの教典録をチェックしないといけないわよね、うん」

　メノウは小言を呟つぶやきながらもメイド服のエプロンを外し、黒いワンピース姿になる。

　後輩が作ってくれた緩い空気、気を抜いてもいい時間は終わった。

　正門から教会を出る。傾き始めた西日に目を細め、雑踏に紛まぎれた処刑人は、異世界人のいる王城へと歩ほを進めた。




　メノウが王城に忍びこむのは難しいことではなかった。

　事前に間取りを頭に叩たたき込こみ、モモの下取りに従ってルートを設定してある。

　メイド服姿で城内に侵入したメノウは細心の注意を払って行動する。警備の巡回も含めて、モモの下調べはほとんど完璧かんぺきだった。人目を避けて進むと、モモの予想通り奥まった部屋に監視が集中していた。

　これはビンゴだと後輩の優秀さに感謝し、メノウはまず離れた場所で部屋を監視していた人員を見つけ出し、彼らの意識を魔導で密ひそやかに奪った。

「さて、と」

　眠らせた監視兵を床に転がしたメノウは、目標の部屋に視線を送る。

　いま彼女がいる場所は、異世界人がいる部屋とは違う棟にある一室だ。王宮の奥まった場所にあったのは、ぐるりと四方に棟が建てられ、内側の空間に中庭が置かれている構造の建物である。ご丁寧に、監視兵たちは中庭を挟んだ正面向かい側の一室から異世界人を監視していた。

　召喚した異世界人の動向を監視するための場所だけあって、目標の部屋がよく見える。

　どうやって侵入するか、メノウは腕を組んで考える。廊下を回って正面扉から入ってもいいが、少し遠回りだ。何事も早いほうがよいと、メノウは向かいの棟にあるバルコニーに目を付けた。

　メノウは太ももに備え付けてある短剣を抜く。短剣に施された装飾は、ただの飾りではない。魔導の発動媒体である紋章になっているのだ。

　短剣に刻まれている紋章の二つの内の一つへと導力を流し込む。

『導力：接続──短剣・紋章──発動【導糸】』

　短剣の柄から、極細の導力の糸が発生した。

　短剣に刻まれている二つの紋章の内の一つで、導力の糸を作ったのだ。

「ふっ」

　短く息を吐いて、短剣を投擲する。狙い通り上階の欄干の手すりに絡からみついた。導力の糸はわずかに光を放っているが、メノウが導力光を西日に合わせたのもあって、まず視認は不可能だ。

　二度三度、糸を手に回して固定する。導力強化をした人間でも引きちぎるのが難しい強靭な糸だ。メノウの体重を支えるのに支障はない。軽く糸を引いて欄干に体重をかけても問題ないかを確認したメノウは、導力強化で肉体の強度をあげて、ためらうことなく飛び上がる。

　絡ませた部分を支点に、メノウは重力に身を任せて宙を進んだ。




　時任灯里ときとうあかりは、案内された部屋でぼんやりと頰杖ほおづえをついていた。

　今日はゆっくり休んで、と案内された部屋はびっくりするくらい豪勢だった。

　歴史を感じさせる調度品が、生活用品として当たり前に使われている。技術的な最先端の目新しさではなく、年月を感じさせる重厚さは現代っ子の彼女には馴染なじみが薄い。案内されるまでに歩いた城内の威容に圧倒されてしまった。

「異世界、かぁ……」

　自分のいる場所がどこかを呟いてみたが、まったく実感はない。

　学校へ向かう通学路を歩いている時に、見知らぬ世界へと呼び出されて、もてなされた。こちらで出会う人はみんな優しかったが、あまりいい印象はなかった。

　なんとなく、わかる。

　相手は、こちらが欲しい言葉を事前に用意して与えてくれているのだ。

　聞きたいことははぐらかされた気がするし、重要なことについては隠し事をされている気がする。言葉は確かに通じているのに、ちゃんと会話ができる気がしない。彼らは、ちっとも自分の気持ちをこちらにさらしてなんかいないのだ。

　これは違うと、わかってしまった。

　かといって、日本に心残りがあるわけでもなかった。

　どうせ、と瞳を閉じて昨日までの日々を思い出す。

　家に帰っても学校に行っても、自分の味方など、一人もいやしないのだ。

「はぁ」

　中途半端ちゅうとはんぱにため息が出る。

　世界が変わっても自分は変わらないし、劇的な出会いがあるわけでもなさそうだ。

　だからきっと、この世界にも自分の味方はいない。

　そろそろ夜になる。日本で自分はどう過ごしていただろうか。記憶を探ってみるが、めまぐるしい展開に疲れているせいか、昨日の記憶からしてぼんやりしていた。

　やっぱり、なにかが違うのだ。

　ずっと、この世界で目が覚めてからずっと、彼女の中でなにかがズレている。歯車が嚙み合っていない。もどかしい感覚で胸が軋きしんで不協和音を鳴らしていた。

　どうせなら、運命が変わるような出会いがあればよかったのに。

「どうなるんだろ」

　先行きがさっぱり見えない。

　気が付けばもう夕方で、空気が夕焼け色に染まっていた。間もなく日は沈んで、夜が来る。ここは異世界だ。昼間はただの青空だったが、夜になったら月や星に違いがあるのかもしれない。

　違いがあったら、異世界に来たなんていう現実を実感できるのだろうか。実感できれば、なにか変わるのかもしれない。

　そんな興味本位で、なにかに導かれるようにバルコニーに出た瞬間だった。

「へ？」

　メイド服姿の女の子が空から降ってきたかのように、ふわりと欄干に降り立った。

　西日に溶けてしまいそうな淡い色の栗毛をスカーフリボンでくくった、きれいな少女だ。彼女の姿を見た瞬間、時間が止まったような心地がした。

　カチリ、と時計の歯車が合わさる音が胸の中で鳴ったのだ。




　思いっきり、至近距離で目が合った。







[image: ]







「……」

　思わぬ事態に、対面の少女はもちろん、バルコニーの欄干に着地したメノウですら一瞬だけ固まってしまった。バルコニーに飛びこんだ瞬間に標的の少女が出てくるのは、さすがに想定外だ。

「ほえ？」

　メノウが自分のことを殺しに来たなどとは夢にも思っていない少女は能天気なものだった。バルコニーに飛び乗って現れたメノウに、まん丸の目をぱちぱちと瞬かせている。

「え、と。どなたのメイドさん……？」

「どなたのメイドさんでもないわ」

　いまのトンチンカンな質問は、メノウがメイド服を着ているからだろう。明らかな侵入者に対して真っ先に危機感が湧かないのは、平和ボケしすぎているようにも思える。

　すぐに気を取り直したメノウは頭を回転させる。

　まだぼけっとしている少女に対し、メノウは緊迫した空気を伝えるために音量を絞りつつも焦燥で上ずったように聞こえる声をあげる。

「あなたっ？　異世界から召喚されたっていう女の子はッ」

「え？　あ、うん」

「そう。よかったわ！」

　この部屋を監視していた人間はすでにメノウが意識を奪っている。聞き咎められる心配はないと会話を進めながら、相手を観察して情報を分析する。

　頭にカチューシャを付けた少女だ。よく手入れされた黒髪は肩甲骨あたりまで伸びている。くりっとした黒い瞳の少し幼く見える顔立ちは、骨格からしてこのあたりの主要民族ではあまり見られないものだ。

　おそらく、標的で間違いない。しかも異世界人である日本人学生特有の制服の一つ、セーラー服を着ている。

　セーラー服のスカーフを押し上げているふくらみは、特徴的なほど豊かだ。昼間に接触した異世界人の少年の印象に残っていたのも納得のご立派さだった。

　それでも、替え玉、変わり身の可能性は絶無ではない。

　だからこそ、メノウは相手に考えさせる間もない勢いで質問を叩き込む。

「あなた、どこの学校の何年何組!?」

「ひゃい!?　西彫学園高校の一年三組、時任灯里です！」

　いまの返答に不自然さはなかった。日本の情報は相当に制限されている。演技でも、とっさに答えるのは難しい類の問いだったのだ。

　名前までは聞いてなかったのだがと内心で舌打ち。基本、接触から短期で暗殺をするメノウは、相手に入れこみそうになる要素をできるだけ排除していた。

「わかったわ。ときとう、あかり……アカリ、ね。私はメノウよ」

　とっさに学校名、所属クラスまで言えるなら本物の日本人だろう。名前を知ったなら親近感を増させるために利用すればいいと切り替える。

「あ、うん。メノウ、ちゃん？　よろしく……え？　あれ？　なんで……」

　この世界で学校の所属を聞かれたのが不思議だったのだろう。目を白黒させているアカリの瞳を覗のぞき込むようにして顔を近づけ、彼女の手を取る。

「私は、第一身分ファウストの人間よ。ここから逃げるわよ、アカリ」

「ふぁ、ふぁうす……？　ど、どういうこと？　いきなり空から来て、逃げるって、なんで？」

「あなた、この国の第二身分ノブレスの連中に騙だまされているのよっ」

「ええ!?」

　アカリは困惑と驚愕きょうがくが半々の声を出した。

　悪くない反応だ。騙されていると言われて、真っ先に否定が出てこない。つまるところ、アカリを召喚した第二身分ノブレスの連中は彼女の信頼を勝ち取っていないのだ。

「あのね、アカリ。あなたのことは、もう一人の子に聞いたの」

「もう、一人……？」

「やっぱり聞いてなかったのね……。あなたの他に、もう一人、日本から召喚された男の子がいたのよ。その子は、この国の第二身分ノブレスの企みを知って逃げ出したの。彼は追っ手を振り切って、なんとか教会に逃げ込んだわ。でも、その時には怪我けがでどうしようもなくて……」

　沈痛さを装って顔を俯うつむける。噓うそを扱い相手を騙すことに、いまさら躊躇などない。

「それでも最後に、あなたのことを伝えてくれたの。もう一人の男の子は助けられなかったけど、あなただけでも助けるわ！」

　突っ込みどころの多い話だったが、いまこの場でつじつまが合っていればいいのだ。緊迫感を演出して勢いで押す。

「あなたも、なにか能力があるんでしょう？　ここの連中は、それを利用しようとしているのよ」

「う、うん。なんか言われたし何度か試してみたんだけど、ええと……要するに、他の人の怪我が治せる能力みたい。それを、利用……？」

「ええ、そうよ」

　あっさりと、アカリの口から求めていた情報が出る。彼女の能力は、治癒に関かかわるものらしい。

　しめたものだという思いなどおくびにも出さず、メノウは舌を回す。

「この国の第二身分ノブレスは、ろくな連中じゃないわ。人を癒いやせるような優しい力でも、王侯貴族の奴やつらはなんとでも利用するに決まってるッ。だから、すぐにでも逃げるわよ！」

　メノウの話に圧倒されて、アカリは息を呑のんでいる。

　メノウの言葉に納得しているわけではないが、勢いには流されている。アカリの心情の流れを正確に把握した、メノウは優しく微笑む。

「ね、アカリ。安心して。私は、あなたの味方よ」

　事態の変化についていけていなかった戸惑い顔に、赤みが差す。

　なにかが琴線に触れたのか、目をキラキラさせたアカリが力強く手を握り返してきた。

「うんっ。信じるよ！」

　あっさりとメノウを信じたアカリは、背中を向けて部屋に戻る。メノウは紋章魔導を解除した。上の欄干に絡まっていた短剣は、導力の糸が消失することでメノウの手元へと落下してくる。

「ありがとう。じゃ、さっそくその信頼に応こたえるべく頑張るわ！」

　太ももに短剣を戻したメノウは、アカリに続いてバルコニーから部屋に入る。

　口先を利用してアカリを騙したのは、彼女が持っている能力を警戒してのことだった。実力と手の内が読める騎士とは違い、異世界人はどんな素人しろうとであっても能力一つでメノウを瞬殺できる可能性を秘めている。真正面から戦うには不確定要素が大きすぎるのだ。

　だからこそメノウは彼らと接する時に、最初は必ず味方を装う。

　そして、もう能力は聞きだした。

「さ、すぐに廊下に出ましょう」

「うん！」

　短い会話で相手を篭絡ろうらくせしめたメノウは、アカリの前に立って慎重に廊下を進む。

　アカリは、おおよそ無警戒と言ってもよかった。真正面から殺しにかかってもメノウが敗北する要素はない。さらに彼女の能力に攻撃性がないと聞けば、決行をためらう理由はなくなった。

　アカリを先導するように廊下の角を曲がったメノウは、導力強化を発動して跳ね上がった。

　続いて角を曲がったアカリが、メノウの姿を見失い狼狽うろたえる。

「え、あれ!?　メノウ、ちゃん……。どこに──び!?」

　アカリの主観ではおそらく「上からなにかが降ってきた」としか思えなかっただろう。

　視界から外れた瞬間に跳躍し、両膝ひざから落下してアカリの肩に全体重をぶつけた。

　メノウの全体重の不意打ちを受け止められるはずもなく、びしゃりと地面にうつぶせに倒れる。勢いよく倒れた際におでこをぶつけたのか、ゴンっという痛そうな音が響いたがメノウは構わない。膝でアカリの頭を固定。身じろぎもできなくして、うなじに短剣を差し込んだ。

　普通の人間なら痛みを感じる暇もなく一瞬で死ぬ箇所だが、前回のこともある。あるいは即死をしない可能性も念頭に置き、一刺しの後にすぐさま飛びのいて距離をとる。

『導力：接続──』

　やはりというべきか、前回の少年と同じように魔導の発動気配を感じる。

　メノウは間違ってもアカリに認識されない位置をキープしながら、油断なく教典と短剣を構えて観察する。

　治癒の能力だと言っていた。死に至った自分の体を癒すようなことをするかもしれない。

『筝?罩ｉ?絎???純粋概念【時】──』

　魔導の構築気配とともに導力光がアカリの体を包みこむ。

　なにが起こっているのか。鋭い視線で、不自然に発生している導力光を観察する。

　かたずを呑んでメノウが見守るなか、乱舞する光の粒が徐々に形を成していく。規則性のなかった光が、自然現象ではありえないほど細かな形を構築する。

　闇やみにきらめく導力光は、大きな振り子時計の形をしていた。

　針が示す時間は、現在時刻とまったく同じ。

　メノウが見ている前で、かちり、と時計の針が逆に進む音がした。

『発動：【回帰】』

　次の瞬間、時計の形をした導力光が弾はじける。

　一瞬で散らばった光は網膜に残光を置いて消え、そして光があった場所から声が上がる。

「あいたた……」

　アカリだ。

　痛みで涙目になってうめき声を上げている。押さえている場所がメノウに刺されたうなじではなく押しつぶされた際にぶつけたおでこというのが、あまりにもシュールだった。

「な、なにいまの!?　なんか上から降ってきたよ!?　メノウちゃんはどこ──あ、いた！」

　目に涙をためつつもきょろきょろと周囲を見渡したアカリが、メノウを見つけて立ち上がる。

　メノウは絶句して駆け寄ってくる彼女を見つめることしかできなかった。

　いまのは、断じて『治癒』などではない。

　メノウが刺した後ろ首筋には、傷跡すらない。それどころか、彼女のセーラー服を染めた血痕すらなくなっていた。

「メノウちゃんッ、大丈夫!?　なんかいまいなくなってたような気がするけど気のせい!?　まあいいや！　とにかく早く逃げよ！」

「そう、ね」

　さいわい、アカリはいまの異常な事態をまったく把握していないようだ。

　メノウが見たところアカリの意識は彼女が死んだ直後から連続している。彼女に噓をついていたり、演技をしている気配はまったくない。

　アカリがメノウ以上の役者だという可能性も皆無ではないが、ありえなさそうな仮定に固執することはなかった。

　慌あわてふためくアカリと先ほどの魔導現象を結び付け、ある仮説がメノウの胸に浮かぶ。

　傷一つない、蘇よみがえり。それに加えて、あの時計を模した導力光の顕現。

　まさか、まさかとは思うが、彼女の能力は治癒能力などではなく──

「──【時】の純粋概念？」

「ん？　なにか言った、メノウちゃん？」

「……ううん、なんでもないわ」

　顔を引きつらせないようにするのが、メノウのせめてもの抵抗だった。

　時間に干渉する術を持つ純粋概念。おそらくアカリは、メノウに刺されて死ぬ前に『回帰』したのだ。

　常識を外れた、死なない能力。

　それを目まの当あたりにして、だが、メノウはすぐに切り替えた。

「すぐに目を覚ましてくれてよかったわ。大丈夫、アカリ？」

「う、うん。大丈夫だよ。『目を覚ました』って……もしかしてわたし、気絶してたの？」

「ええ。あなたがいきなり襲われて……。襲ってきたやつは撃退したんだけど、かばえなくて、ごめんね」

「謝らなくていいよ！」

　気づかう表情と言葉でアカリが気絶していたんだぞという噓の状況を信じさせる。

「助けてくれて、ありがとう。……足、引っ張っちゃってごめんね」

「助けられる側が謝らない。私はプロだし、あなたは被害者なのよ？」

　アカリと話して自分が怪しまれない状況を整えながら、これからの行動を考える。

「私のミスで、あなたが襲われちゃったのは、こっちが謝ることだわ。でも、元気そうでよかった。すぐ逃げるわよ。あ、痛いところはない？　あったら遠慮せず言いなさいね」

「おでこが痛い！」

「あはは、そっか」

　笑顔を保って、メノウはアカリに手を差し伸べる。

「じゃあ、改めて逃げるわよ、アカリ」

「うん！」

　いまのメノウでは、アカリを殺す手段がない。

　ならば、彼女を殺せる手段を見つけるまで、メノウはアカリとともにいなくてはならない。純粋概念を保有する異世界人である彼女をコントロールし、間違っても暴走などさせないように見張り、それでいてアカリに怪しまれないように接しなければならない。

「あ、そうだ。逃げる前にちょっといいかな、メノウちゃん」

「どうしたの、アカリ？」

「こんなこといきなり言ったら変な奴だって思われるかもしれないけど……わたしね。メノウちゃんに会えた時、ほんとに嬉しかったんだ」

「そうなの？」

「うん。すごく……すっごく、嬉しかった。なんでかな。わかんないけど、この世界に来てから止まってた時間が、動き出したみたいだったの」

　出会ったばかりだというのに、アカリはメノウへ過剰なほどの信頼を表明する。無邪気な笑顔で、ぎゅうっとメノウの手を握る。

「だからメノウちゃん。わたし、この世界に来れてよかった。なにがあるか全然知らない世界だけど、メノウちゃんに会えて、ほんとによかった。これは、あれだよ」

　不思議なほどの信頼を見せたアカリが握っている手は、さっき、彼女を刺殺した刃を握っていた。

「わたしがメノウちゃんに出会ったのは、きっと運命ってやつだと思うんだ！」

「……そっか。そんなに言ってもらえると、悪い気はしないわね！」

　メノウは笑う。ちくり、と胸が苛まれた。ほんのわずかな痛みを無視して、メノウはアカリに怪しまれないために、清く正しく、そして強いだけの神官のふりをする。

　今日の出会いが、未来の必然であることを二人は知らない。

　だから彼女たちは、お互いのことを知らないままに微笑み合う。

「アカリ。私も、あなたを助けられてよかったわ」

「わたしも、メノウちゃんに助けられてよかった」

　彼女たちの出会いが起こす未来を知る者は、まだ、いなかった。
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　まるで、白昼夢のようだった。

　町を、白い雪が覆おおっていた。多くの人が住んでいた町は、白く染まっていた。真っ白になった町で、幼いメノウは立ち尽くしていた。

　広がる白い風景は、メノウの目の前にいる白い少女を中心に広がっていた。

　十代の後半に差し掛かっているだろう年頃としごろの少女だ。彼女の髪は黒かった。目も黒かった。肌も健康的に日に焼けていた。服装だって、水色のシャツに紺のベストを着ている。決して白い格好をしているわけではないどころか、白いところを探すほうが難しかった。

　なのにメノウの目には、なぜかその少女は白いとしか映らなかった。


「あ、ああああ、ごめん、なさいっ……！」



　不思議なほどに白い少女が、メノウに積もった雪を必死に振り払っていた。この雪は彼女が広げたものなのに、なぜかそれがとてつもなく罪深いことだというように、白い少女はメノウから雪を振り払っていた。

　町はすでに、人も建物も白くなって形を崩して、白い雪のようにまっさらになっていた。残っているのはメノウだけだ。そんな自分も、あと少しで名前まで白く染まって雪に変わるのだろう。

　恐怖はなかった。

　メノウの精神は白く染まっていた。自分と世界の境界があいまいだった。自分と他人の違いが、すでにほとんどわからなくなっていた。かろうじて残っているのは、自分の名前だけだった。

　メノウをメノウたらしめているものは、唯一『メノウ』という白くない名前だけだ。

「なんで、こんなの、は、違う、私は、こんな、ああ、でも、誰だれが、私で、私は、なにを」

　必死にメノウの雪を振り払いながら、白い少女はずっとなにかを呟つぶやいていた。なにかをつなぎとめるように呟かれる言葉は、ひどく不安定だった。必死に、悲壮感に満ちている白い少女を見て、メノウも悲しくなった。

　自我があいまいになったいまのメノウでは、相手が悲しければ自分も悲しい。相手が泣けば、自分も泣きたくなる。メノウの自我が周りに白く溶けつつあるいま、白い少女の感情はメノウの感情となって伝わった。

　周りの白い雪も、白い少女に呼応して悲しむ。周りのすべてが、すでに彼女の白だった。

　いつの間にか、メノウの雪を振り払うこともやめて白い少女は頭を抱えていた。

「白く、世界が、白く、私は、しろ、違う、そうじゃなくて、私は、日本に、あ、わた──」

「とっとと死ね」

　少女の頭に、短剣が突き刺さった。

　意味がわからないほど突然の出来事だった。なにが起こったのか、目の前にいるメノウでも把握できない。突如として白い少女の頭に短剣が生えたようにすら見えたほどだ。

　白い少女が地面に倒れた。

　なぜ、こんなことに。事態がわからず疑念の視線を向けた先で、景色が揺らめいた。

　白い光景の一部が、陽炎かげろうのようにぐにゃりと歪ゆがむ。

　真っ白だった風景から現れたのは、赤黒い髪の長身の女性だった。

　現れたその人を見て、メノウの境界に波紋が立った。

　長身の神官の赤黒さは、メノウの白く染まった精神とは相容れなかった。白くなった町とともに他者との境界があいまいになったいまのメノウをして、赤黒い神官は明確に別の誰かだった。

「……誰？」

「この服装を見てわからないのか？　清く正しく、そして強い神官だよ」

　自分でもまるきり信じていないような、皮肉っぽい自己紹介だった。

　しかし言われてみれば、なるほど。彼女は藍色あいいろの神官服を纏まとっていた。藍色の神官服を着ているということに気が付くのが遅れるほどに、彼女の印象は赤黒かった。

「白、か。なるほど漂白現象には違いないが、おかしいな。これが【白】の再臨ならば、生き残りなどいるはずもない。とすると──」

　言葉を切った赤黒い髪の神官が、メノウの頭に掌てのひらを乗せる。

　接触部から、なにかがメノウの中に通された。

「導力接続を苦にしない、か。……ふん。ただの生き残りにしては、素材として一級品すぎる」

　メノウから手を離した神官は、ぐるりと周囲を見渡す。

　町の光景はすべて白くなって、あらゆる輪郭と境界が失われた。降り積もる雪の上には、先ほど刺された白い少女も転がっている。

　赤黒い神官の視線を追ったメノウは、白い少女の胸元むなもとが上下していることに気が付く。驚くべきことに、まだ息があるらしい。

　彼女の体が白く発光した。

『導力：接続──不正接着・純粋概念？　白？　──発動【ここは、どこ、私は、だれ】』

　白い導力光が、あたり一面に放たれた。

　町だった白が、ある一点に集まっていく。刺殺された少女を中心に、あたり一帯の白が集中する。かつて町であったすべての内、メノウを除く全部を集めた白が、ぬうっと屹立きつりつする。

　真っ白なまま輪郭のはっきりしない、不気味なのっぺらぼうの巨人が現れた。

「くはっ。死にぞこないらしい、くだらないほどの出来損ないだな」

　町を一つまとめ上げた白の巨体に、赤黒い神官はまるで恐れを抱いていないようだ。白い巨人に比べればあまりにもちっぽけな短剣を持って、大口を開けて嘲笑う。

　ああ、とメノウの心に寂寥せきりょう感が生まれる。

　自分も、あの中にいるはずだった。漂白されて、白濁して、真っ白になって一緒になるはずだった。白くなり損ねて仲間外れになってしまった自分が、少し寂さびしかった。

　かなしいなぁ。

　メノウの心が、嘆いた瞬間だった。

　光の柱が打ちあがった。

　白い景色を押しのけるように輝いた導力光は、大規模な魔導行使によるものだ。広域に展開された魔導により、導力光の教会が構築される。壮麗な鐘の音が鳴らされ、白く清い壁が塗工され、穢けがれを寄せ付けぬ塀ができて、重厚な門が備え付けられる。

　形成されたのは擬似的な聖域だ。白い巨人は建築された教会に縛られ、鳴らされる【力】の鐘を受けて徐々に体を崩していく。

　目の前の現象は、赤黒い神官の仕業しわざではなかった。

　赤黒い女性の傍そばに、杖つえをついた老女がゆっくりと近寄ってきた。

「擬似教会による聖域の構築か。ガルムの防護結界を一人で構築した腕は伊達だてじゃないな、オーウェルのババア。派手な技は冴さえたもんだ」

「ふふっ、そういうあなたは隠密性を好むところがちっとも変わらないわね」

「私とあんたを一緒にするなよ、ババア。根本から、役目が違うんだ」

　両手で杖の頭を覆い持って歩いているのは、老年の女性だった。藍色の神官服とは格の違う、清らかでいて神聖な司教服を身に纏っている。

「今回の異世界人の処理にしても、別にあんたが出張るような仕事じゃなかったと思うがね」

「あら、私の管轄する国で起こった事件だもの。ここまで大規模な異世界人の被害も珍しいし、表向きの立場からの対処も必要でしょう？」

　オーウェルという名前らしい老女は、メノウに目を向ける。その老女の瞳ひとみになにかの感情が浮かんだ気がした。

「その子は？」

「生き残りだ」

　赤黒い神官もオーウェルの感情の動きを見抜いたのかもしれない。何気ない口調で提案する。

「引き取ってくれるか？　孤児の保護なんて立派なことは、こんな汚れ仕事のしりぬぐいよりはずっとあんた向きの仕事だろう」

「……あらあら。それだったらあなたが保護したほうが、いいと思うわ。最近、導師マスターになったのでしょう？　現場仕事ばかりでなく、あなたに不向きな仕事もしたほうがいいわよ。主も、それを望まれているでしょう」

　それだけ言って、老女はゆっくりとこの場を離れる。

「くはっ。伊達に長生きはしてないな。さすがに慎重だ」

　ぱっくりと口を開けて笑った赤黒い女性は、メノウを見下ろした。

「さて、どうする？」

　なぜか、そんなことを聞かれた。

　問いかけに対してわずかでもにじんだのは困惑で、顔に染しみ出たその色を見抜いた赤黒い女性は続ける。

「魔導素材としては上出来のお前を押し付ければわかることもあるかと思ったが、逆に押し付けられたからな。私はお前の行く末なぞどうでもいいが、お前はどうしたい？　一応、希望があれば聞いてやろう」

「なにも」

　自分の欲求など、特になかった。

　メノウは白く染まっていた。魂も、精神も、記憶も白くなっていて、かろうじて残っているのがメノウという名前だけだ。メノウという名前を形成するだけの知識も残っているが、思い出もなにもかも白くなっていたメノウに、自発的な欲は発生しえなかった。

「なにも、ありません」

　赤黒い神官は、自分の進退に対して無感情なままのメノウをつまらなそうに見下ろした。

「帰りのついでだ。聖地までは子守をしてやろう。それまで死ななければ、あとはお前の勝手にしろ」

　どうでもよさそうに、赤黒い神官はメノウの頭に手を置いた。

　ちょうど手の置きやすい高さだったのだろう。撫なでるわけでもなく、手をつなぐのも面倒だから頭の上に置いたという感じだった。

　けれども、不思議と嫌悪感はなかった。

　いまのメノウにとって境界を感じる彼女の感触は、とても確かなものに感じられた。
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　教会に空いていた穴は雑にふさがれていた。

　異世界人の少年によって消失した壁と天井てんじょうは木材と油布で覆おおってあった。モモの突貫工事により、とりあえず破損が目立たないようになっている。

　いまは朝日が昇ったばかりの時間だ。王城から無事アカリを連れ出したメノウは、彼女が寝ている時間を見計らって通信用の祭壇でオーウェルに事の経過を報告していた。

『なるほど。死なない、純粋概念の持ち主……。困ったわねぇ』

「はい。いまの手持ちだと、殺害は不可能です」

　時間回帰。

　肉体的な損傷の一切いっさいをなかったことにする、条理を超えた魔導だ。魔導を止めようにも、死後に発動するあたりどうしようもない。

　純粋概念の能力が発現するのは、その名の通り概念的な現象だ。アカリの死体を灰にしたところで無駄だろう。海に沈めるなどしても、安全なところで復活するようになっている可能性が高い。

「それ以上に問題なのが、彼女の魂に不正定着した純粋概念が【時】だという点です」

　純粋概念はなんであっても脅威だが、時間の概念となると取るべき手段が限られてくる。

　いまは回帰による再生にとどまっているが、【時】の概念が成長すればどんな方向へと発展するか。想像するだけでも恐ろしい。

　異世界人の導力適性は非常に高い。危険に対してアカリが対抗しようと導力を意識すれば、それだけ彼女の能力は成長してしまう。相反するようだが、アカリを安全に殺すためには、手段が整うまでアカリ自身に魔導を使わせないように守らなければいけない。

『それなのだけれどもね、メノウさん』

　どうするべきか、メノウにも手段がないことを見てとったのだろう。オーウェルが助け舟を出してくる。

『一度、こちらにいらっしゃいな』

「は？　いえ、しかし──」

『あるのよ。異世界人を討滅できる儀式場が、ガルムには』

　前の通信で話した故郷云々のことかと思ったが、オーウェルが切り出した内容は違った。

『私のいるガルムは、古都と言われているだけ古くからある都市だから、他にはない記録や施設がいろいろとあるのよ。個人では不可能でも、私の管理している儀式場を使えば異世界人の純粋概念を滅することができるわ』

「そう、なんですか？」

『ええ。異世界人の対処は、普通ならあなたたち処刑人でできることだから、めったに使うことはないのだけれどもね。あなたの師匠なんて優秀すぎたから、一度も相談されたことすらないわ。だから、あなたに教えなかったのかもしれないわね』

　なるほど、と納得する。

　メノウの師匠でもある赤黒い髪をした導師マスターは、徹底的な個人主義だった。誰だれも信じないという信条のもとに、すべてを己おのれのみで対処しきった人物だ。

『異世界人を説得する方便はあなたに任せるから、こちらに連れてきてもらえるかしら。私が用意する儀式を異世界人に受けさせれば、あなたの任務は完了するわ』

「承知いたしました。お力添え、ほんとうに助かります。さすが世界の守護者たる役職にいらっしゃる方です」

『……守護するなんていっても、自分の力の足りなさを日々思い知らされている未熟者よ、私なんて。あなたの故郷だった町の時だって、そう』

「それは……」

　思わぬ話題が続き、メノウが言葉に詰まる。

　メノウは自分の故郷のことを覚えていない。

　過去の事件でメノウの記憶は一切合切いっさいがっさいが漂白されてしまった。それを悲しいと思うには時間が経たちすぎている。この国がメノウの生まれ故郷なのは確かだが、もはやなんの感慨も湧わかないのだ。

　忘れたものへの感傷はないのに、忘れたということへの罪悪感が、ちくりと胸に刺さっている。

　忘れるとは、そういうことだった。

『だから、あなたと会って、話してみたいのよ』

　メノウの心を知ってか知らずでか、オーウェルは優しく微笑む。

『ガルムでも物騒な事件が起こっているのよね。若い娘さんがさらわれているっていうから、嫌になるわ。自分の手が届く範囲の人すら救えないなんて、大司教なんて偉ぶってみたところで、無力なものなの』

「万民を助けることは、誰にもできません。死は誰にだって訪れるものですから」

『そうねぇ。ありがとう、メノウさん。儀式の準備には、数日かかるわ。細かいことはあなたがガルムに着いたら、お話ししましょう』

「はい。ありがとうございます」

　なんにしても、頭を悩ませていたアカリの対処に目処めどが立ったのは朗報だ。感謝の意を表明して頭を下げ、通信を終える。

　オーウェルを映していた導力光が消える。

　これからの行動の指針はできた。

　教会の礼拝堂から移動したメノウは、別室ですやすや寝ているアカリの枕元まくらもとに立った。

　これからすぐに起きることを知らないアカリの寝顔は安らかだ。寝転がっていてもふくらみが目立つ胸は規則的に上下を繰り返し、口元からはだらしなくよだれを垂らしている。

　すうっと息を吸って、大きく吐く。

　意識を切り替えたメノウは、がっと布団ふとんを摑つかみ遠慮なくひっぺがえした。

「朝よ、アカリ！　おっきなさーい！」

「はびきぃ!?」

　意味不明な発声とともにアカリが跳ね起きる。

「え!?　なに!?　火事!?　強盗!?　交通事故──って、あ。……メノウちゃん？」

「そうよ。清く正しくそして強い神官、メノウちゃんよ。目が覚めたかしら、お寝坊さん」

「おはよぉ、メノウちゃん。もー、びっくりしたよ。また寝起きになんかあったのかって勘違いしちゃった。ほら、ここちょっと古い感じだったし、教会が崩れちゃったとか」

「私の信仰心を舐なめないでちょうだい。敬虔けいけんな信者のいる教会は崩れないのよ。……おはよう、アカリ。ご飯の用意ができてるわよ」

「はーい」

　少し眠気が残る挨拶あいさつに、メノウも親愛を装った笑顔で応こたえた。




「アカリ。これからの予定を話すわね」

　教会の一室で朝食をすませたタイミングで、メノウは切り出した。

「まず前提だけど、あなたは追われているわ」

「わたしが？　……それよりメノウちゃん。ご飯おいしかったんだけど、おかわりない？」

「ええ。軽く現状を説明するわね。おかわりはないわ。そんなお金の余裕はないと知りなさい」

「そっかぁ……」

　アカリはしょぼんと肩を落とす。事前に用意していた任務費用がメノウとモモの二人分を前提としたものだったため、アカリがいると真面目まじめにお金が足りないのだ。

　朝ご飯をぺろりと平らげ、ちょっと物足りなさそうにしているアカリに真剣な顔を向ける。アカリを殺すためには、オーウェルのいる古都ガルムまで連れていかなければいけない。だからこそ、怪しまれないためにガルムに向かうための必要性をいまから語るのだ。

「あなたはこの国の第二身分ノブレスの奴やつらに喚よび出されたわ。なんとか王城から助け出したのはいいけど、ここはあいつらのお膝元ひざもとよ。教会内にいるとはいえ、絶対に安全とは言えないわ」

「うん。どう見てもお古だしね、この教会」

「それはほっときなさい」

　異世界人の少年に開けられた大穴は、布で覆っただけである。あからさまにおかしい建築状態については触れられたくないので、さらっと流す。

「あなたの能力目当てで誘拐まがいなことをするような奴らだもの。やすやすと諦あきらめたりはしないわ。だから、今日にでもこの教会は引き払って移動したいんだけど、いいかしら」

「うん。賛成です」

「よろしい。実は私たちの総本山である聖地には、あなたみたいな『迷い人』を保護している場所があるのよ。そこが日本人の居住地にもなっているわ」

　メノウの説明に、アカリが感心したように頷うなずく。

「へえー。そんな場所があるってことは、わたしみたいに日本から来る人って、多いの？」

「ええ。大陸的にみれば、年に五人程度ね。まあ、そこそこって感じよ」

「ふむふむ。それで、メノウちゃんは迷える人たちを保護するお役目をしてるってこと？」

「正確には私の仕事の一つ、ってだけだけど、間違ってないわ。呑のみ込みがいいわね」

　話への理解が早いし、質問も的確だ。頭の回転は悪くなさそうだと、笑顔を浮かべるメノウはアカリの性格を分析しながら説明を続ける。

「あなたみたいに召喚される人もいるし、自然現象によって偶発的に迷い込んで来る人もいる。どうやっても恒常的に訪れるから、日本人を保護する制度ができているの」

　教会が異世界人を『迷い人』と称して保護しているのは事実だ。

　教会も霊脈を観測し、できるだけ異世界人の来訪を事前に予測してはいるが、取りこぼしは必ず発生する。一般に知らせている保護制度は取りこぼしを減らすためのものでもあるのだ。

「異世界から呼び出されたあなたたちには『純粋概念』っていう特別な力が付与されてるの。その特別な力を目当てに狙ねらってくる奴らが湧いて出るのよ」

「あ、それはちょっとだけ聞いた」

　同じような説明を王城の第二身分ノブレスからも受けていたようで、アカリは抵抗なく受け入れた。

　異世界人が強大な人災ヒューマン・エラーになりうることは、そもそも一般には公表されていない。

　真実を知っているのは第二身分ノブレスの中でも上位の人間か、第一身分ファウストの高位神官と暗部関係者。そして禁忌きんきに手を染め、自然と裏に通じるようになる異端者のみだ。

「特に第二身分ノブレスに召喚された人たちはいいように使われる事例が多いから、教会から私みたいな人員が派遣されるのよ。あんまり言いたくないけど、あなたたち異世界人って肉体だけでも魔導の素材になるから、最悪死体でもいいって奴もいるわ」

　自分も一歩間違えればそうなっていたと聞かされたアカリは、ぶるりと震え上がる。

「うえぇえ、怖い人もいるんだね。そこを助けてくれたメノウちゃんはあれだ、エージェントだね！　もしくは忍者！　ありがとう！」

「どういたしまて。いや、忍者はちょっと違うけどね？」

「そっかなぁ。同じ感じだと思うんだけど……。でも聖地ってところが居住地になってるのなら、やっぱり帰れないの？」

「それなんだけどね、アカリ」

　日本人を保護しているとはいっても、聖地に本物の日本人はいない。そこにいるのは、処刑人への訓練過程で零こぼれ落ちた人間たちだ。日本の情報を教育され日本人を名乗っておかしくない身体特徴の者たちは、生涯、そこで日本人のふりをして過ごす。

　だが、メノウはアカリをそこまで案内するつもりはない。

「私も知らなかった話なんだけど、この国の古都ガルムには異世界人を元の世界に帰せる儀式場があるそうなのよ！」

「へ？」

　アカリがぽかんと、あっけにとられる。

「わたし、日本に、帰れるの……？」

「ええ、大司教っていう第一身分ファウストのお偉いさんから聞いたのよ。まず間違いない情報だわ！」

　メノウがにこやかに肯定すると、なぜかアカリがショックを受けたようによろめいた。

「そ、そんな。これからメノウちゃんと仲よく逃避行の旅をすると思ってたのに、違うの!?」

「なにを言ってるの？」

　なんで残念がってんだこいつと図太い発言に笑顔で首を傾げながら、説明を続ける。

「不幸中の幸いね。地理的な条件で、この帰還術式の儀式場は大司教のいるガルムにしかないみたいなの。もしこの国とは遠い場所だったら、いったん聖地で保護をして、って形になったと思うんだけど……なんと！　ガルムまではここから列車で半日くらいで着きます！」

「おお！」

　都合のよさを感じさせないため、わざとらしいくらいに場を盛り上げるメノウの話術にアカリも乗ってきた。

「大司教にも話を通して、儀式の準備もしてくれるってことになっているわっ。すぐにガルムに行って、数日であなたは帰れるのよ、アカリ。異世界に来たのなんて、ちょっとした観光だと思ってくれていいわ！」

「さすがメノウちゃん！　有能！」

「当然よ！　神官は清く正しく、そして強いもの！」

　日本に帰れると聞いてひとしきり喜んだアカリは、不意に寂しげな表情をのぞかせる。

「でもそっかぁ。すぐ帰れちゃうのは……ちょっと、もったいないかも」

「あら。帰れるのに、嬉うれしくないの？」

「え？　ううん、嬉しくないわけじゃないんだけど……メノウちゃんと会った時って、ずーっと待ち望んでたのがやっと来たんだって感じだったから、さみしいなって。昨日も言ったけど、メノウちゃんに会った時だって『あ、これって運命だ』って思ったもん！」

「そ、そこまで言われると照れるわね……」

　大げさなくらいの喜びを示すアカリの言葉に、メノウは頰ほおをぽりぽりとかきながらも内心で違和感に小首を傾げる。

　やはりアカリは家族、友人などの縁故への思い、あるいは故国への郷愁の念が薄い。かといって召喚されたことに対して、『異世界』という憧あこがれで喜んでいる様子もない。

　それなのに、メノウへの好感度が妙に高い。

　その点に少し突っ込んで聞いてみるか、と思ったがまだ二日目だ。踏み込んだ質問をするほど信頼関係は築けていないし、ガルムに着いてしまえばその必要もなくメノウの仕事は完了する。

「それじゃ、帰るまでに仲よくしましょう、アカリ」

「うん！　よろしくねメノウちゃん！」

「はいはい。というわけで、道中の説明をするわね」

　アカリの人となりを知る必要もないだろうと疑問は脇わきに置いて、予定の続きを話す。

「まあ、そうは言っても複雑なことはなにもないわ。国内の移動だったら列車を使えばいいもの」

「ふんふん。この世界にも、列車はあるんだね」

　大陸の各国内の主要な都市や町は列車の線路で結ばれているため、陸路をゆく旅人も列車の恩恵にあずかれる。王都からガルムまで直通の列車が走っているため、複雑な旅程は一切ない。

　道中とガルムに着いてからの注意事項を軽く説明したメノウは、アカリと目を合わせる。

「こんなところかしら。わからないところがあったら聞いて？」

「うん、たぶんわかった。メノウちゃん、説明上手だよね」

　アカリの呑み込みがよいこともあって、表向きの話は手早くまとまった。

　そうすれば、あとは準備を進めるだけだ。

「よし！　じゃあ、私はちょっと買い物に行ってくるわね。アカリの着替えとか、列車のチケットとか、旅の準備がいるもの」

「あ、お買い物？　わたしも一緒に行っていい？」

「ダメよ」

　身を乗り出したアカリの要望は、きっぱりと断る。

「アカリ。あなたは追われているのよ？　特にこの町では、目立つ行動は禁止！　いまのあなたの服装は、それだけで目立つんだから」

「うう……。はい」

「よろしい。じゃ、行ってきます。いい子で待っててね、アカリ」

「はーい。行ってらっしゃい」

　しゅんとしたアカリを慰めるような笑みをこぼして、メノウは教会の外に出た。

　ただし買い出しに向かうことはなく、教会の裏手へ回る。裏口から足音を立てずに教会の中に戻ったメノウは、アカリに悟られないよう気配を抑えたまま地下への階段を下りた。

　音を立てずに地下室の扉を開けて、中に入る。

「モモ。状況を報告して」

「了解ですぅ、先輩」

　地下室で待っていたのは、後輩にして補佐官であるモモだ。ここから、裏向きの打ち合わせの開始である。

　まずモモが、冷たい声で第一報を知らせる。

「第一の報告ですけどぉ、モモが先輩のために用意したご飯をあのおっぱい女がバクバクと食べてて、すっごくむかつきましたぁー。毒を盛っとけばよかったですぅ」

「誰もそんなことは聞いてないわ」

　いつもは頼れる後輩がいきなり意味のわからない報告をしてきたので、思わず真顔で返答してしまった。

「ていうか、モモ。ご飯は私も食べたし毒を盛られると困るんだけど……」

「ぐっ、そうでしたぁ……」

　困り顔のメノウに、モモがうめく。ふざけるにしてもあっさり言い負かされる程度のことを口走っているあたり、モモはどうも冷静さを欠いているらしい。

「で、状況は？」

「国王への異端審問会が正式に始まりましたぁ。いまは会合を開いて、審問会の答弁期間を話し合っているところですぅ」

「わかったわ。これで向こうもほとんど余裕がなくなるでしょう」

　改めて聞けば、きちんとした返答がくる。

　メノウたちのような表ざたにできない処刑人ではなく、正式な問責を行うための異端審問官が今回の件を追及するべく聖地から王都へ訪れたのはメノウたちも把握していた。

　審問会が始まれば、首謀者たちも動きが取れなくなるだろう。この隙すきを突いてメノウたちが行動を開始することは決まっていた。アカリを連れていくことになったのは予定外だが、彼女を説得するのにも成功している。王都にとどまる理由はすでにない。

「じゃあ先輩。移動する前に、さくっとあの女は処理しちゃいましょうよぉ。モモ、いまやる気がマックスですよー？　あのおっぱい女、すぐにでもヤれますぅ！」

「ダメよ。いまはまだ、無理」

　やはりまだ経験不足なところがあるのか。血気にはやるモモをメノウがたしなめる。

「なんでですかぁ？　確かに直接的な攻撃はあんまり意味がなさそうですけどぉ。蓄積系の毒か常習性の薬くらいは、試す価値があると思いますぅ」

「却下。相手を衰弱させる方法は、純粋概念の暴走の恐れがあるわ」

　発想は悪くないが、ダメだ。

　いくつも存在する禁忌の中でも、純粋概念を持つ異世界人を排する場合に精神を破壊する手段は、最もとってはいけない。

　彼らの魂に不正定着した純粋概念は、常に不安定な状態だ。

　魂から引き出される【力】の手綱は精神力が握っている。魂より導力が発生し、精神にて導力を律して、肉体に満ちる。肉体を保ったまま精神が破壊されれば、彼女の心身に不正定着した純粋概念は暴走するだろう。

「あの子には、死ぬ寸前まで健全な精神を保ってもらわないと困るのよ。そもそも、ただでさえ死んだら復活するために発動するのよ？　むやみやたらと殺せる相手じゃないわ」

　回帰による蘇生を繰り返すだけで、アカリの純粋概念は成長する可能性がある。不確実な方法を試せば蘇よみがえった回数だけ危険が高まるのだ。

「だから、確度の高い方法以外での殺害を試すのはなしよ」

「むぅー。そういうことでしたらぁ、納得しておきますぅ」

「わかればよろしい。それで、モモ。準備はしてくれた？」

「はいー」

　やや不機嫌そうなモモが、事前に買い出ししていた荷物をメノウに渡す。

　アカリの着替えをはじめとした旅行道具の一式だ。現状でアカリのいる教会から目を離すわけにもいかないので、モモに用意を頼んでおいたのだ。用意された品をチェックし、さすが如才ないと感心していると、最後に列車のチケットを見せられる。

「それで、これが本日午後発の列車のチケットですぅ」

「うん。ありが──」

　行き先は古都ガルムである。オーウェルのいる町であり、列車に乗って半日もかからずたどり着く場所だ。礼を言ってチケットを受け取ろうとしたメノウは、途中でぴたりと手を止める。

　モモが用意した列車のチケットが、三枚あった。

「……モモ」

「なんですかぁ、先輩」

　モモは、にこにこと。自分はミスなんてしていませんよと笑顔で主張している。

　後輩からの無言の主張に気圧けおされつつも、メノウは流されない。

「前々からの計画だったけど……あなたはここに残って、異端審問会と合流しなさい」

「死んでも嫌ですぅ」

　譲る余地など一片もないという返答だった。

　いつも通りに笑っているように見えるが、付き合いの長いメノウにはわかる。こういう時のモモは相手が誰であっても自分の意見を曲げることはない。

　本来ならば、ここで二手に分かれる予定だ。

　任務の終了後にメノウが単独行動で脱出し、モモはこの国に来る審問会と合流する。お互い別々のルートを使って国境を抜けて合流する計画をモモはしぶしぶながら承知していた。

　それがアカリという予定になかった要素の介入によって、モモが反旗を翻ひるがえした。

「あのね、モモ……」

　付いてくる気しかない後輩を前に、どう言い聞かせたものか。迷った末にメノウはロジカルに理性へと言い聞かせる道を選んだ。
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「今回の任務──まあ、アカリのことだけどね。もしも私がなにかのミスをした場合、アカリの対応はあなたが引き継がなければならないわ。その時のことを考慮すれば、万が一でもアカリにあなたの存在を知られるわけにはいかないの。だから、わかるでしょ？」

「先輩ー」

　論理が通じる理性的な相手ではなかった。

　なに一つメノウの言葉を聞き入れていないことが一言でわかるという驚異の声色こわいろを発したモモが、にこやかに言う。

「あのおっぱいだけが取り柄で頭の悪そうな異世界女と慈愛溢あふれる愛しの先輩を二人きりにさせるくらいならモモは単身でこの国の第二身分ノブレスの首謀者を殺して異端審問会を強制終了させてから無理にでも先輩のことを追いかけますぅ」

　目がマジだった。

　タチが悪いことに脅しでもなんでもない。暗黒方面に染まった瞳ひとみのまま一息で言い切った長台詞ながぜりふは、脅しだったらいいなという希望的推測を奪い去るには十分な迫力に満ちていた。

「あの女は危険ですぅ。モモの勘が告げてますぅ！　決して、先輩と二人きりにしてはいけないと警鐘を鳴らしているんですぅッ！」

「私だって、あの子の危険性くらいわかってるわよ」

「全然わかってませんー！　先輩、ぜぇーんぜんわかってませんー!!」

　バンバンと机を叩たたいてしつこく食い下がってくるが、メノウだってアカリの危険性は承知している。

　死を超越する【時】の純粋概念。回帰による復活という、ただ死なないよりもはるかに厄介な能力だ。警戒しないわけがない。

　だからこそメノウは力強く保証する。

「大丈夫よ、モモ。私を信じなさい！」

「ぐぬぬぬぅー！」

　なにかものすごく納得のいってなさそうな唸うなり声を上げたモモが、すっと目を細める。

「わかりましたぁ、百歩……いえ、千歩譲りますぅ」

「よかった。わかってくれたのね」

「モモは、陰ながらついていきますぅ」

　とことん物わかりが悪かった。

「あのおっぱい女に存在を感知されないことを誓いますぅ。だから、絶対に一緒に行きますー！」

「陰からって。モモ、あなたね……」

　困ったことを言う後輩に、メノウは頭を抱えたくなった。

　モモの実力なら可能だ。処刑人の育成を目的とした修道院では、隠密活動も含めてあらゆる技術が叩き込まれている。十四歳という若さであの修道院を突破した彼女は十分すぎるほど優秀だ。処刑人候補の中でも期待の新人でもある。

　ちらりとモモを見る。

　モモは、これ以上は絶対に譲れないと全身で語っていた。

「はあ。わかったわ」

「はぁい！　……あ、先輩ぃ」

「なに？」

　実際、補佐官のモモがいればメノウの行動選択の幅も広くなる。しかたないと受け入れると、モモはやや迷いながらも申し出を付け加えてきた。

「あと一つ、進言というか、お願いなんですけどぉ……先輩は、標的と継続的に接する機会はあんまりなかったと思うんですぅ」

「ん？　確かにそうね」

　メノウはいままでほとんどの仕事を短期で処理していた。それは最多の異端狩りである師のやり方を踏襲したものでもある。

「それがどうしたの？」

「だから、標的と長く接することになる今回は、モモにやらせてください」

　真剣な表情だった。

　いつもの甘ったるい語尾もやめたモモは、まっすぐメノウの目を見つめ、ためらいつつもはっきりと言う。

「今回の任務は、先輩には……向いていないと思います。役目を交換してもらえれば、モモがあの女と一緒にガルムまで行きます。先輩なら、いまからでもあの女を言いくるめるのは簡単なはずです」

「ダメ」

「なんでですか？」

　一考の余地もなく切り捨てられたモモが食い下がる。

　なんでか。

　簡単だ。

　この子に、殺させたくなかった。

　禁忌に手を染めた異端ではなく、戦いに命を懸けた人種でもなく、罪を犯した咎人とがにんでもなく、巻き込まれただけでなにもしていない、ただの『善い人』を。

　自己満足だ。わかっている。モモは、処刑人になることを自ら選んだ。遠からず、彼女も選ぶことなどできなくなるだろう。

　それでも、だ。

「これは、私の役目よ」

　彼女が自分の補佐にいる限り、譲る気はなかった。

　迷いのないメノウに、モモは下唇を嚙かんで俯うつむく。

「第一、長期っていっても一週間程度よ？　オーウェル大司教の言っていたことが確かならガルムに着いて三日程度で全部すむわ」

　モモから渡されたチケットは、午後出発の列車である。運行が多少遅れたとしても、明日には間違いなくガルムに着いているだろう。

　昨日と今日で、二日。明日にはガルムに到着する。オーウェルが儀式の準備に数日かかると言っていたから、多少はガルムに逗留することになるだろうが、それでも一週間には満たない。

　十分、短期間の範疇である。

「だから大丈夫よ。このくらいの期間で、ぼろを出したりはしないわ」

「それならいいんですけど……」

　モモが下唇を嚙む。

「ぼろを出すとか、そういうことじゃ、ないですぅ」

　ひどく悔しそうな呟つぶやきは、妙にメノウの耳に残った。
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　そこは、白い大地だった。

　幼いメノウと赤黒い神官との旅には、常に禁忌きんきと異端の処理が付きまとっていた。白くなった故郷から始まった旅は、幼いメノウに数多くの異端と悲劇を見せた。世界と人間の愚かさを知ったメノウだが、そんな彼女が驚くほどに、いま立っている場所は真っ白だった。

　空が曇天で白く覆おおわれ、大地はただただ白い。全方位見渡す限り白くなった光景には、距離感もなにもかもが喪失してしまうような非現実感があった。

「信じられるか？　ここは昔、多くの人間が住まう一つの大陸だったそうだ」

　信じられなかった。

　じゃり、と音を立てて靴の裏で踏み鳴らされるのは、砂利ではない。歩くたびにこすれてわずかに舞い上がるのは、白い塩だった。

　この大地は、すべて塩でできているのだ。

「かつて広大な大陸だったここも、塩の大地になった時から少しずつ海に溶けだしている。すでに少し大きな島程度になったここが完全に溶けきるのも、そう遠い未来ではないだろう」

　まるで想像もつかないほどに、とてつもないスケールの話だ。

　じゃり、じゃり、と塩の大地を踏み鳴らして、赤黒い神官は歩く。

「見ろ」

　一本の剣が、塩の大地に刺さっていた。

「あれが『塩の剣』。この世界を、滅ぼせる剣だ」

　切れ味などまるでなさそうで、指でつつけば砕けてしまいそうなほど脆もろそうだ。実用性など一切いっさいないように見える白い剣こそが、かつて現れた純粋概念が生み出した災厄だった。

　刺し貫いたすべてを問答無用で塩に変える能力を持つ、清浄の権化。浸食の範囲は無制限だ。事実、かつてそこに突き刺さったというだけで、生命に満ちていた大陸を丸ごと一つ塩に変えた。塩になった大陸は少しずつ海に溶け出して、いまではこんなちっぽけな島となってしまった。

　もしかしたら、この星が丸ごと、こうなっていておかしくなかったのだ。

　ありえない清浄さに息を呑のむメノウへ、赤黒い神官は告げる。

「理解したか？　これが、純粋概念だ。異世界人とは、こんな厄災を生む」

　世界を滅ぼしうる人災ヒューマン・エラーが、異世界人というものだった。

　はるばる西の果てまでメノウを連れて来た赤黒い神官は「だから」と言葉をつなげる。

「お前の町が滅んだことなんて、たいしたことじゃない」

　怒るべきだったのかもしれない。

　メノウの生まれ故郷が滅んだことは、大きな出来事だったはずなのだ。思い出は白くなってなくなってしまったけれども、それでも白くなったあの町にはメノウにとって大切なものがあったはずなのだから。

　けれどメノウは、怒るよりも先に思った。

　この塩の大地と似て、白く滅んでしまった自分の故郷と記憶よりも、赤黒い神官を見て思った。

　この人は。

　赤黒くて、恐ろしく見えたこの人は。

　もしかして、いまの台詞せりふを告げるためにわざわざ自分をここに連れてきてくれたのだろうか。

　大きな出来事だったはずの故郷の喪失に、なんの感慨を覚えることもできない自分へ、いまの台詞を聞かせるためだけに、長い旅をしたのだろうか。

　そうかもしれないと思った時、赤いしずくが一滴、メノウの心に波紋を広げた。

「やりたいことが、決まりました」

「ほう、言ってみろ」

「あなたに、なりたいです」

　一瞬、ほんとうにほんの瞬きの間だけ赤い神官が驚いた気配がした。

「……意味がわからん。お前は、私と同じになりたいのか？　私は悪人だぞ」

「清く正しく強い神官、なのではないのですか？」

「お前は皮肉もわからないほどバカなのか？」

　やめろという意思を感じながらも、メノウは構わず頼み込んだ。

「それでも、私はあなたと同じになりたいです」

　白い魂と精神が、一滴の赤黒いなにかを受け取って、そう願ったのだ。

　自分が始まった白い故郷、赤黒い神官との旅でここに至るまで見てきた禁忌の所業、そしてここの白い塩の大地にたどり着いて、メノウの気持ちは定まった。

「あなたは、私が生まれたような場所を、許しませんでした」

　白くなった自分の町でメノウを救ったのは、間違いなく彼女の刃だった。

「あなたが悪人というなら、私も悪人になります」

「バカめ」

　言葉通り、信じられないようなバカを見るような目だった。

「ただの神官になればいい。清く正しく、強いだけの神官になれるかもしれないぞ？」

「はい」

「お前は、生きる道を間違えている。いまならまだ選びなおせるぞ」

「はい」

　選択肢があると知って、けれどもメノウは赤黒い神官をじっと見つめた。

　清く正しく、そして強い神官だと皮肉げに名乗った、悪人の彼女を。

「……ちっ。バカが」

　踵きびすを返して歩き出した彼女を追いかけて、神官服の袖そでを摑つかむ。

　ひどく不機嫌そうな赤黒い神官の横を歩きながら、メノウはたずねた。

「あなたのお名前は、なんというのでしょうか」

「『陽炎フレア』……いや、導師マスターと、そう呼べ」

「はい、導師マスター」

　それが、幼いメノウが処刑人になると決めた日の出来事だ。

　親も、友人も、故郷も、すべてが白く染まってしまったあとにたどり着いた白い塩の大地で。

　メノウが生まれて初めて出した答えだった。
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　王都中央駅のプラットホームには、多くの人が行き交っていた。

　主要な街と街をつなぐ列車は、この世界で最も優れた交通手段だ。貨物の輸送だけではなく、多種多様な人間が利用する。列車が停車するプラットホームほど第一身分ファウスト、第二身分ノブレス、第三身分コモンズが入り混じって歩く場所もないだろう。

　人のにぎわう雑踏の中、一人の子供が転んだ。

　親とはぐれていたのか、人込みの中できょろきょろしながら歩いていた童女だ。彼女は直前までの不安もあって、転んだ衝撃にじわりと涙を溢あふれさせかけた。

　これは泣く。

　誰だれもがそう思った瞬間、一人の少女がひょいとしゃがんで子供に目線を合わせた。

「あらら、だいじょーぶ？」

　声をかけたのは、十五、六歳の黒髪の少女だった。

　泣き出す寸前の絶妙のタイミングだ。泣きかけの童女は、年上のお姉さんに話しかけられたことでギリギリ涙をこらえた。

「だれ……？」

「んー？　わたしは、アカリだよ。どこにでもいるなんの変哲もない普通の人です！」

　なんの警戒心もなくアカリと名乗ったのは『どこにでもいる』と自称するには珍しいくらいにかわいらしい少女だ。

　肩甲骨まで伸びた髪は上質で、童女と目の高さを合わせた黒目はきらきらとした明るさに満ちている。幼く見える顔立ちとは裏腹な、女性特有のやわらかな丸みがわかる体つき。周囲の視線を集めそうなギャップがある美少女だが、絶妙に品のよい服装で周りに溶け込んでいた。

　人目を引かない軽装になっている彼女は、転んだ子供に屈託くったくなく微笑みかける。

「転んじゃったんだね。ふむふむ。これは痛いね。わかるよー。でも、泣かないのは強い子だね！」

　涙をこらえた女の子の頭をよしよしと撫なでながら、怪我けがの具合を観察。同情のこもった声であやして痛みから気をそらしたアカリは、擦りむいた子供の膝ひざを指さす。

　ふわりと膨らんだ袖口そでぐちから覗のぞいた手の人差し指を立てて、くるりと宙で円を描く。

「いたいのいたいの飛んでいけー。わたしのところにやってこーい！」

『導力：接続──不罩ｉ?絎い着・純粋概念【時】──発動【回帰】』

　アカリの回した指先が、わずかに発光した。

　おまじないの文言とともに、魔導が行使される。指先から放出された導力光が子供の怪我を覆おおい、童女の膝にあった傷をきれいさっぱり消してしまった。

「ふえ？」

　まるで手品のように怪我がなくなったことに、子供は泣くのもすっかり忘れて目をまん丸にさせた。さっきまで痛みを訴えていた場所と、傷を消し去ってみせたお姉さんを見比べる。

　白いカチューシャのお姉さんが、やたらと得意げな面構えで胸を張る。

「へへーん。これでもう痛くないで──」

「ていや！」

「──あいで!?」

　得意満面だったアカリの頭に、チョップが振り下ろされた。

　なんの敵襲だと泡を食ったアカリが振り返ると、そこには神官服姿の美少女がいた。

「め、メノウちゃん!?　なんで後ろからチョップを!?」

「なんでもなにもないでしょうが」

　スリットの入ったスカートから右ふとももを大胆にさらしているメノウは、大人びた美貌を仏頂面にして淡い栗毛のポニーテールを揺らす。


「目立つことするなって言ったのに、少し目を離した隙すきになにをしているのかしらぁ……？」



「目立ってないよ!?　少なくとも、チョップを受けるほどは目立ってないよ！　いまのは過剰な罰だと思います！」

「うわ、自覚がないとか……。これは常識から教育のしなおしね」

「えー？」

　二人のやり取りに、子供はなにが起こっているのかわからず、ぽかんとしていた。

　お姉さんが不思議な力で怪我を治してくれたと思ったら、チョップをされたのだ。五歳児がついていくには、ちょっと意味のわからない事態である。

「ごめんねー。こっちのお姉さんが変な奴やつで。さては君、傷がなくなったのが不思議なのね。……ふふん、魔導っていうのはすごいのよ。いまから見せてあげるわ」

　子供の戸惑いをお見通しなメノウは、どこにでもいる巡礼神官らしく芝居がかった仕草で一枚の硬貨を取り出す。

　なんぞ、とアカリと童女の注目を集めたのを確認し、魂から【力】を引き出した。

『導力：接続──五イン硬貨・紋章──発動【導泡】』

　メノウの導力を通された硬貨がほのかに導力光を帯び、きらきらと光を照り返す導力の泡を多数出現させた。

「うわぁ！」

「おお！　すごい！」

　きらきらと浮かぶ光の泡に、童女の喜ぶ声が響く。ついでに、アカリの歓声のおまけ付きだ。

「すごい！　なにこれなにこれ！　シャボン玉!?　わっ。でも結構割れないね！」

「ふふっ、すごいでしょ！　……ま、実を言うと硬貨と紙幣には紋章が刻印されてて、ちょっとした魔導の発動媒体にもなってるの。ある程度なら私の意思で動くのよ、この泡」

　子供と一緒になってはしゃぐアカリの歓声に種明かしをする。

　この世界では通貨の発行は教会の仕事だ。紙幣や硬貨に紋章を刻んでいるのは、偽造防止のための技術でもある。

「硬貨にしても紙幣にしても有名な聖人が刻印されていてね。発動できる魔導も、それぞれの逸話に沿っているのよ」

「へー！　へー！　どういう逸話なの？」

「五イン硬貨だと聖女マルタの月伝説にちなんでいるわね。この泡を月に見立てているの」

　テンションの高いアカリの質問に、メノウは手近な泡をつつきながら説明する。

　メノウの意思で動く泡は、一列に連なったり円を描いたりと形を作って人目を喜ばせる。光の泡にはしゃぐ一角に対し、周囲の視線は懐かしむように温かい。いまのメノウがやっているように、神官に魔導であやされ聖人の逸話を聞かされた経験が誰しも一度はあるのだ。

　これで傷がなくなったことから気をそらせただろうと、メノウは硬貨を財布にしまう。

　ちょうどよいことに、騒ぎを聞きつけ童女の親もやってきた。どうやらメノウたちと同じく、列車に乗ってガルムに向かうようだ。車両は違ったので、恐縮する親とご機嫌で手を振る童女と別れた。

　同じく手を振って彼女たちを見送ったメノウは、くるりとアカリに向き直る。

「で、アカリ。言ったでしょ。目立つことはするなって。追われてるのよ？」

「で、でも、ちょーっと傷を治しただけだひょ!?」

「それでもダメ」

　メノウの注意に不満そうなアカリの頰ほおをひっぱって、ジト目でこの世界の常識を告げる。

「いまのは子供だったからごまかせたけどね。この世界に傷を癒いやせるような魔導はないわ」

「え？」

　アカリは意外そうに目をぱちくりさせる。

「でも、魔法みたいな力があるんだよね？」

「魔導、ね。それにしたって普通の人が簡単に使えるものでもないし、人の傷を一瞬で治すような魔導はないのよ」

　魔導は誰でも使えるような技術ではないが、神官の専売特許というほどでもない。光の泡での騒ぎはちょっと目立ったが、少し人目を集めてでも、『傷を一瞬で消した』という事実をごまかす必要があった。

　だから気を付けろ、という思いをこめてメノウはこつんと軽く拳こぶしをアカリの頭に当てる。

「あいた」

「魔導も万能じゃないの。だからアカリが狙ねらわれているのよ？　わかったら、能力を使うのは控えて」

「うぅ。はーい、わかりました。メノウちゃんに従います！」

「よろしい」

　お気楽気味ではあるが、素直な返事に満足して頷うなずく。

「さ、列車に乗るわよ。途中で夜行運転もするけど、寝台は取れなくて普通の座席だから少しつらいかも。そこらへん、覚悟しておいてね」

「うん。大丈夫、メノウちゃん」

　アカリはえっへんとご立派な胸を張る。

　乗車した列車は、なんの問題もなく出発。そしてその数時間後──モモも含めたメノウたち三人が乗った列車は、狙いすましたかのようにテロに巻き込まれた。




　大陸に敷かれた線路を走る列車は、導力機関によって車輪を回している。

　導力炉に溜ためられた【力】を消費して車輪を回し、導力光の残光を宙に散らしながら走る列車の一等車両。快調に線路を滑る列車の先頭近くに振り分けられた貴賓車両は、一等と区分けされているだけあって、個室で分けられた豪勢な一室となっている。

　そこに、一目見て高貴とわかる少女がいた。

　日を照り返して輝く赤みの強い鮮やかな金髪に、青空のような碧眼へきがん。服装は背中から脇わきまでを大胆にさらしだして肉体美を見せびらかす、軽かろやかなドレス姿だ。

　彼女の座っている席の傍そばには精緻な紋章が入った剣が置いてある。

　護衛もおらず、従者もない。たった一人の身軽さだが、彼女の高貴さを疑うものはいないだろう。気品に満ちているが、貞淑さよりも猛々たけだけしい気高さがうかがえる淑女だ。強気に整った形の良よい目元は、彼女の優美さと意思の強さを示している。

　車窓から流れる風景を眺めていた少女の口が、不意に動く。

「父上も愚かなことをした」

　少女の父とは、この国の王のことだった。

　先日、異世界人の召喚に踏み切った国王。いまはその咎とがで、異端と糾弾されている。

　父である彼の動機を推し量って、娘である少女は迷うことなく愚かと断じた。

　統治すれども君臨できず。

　それが第二身分ノブレスの立場だ。

　第二身分ノブレスの上には、常に第一身分ファウストがいる。第三身分コモンズの民をまとめ国の統治を任されていようと、世界の重要な鍵かぎはことごとく第一身分ファウストが握っているのが真実だ。

　王侯貴族などと称されたところで、第二身分ノブレスは自国の軍すら持てず、大陸共通の法による裁判と通貨の造幣も第一身分ファウストの領分にある。さらには禁忌と称された様々な技術規制に縛られて、為政者として辣腕らつわんを振るうなど不可能に近い状態だ。

　これで第二身分ノブレスが統治身分であるなどと言われているのだから、失笑ものである。

　だからこそ、第二身分ノブレスは時として禁忌を破って第一身分ファウストに対抗する力を得ようとする。

　自分たちが強くなろうとする意志自体はアーシュナも否定ひていしない。だが、父親が選んだ手段が気に入らなかった。

「異世界人など、しょせんは過去に失敗した者どもではないか」

　過去、この世界には異世界人の知識と彼らが身に宿す純粋概念を大いに活用して栄華を築いた文明があったが、それも崩壊した。

　今回にしても、召喚した異世界人は死体すら残されなかったらしい。

　噂うわさに聞く、処刑人と呼ばれる者どもの仕業しわざだろう。騎士階級の精鋭の数人も、なんの成果を上げることなく消息を絶った。

　得るものなく終わった召喚の罪を暴あばくため、正式な異端審問会が始まった。

　彼女は国王の娘ではあるが、今回の件とは無関係として解放された。王都にいるままでは居心地がよろしくないと、奔放な性格でもある彼女は国外に出るため単身で国境の町でもある古都ガルムに向かっているのだ。

　事実、彼女は異世界人召喚の事件にかかわっていないし、教会は禁忌を犯した一族に対してであっても連座を問うほど酷薄ではない。

　終息に向かいつつあるような事件だが、しかし彼女は一つの疑念を抱いていた。

　自分の王家が異世界人の召喚を行うには、知識も技術も足りないはずだ。だというのに彼女の父は、異端審問会が出張るほどに召喚を成功させた。

「さてさて。我が父上は誰の、いかなる企たくらみに乗せられたのか」

　思索にふけっていると、個室の外で乱雑な足音が響いた。

　貴賓車両にあるべき上品さがまるで感じられない足音だ。間を置かずに、少女のいる個室の扉が乱暴に開け放たれ、武装した男たちが押し入ってくる。

「失礼。アーシュナ殿下だな」

　不作法に少女を取り囲んだのは、導力銃で武装した集団だった。武器を突きつけられ名を呼ばれた少女、アーシュナは銃口をつまらなさそうに見つめる。

「いかにも。私こそが、この国の第二身分ノブレスの王の末娘、アーシュナ・グリザリカだ」

　凶器を向けられた彼女の碧眼に、恐怖の色は一切いっさいない。突然の事態にもかかわらず、まったく淀よどみなく名乗り上げる。猛々しくも誇り高い態度に、武器を突きつけた男たちが狼狽ろうばいする始末だ。

　揺らいだ銃口に、彼女は頰杖ほおづえを突き獰猛どうもうに笑う。

　彼女は己おのれを卑下しない。たとえ第二身分ノブレスの本質がつながれた飼い犬に等しいと知っていようとも、彼女の誇り高さには、いささかの揺るぎもない。

「して、その私に武器を向ける貴様らは何者だ？」

　王者に連なる貫禄でもって、アーシュナ・グリザリカは狼藉者ろうぜきものに問いかけた。




　列車に乗ったら、テロリストにジャックされた。

「てめえらぁ！　抵抗なんて考えるなよ！　こんだけいたら、一人二人いなくなろうと変わらねえからなぁ!!」

　メノウの視線の先には声を荒あららげ脅しつけ、乗客を後方に移動させている男が二人いる。荒事に慣れた様子からして、おそらくは未開拓領域帰りの冒険者崩れだ。人類の生存圏を分断する未開拓領域で一攫千金いっかくせんきんを狙ったはいいが、過酷な環境に耐えられず逃げ帰ったならず者の一員だろう。

「め、メノウちゃん……」

「大丈夫よ」

　不安がっているアカリを、メノウは言葉少なになだめる。

　テロリストたちは列車全体のジャックを企んでいるようだ。メノウたちが乗っている車両の乗員を一か所にまとめようとしている。

　第二身分ノブレスではない武装集団となると、市民団体の皮をかぶった第三身分コモンズのテロリストどもだろう。どんな要求をするために列車を乗っ取ろうとしているのかは知らないが、傍にいるアカリを狙っているわけではなさそうだ。

　そうなると、メノウにとっての最大の関心は彼らの持っている武器だった。

「怖い人たちだね。なんか銃とか持ってるし。ていうか、銃ってこの世界にもあるんだね」

「ないわよ。いや、確かにあるんだけど、禁止されてるわ。あっちゃダメな品物ね」

「へ？　でもあの人たち持ってるよ？」

「そうなのよねぇ」

　この状況にあってひそひそと耳打ちしてくるという図太さを見せるアカリに、メノウはテロリストから目を離さずに答える。

　銃は、禁忌指定の異端の一つだ。生産、流通、所持のどれもが禁止されている。

　だが根絶は、なかなか難しい。

　人の手で生産されなくとも、東部未開拓領域にはびこる『絡繰からくり世よ』が生み出し続けているために、その領域から生還できる能力のある人間ならば入手することができるのだ。火薬を使った銃ではなく導力で使用できる導力銃がほとんどだが、殺傷力はどちらも変わりない。

　問題は、目の前の連中が導力銃を手に入れられるほどの集まりだとはとても思えないことだ。

「ああいうのは、未開拓領域で手に入るものではあるんだけど……」

「みかいたくりょういき……？　ってなに？」

「いま結構緊迫してるから、常識のお勉強会はあとにするわね」

　未開拓領域とは、人類が開拓不能と放棄し続けているほど過酷な環境にある土地だ。生半可な実力で奥地まで踏み込めるものではない。

　彼らに導力銃を流した卸元は、いったいどこなのか。アカリとひそひそ話をしながら考えているメノウの前に、銃を持った男の一人が来た。

「次はてめえらだ。いいか、騒がず順番に後ろの一か所に──ちっ。神官かよ」

　乗客を脅して誘導していたテロリストの一人が、メノウの服装を見て舌打ちをした。

「こんにちは、テロリストさん。第三身分コモンズの味方の聖職者ですけど、文句でも？」

「けっ。ふてぶてしいなぁ、神官様よぉ」

　メノウの服装は、見ればわかる神官服だ。

　第一身分ファウストの神官が魔導の使い手だというのは、一般まで広く認知されている。メノウが処刑人であるということは知らずとも、神官の能力を疑う人間はいない。人質の中に武力を持った人間がいると知れば厄介だと思うだろう。

　挑発的なメノウのセリフを聞いて忌々しそうに唇を歪ゆがめつつ、男は導力銃をちらつかせる。

「おとなしくしてろよ、神官様。第一身分ファウストなら、これがなんなのかわかるだろ？」

　禁止されているがゆえに導力銃は一般的な凶器ではないが、神官ならばその威力は知っている。

　なおさらタチの悪いことに、脅しつけるようにして導力銃の銃口を向けた先はメノウではなく無関係の人々だった。

「……わかってるわよ。抵抗はしないわ」

　人質を取られたメノウは、不愉快さを顔に出しながら相手に従う姿勢を見せる。

「おおよ、それでいいんだ。神官様はあぶねえからな。厳重にチェックさせてもらうぞ。とりあえず、教典を床に置いて寄越せ。それと、そうだなぁ……」

　言葉を切った男の視線が、スリットの根元からのぞくメノウの太ももにいった。

「……へへっ、どうせならその服、ここで脱いでもらおうかぁ。服の下に武器を隠し持ってるかもしれねえからなぁ？」


「…………」



　モモが別の車両でよかった。

　男の欲望丸出しなセリフに嫌悪感を覚えるよりも早く、メノウは安堵あんどしてしまった。

　たぶん、いまの台詞せりふをモモが聞いていたら人質の有無など関係なくためらわずに目の前の男を殺しにかかっただろう。しかも、彼女特有のえぐい方法で。

　うぬぼれるわけでなくその未来が簡単に予測できてしまったため、不幸中の幸いだと安心してしまった。モモに暴走されると、止めるのがほんとうに大変なのだ。

「どうしたよ？　逆らうのか？　第三身分コモンズの味方の聖職者様が人質を見捨てんのかぁ？」

「うるっさいわね。わかったわよ……！」

　実際に太ももの内側に短剣を装備しているので脱げというのも的外れな要求ではないのだ。とはいえ、メノウには人前で脱衣をする趣味はない。

　適当に服を脱ぐふりをして相手の意識を人質からそらし、その隙をついて昏倒こんとうさせるかとメノウが神官服に手をかけると、なぜかアカリが前に出た。

「ちょ、ちょっと待って！」

「ああん？　なんだ？」

「め、メノウちゃんにひどいことしないで！」

　メノウをかばうように前に出たはいいが、よほど恐ろしいのだろう。アカリは目じりに涙を溜めて手を震わせている。

　それでも彼女は胸元むなもとのリボンをしゅるりとほどき、ブラウスのボタンを一つ外す。

「脱げって言うなら───わ、わたしがメノウちゃんの代わりに脱ぐから！」

「うん？」

「は？」

　アカリが意味不明な露出宣言をかました。

　割って入った彼女の奇行に、メノウはテロリストの男と一緒に頭の上に疑問符を浮かべてしまう。

　一応の建前たてまえとして、男の要求はメノウの武装解除なのだ。アカリが代わりに脱ぐというのは、まったく意味がない。

　だというのに、アカリは決意に満ちた涙目でメノウへと振り返る。
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「だ、大丈夫だから！　メノウちゃんがひどいことになるようなの、させたりしないから！」

「ごめんね、アカリ。意味がわからないから、ちょっと黙っててくれないかしら？」

「ああ、そうだぞ。なに言ってん──いや」

　困惑していた男もメノウに賛同しかけ、途中でその視線がアカリの豊かな胸に吸い寄せられる。

　胸元のボタンを一つ外したことで、柔肌の露出が増している。服の上からでもボリュームの豊かさがわかる双丘の谷間は、アカリが恐怖で肩を縮めていることで無意識に押し出されて強調されていた。

　男の口元がだらしなく緩ゆるむ。

「へへっ、そうだな。確かにあんたでも──」

「やめなさい」

　メノウは、男の言葉を食い気味に遮さえぎってアカリをかばう。

　同行者として、アカリの信頼を得るため当然の行動だ。ただアカリをかばうのは、不思議なくらいいまのメノウがやりたいという心情とも反することがなかった。

「こっちは普通の子よ。変なことしないで。あんたの要求は、要するに抵抗するなってことなんでしょ。とりあえず、まずは教典を渡すわ。はい、どう……ぞぉ！」

「おお──ああ!?」

　矢継ぎ早にまくしたてて教典を床に置くふりをしたメノウは、途中で動きを切り替える。目にも止まらない早業はやわざで腕を振り、後方で人質に導力銃を向けていた男に向かって思いっきり教典を投げつけた。

　分厚い教典の角が、後方で人質に銃を向けていた男の顔面にめり込んだ。

「ブッ!?」

　教典は、おおよそ五百頁にもわたる分厚い本だ。ここまで重量たっぷりな本を投げつけられれば、無事ではすまない。

「ガッ、ハ──」

「てめッ……え？」

　人質を取っていた男は、教典による物理攻撃であっさりと意識を飛ばした。メノウとアカリに絡からんでいた男は仲間をやられたことに激高したが、こちらには小細工する必要すらない。

　相手がよそ見をした一瞬で、メノウは回り込むようにして視界の外へと逃げている。あっさりとメノウの姿を見失って狼狽する男の顎あごを裏拳で打ち抜いた。

　手早く二人を制圧したメノウは、パンパンと手を払う。

「ま、こんなものね」

　乗客の男性から革のベルトを借りたメノウは、気絶させた男たちから導力銃を取り上げ、万が一にも動けないよう縛り上げる。禁忌の品である導力銃の回収はメノウの仕事の一環だが、使用者の連中の処理は法の領分なので捕縛にとどめるのが基本だ。

　見事な手際に、間近で見ていたアカリは興奮に拳を握りしめて、ぶんぶん上下に振っていた。

「す、すごい！　すごいよメノウちゃん！　強い！　さすが忍者エージェント！」

「当然。私は清く正しく、そして強い神官だもの。……だから忍者はいい加減にやめてね？」

　アカリの称賛を受け入れ、くるりと人質になっていた乗客たちに向き直る。

　息を呑のんでメノウの立ち回りを見守っていた乗客たちへと、スマイル。

「みなさん、安心してください。神官の私が乗り合わせたことが、奴らの不幸ですっ。この列車に乗り込んだならず者どもは、私が制圧してみせます！」

　メノウのパフォーマンスに「おおっ」と乗客たちが歓声を上げて安堵の声が漏もれ始めた。

　一般乗客を安心させるのはこんなもので十分だろうと、メノウはアカリに向き直る。

「それとアカリ。私をかばおうなんて百年早いわよ。危ないことはしないっ。わかった？」

「は、はい。ごめんなさい……」

　しかりつけるメノウに、しょぼんと肩を落とす。実際、アカリの行動はお世辞にも役立ったとは言えなかった。

　しょげかえったアカリに対して、メノウはふっと表情を緩ませる。

「でも、かばってくれて、ありがと。……あなたの勇気は嬉うれしかったわ、アカリ」

「……えへへ」

　アカリの口元がほころんだ。

「メノウちゃんのフォローが細かいところ、好き。ありがと」

「どーも。じゃ、他の車両のテロリストどもをやっつけてくるわ。おとなしく待ってるのよ」

「うん。……ほんとうに、気を付けてね。わたし、もう残されるのは嫌だから」

「大丈夫よ。『もう』もなにも、私がアカリを置いていったことなんてないでしょ？」

「あれ？　あ、うん。そうだね。あはは、なに言ってるんだろ、わたし」

「それじゃ、行ってくるわ」

　ひらりと手を振ったメノウは男に投げつけた教典を拾い上げ、前方車両に向かう。

　教典がわずかに導力光を帯び、明滅していた。

　同調させた教典同士の遠距離通信の合図だ。別の車両にいるモモから連絡がきている。その内容を確認しながら車両の連結部に出たメノウは、あることを自覚していなかった。

　モモが、メノウにこの任務は向いていないと危惧していた真の意味を。

「さて、モモのほうはどうなってるかしら」

　目に見える変化ではないから自分でも気付けない。さきほどのアカリを慰めるようなフォローなど、本来ならばいらないのだ。アカリの性格を考えれば、注意だけにとどめて行動をおとなしくさせるほうが御しやすい。

　けれども、メノウは無意識のうちにアカリを慰めた。

　日向ひなたのようなアカリの笑顔に溶かされて、任務のための演技と自分の本心の境目が崩れて混ざっていることに。

　メノウはまだ、気が付いていなかった。




　寝台が備え付けてある二等車両。

　列車をジャックしたテロリストたちは、乗客を食堂車へと詰め込むように誘導していた。

　乗客のほとんどが第三身分コモンズの一般市民である。彼らは自分の間の悪さを嘆きながらも、武器の脅威に怯おびえて素直に従っていた。

　寝台車両にいた乗客のほとんどを食堂車に集めた男たちは、五人中二人が三等車両に。そちらの一般乗客を集める役に回り、残りの三人が寝台車両で隠れている人間を見逃していないか確認作業を始める。

　その男たちが寝台の一つを前にして目配せをした。

「おい」

「ああ。ガキでも隠れてるのか？」

　寝台に敷かれたシーツがこんもり膨れ上がっている。それだけならともかく、ぷるぷると小刻みに震えているのだ。

「坊主か嬢ちゃんか知らねえが、ガキか。つまんねえな」

「撃っちまったほうが早いぜ。窓から死体を放りだせば、バレやしねえさ」

「やめろって。──おい、ガキ。おとなしく出てくりゃ、なにもしねえよ」

　シーツの膨らみ具合からして隠れているのが大人ということはない。

　怯えた子供がとっさに隠れて、それを見逃していたのだろう。泣かれたら面倒だと慎重に近づいた瞬間だった。

　白い布が大きく広がり、男たちの視界を奪った。

「な!?」

「ちぃ！」

　シーツに視界が遮られる直前に、中から現れた『ガキ』が神官服を着ていたのを見て取った目ざとい一人が、躊躇なく発砲した。

　導力銃は【力】の扱いを知らない人間でも扱える凶悪な兵器だ。引き金をひくと同時に持ち主の導力を吸い上げ、発砲音とともに硬質化された【力】の弾丸がばらまかれる。

　男の銃撃は、宙に舞ったシーツを撃ち抜いただけだった。

「ぐッ──!?」

　唯一、事態に即応して発砲した男の口からうめき声が漏れた。テロリストたちの視界を遮った一瞬で後ろに回った人物が、縄のようなもので男の首を絞めているのだ。

　三秒。

　頸動脈を正確に締めつけられた男の意識が、驚くほどの短時間で落ちる。

「お前ッ、神官か！」

　ここでようやく残りの二人が銃口を向けるが、引き金をひけない。少女の小さな体は、完全に男の体に隠れてしまっているのだ。

　男たちの躊躇を見て、少女は導力強化を発動した。強化された腕力で、自分よりはるかに大きな男を持ち上げ、二人に向けて投げ飛ばす。

　味方を撃ち殺せるほどの気概がない男二人は、まともに仲間の体を受け止めてしまった。

　大柄な男をぶつけられて、とっさに受け止め切れるわけがない。導力強化で身体能力を上げられるなら別だが、男たちにそんな高等な技術はなかった。

　一人はよろめき、一人は尻しりもちをつく。

　少女はすかさず接敵。よろめいた一人の顔面に、白手袋に包まれた小さな拳がめり込んだ。

「ひぃッ、ァぶが」

　ふわふわとした髪を二つ結びにした少女が、かわいらしい顔に似合わないためらいのなさで男を連続して殴りつける。

　鼻が折れる音。続いて、頰骨ほおぼねが砕ける音。三発目で奥歯を飛ばして意識を失くした男から、少女は最後の一人へと視線を向ける。

「く、クソ！」

　男が慌あわてて導力銃を構えようとしたが、その時にはもう少女は男の後ろにいた。

「質問です」

　じゃり、という金属がすれる音が聞こえ、男の首になにかが巻き付く。

「あなたたちの目的と人数を白状してください」

「……けっ。こんな縄で締められたくらいで、俺おれが簡単に吐くと思ってんのか？」

「縄……？　ああ、見えないから、これを縄だと思ったんですね。残念ですけど、私、そんな優しいものは使いませんよ」

　言われてみれば、と男は自分の思い違いに気が付く。

　首筋に当たる感触は糸や縄とは違う。肌にひやりと当たる温度は金属特有のものだ。しかしワイヤーの類にしては、首に巻き付いている感触が荒く刺々しい。

　なんだこれは、と眉まゆをひそめる男に少女は正解を明かす。

「これ、糸鋸いとのこぎりです」

「は？　ぁがァ!?」

　男の首に巻き付けた金属製のしなやかな糸鋸が肌を滑るように動いた。

　ずぶりゅと鈍く皮膚に食い込み肉が削られ血がにじむ。持ち手のついた糸鋸を挽ひく動きは、ほんの少し位置をズラすだけですぐ止まった。

　だが男の顔色はこの一瞬で恐ろしく青ざめていた。

「あ、ああッ、おま、え、ゃ、やめ──」

「これから一秒ごとに、少しずつ首を挽いていきます」

「──ヒィっ」

　耳から冷気が入ってきたかのようだった。

　相手の声の冷たさは、冷静さによるものではない。ささやきが冷え切っているのは、背後の少女が男の命に無関心だからだ。

「あなたが素直になるか、あなたの首が床に落ちるかぁ」

　甘さなどまるでない声色こわいろが、耳へと吹きすさぶ。

「どちらかの結果になるまで、ゆぅっくりと挽いていきますねぇ」

　一秒も保たず、男は聞かれたことを端から白状し始めた。




『導力：接続──教典・一章四節──発動【主の御心は天地に通じ、千里のかなたまで征く】』

　情報を吐かせたテロリストを気絶させたモモは、ページを開いた教典に導力を送り、魔導を発動させた。事前に同調ずみのメノウの教典へと、得た情報と自分の行動予定を流す。

　テロリストの目的は、一等車両にいるこの国の姫だった。彼女を人質に、騎士階級に捕らえられたテロリストのリーダーの解放を要求するつもりらしい。

「くっだらないですね……」

　モモにとってみれば興味ゼロの事柄だが、メノウへの情報共有は怠らない。

　後方部の一般三等車両にもテロリストの仲間が行ったらしいが、人数は二人だということだ。なんの問題もなく、メノウが処理するだろう。禁忌である導力銃を持っていることは気になるが、それでもたいした相手ではない。

　問題は、前方の車両だ。

　機関室に三人。貴賓車両には八人のテロリストが押し入ったらしい。

「はあ。先輩と一緒じゃない仕事は、心底つまらないですけど……とりあえず機関室を解放して、先輩に褒めてもらいましょーかねー」

　メノウのことを思うやいなやニマニマするモモは昔のことを──メノウと出会った場所のことを思い出した。

　両親を失った幼いモモが連れていかれた場所は、異様な修道院だった。

　常識ではありえないほどに苛烈かれつな訓練に、恐ろしく厳格に管理されたスケジュール。修道院と銘打っているというのに、ついてこられない人間を救う気などこれっぽっちもないシステムは異質で、入った場所がまともでないことになど幼いモモでさえすぐに気が付いた。

　そんな日々で、よく、唐突に昨日までいた子供がいなくなることがあった。

　いなくなるのはほとんどが成績不振者で、その子がどうなったか、教えてくれる大人はいない。だが、その末路がどういうものなのか、うっすらと想像はついていた。

　モモは、その修道院が嫌いだった。

　共同生活をしていようが、自分と同じような子供は周りを気にする余裕などない。周囲を蹴け落とすなど当然のことで、自分が生き残ることが絶対の命題になっていた。教師の役目を振られている大人の神官たちは冷酷で、人情も慈悲もない人間ばかり。そして、なにより最悪だったのは、修道院を統括する人物の性格だ。

　赤黒い髪の導師マスターは、誰よりも頭がおかしかった。

　幼い頃のモモには周りの人間が全部敵に見えた。まともな人間は、自分一人だけだと思っていた。だから、みんな嫌いだった。与えられる訓練、教育のノルマをたやすくこなしながらも、達成感などなに一つなかった。やらされるものは、全部嫌いだった。

　ここにいる『人間』は、自分だけだ。あとはみんな、頭がおかしくなってしまった奴らばっかりだ。絶対に、こんなところに慣れてたまるか。そう思っていた。

　嫌悪感を抱えて日々を過ごしていたモモだが、同時に、いつかこの環境に染まってしまうのではないかと怯えてもいた。実はもう自分もおかしくなっているのではないだろうかという恐怖が、常に心に這はい寄っていた。

　だから、モモはよく泣いた。

　泣ける心があるなら、まだ自分は大丈夫だと思える気がした。

　つらいことがあったら、普通は泣くものだ。痛かったら、悲しかったら、子供の自分は泣くのが普通だ。泣くことすらしなくなった周りの連中を見て、モモはそう思っていた。

　だからモモは、泣きたいと思ったらこらえることはしなかった。痛い時に泣いたし、嫌だと思ったら泣いたし、悲しいと感じたらすぐ泣いた。

　子供が純粋で悪いことはしないなどというのは昔を忘れた幸せな大人の幻想で、子供の集団は自分より弱いものを即座にストレスのはけ口とする。

　よく泣くモモを弱者と見てニタニタと笑った同期に周りを囲まれたこともあった。泣くのを邪魔されたくなかったモモは相手の顔面を殴りつけて返かえり討うちにし、全員泣けなくなるくらいに痛めつけて追い詰めた。

　以降、周囲は泣いているモモには不用意に近づかなくなった。

　モモは思う存分一人で泣けた。

　きちんと、嫌なことに泣ける。それが唯一のよりどころだった。

　だが、その事件を知らなかったのか、モモが泣いている時に近づく少女がいた。

　二つ、年上なだけの少女だ。モモが一人で泣いていると、色を抜いたような淡い栗毛を無造作に伸ばした少女は必ずと言っていいほど慰めに来た。

　悪意を持って近づいてくるのを殴るのは普通だけど、そうでないのなら殴るのは普通ではない。だから殴りはしなかったが、泣くのを邪魔されたくなかったモモは彼女を邪険にした。

　そもそも『慰める』といっても甘い言葉をかけてくるわけでもなければ、歌や語りで気を逸そらすようなことをしてくれるわけでもない。

　手を伸ばして、よしよしと頭を撫でてくるのだ。

　すごく不器用で、下手くそな慰めだ。なんだかバカにされている気すらして、モモは彼女の手を毎回振り払って叩たたいていた。

　そうすると、その少女は困ったように首を傾げながらも、とりあえずモモが泣き止むまで傍に座っているのだ。

　変な奴だった。

　すごく、変な奴だった。まともな奴ではないと思っていた。

　こんな場所にいるのに平気そうな顔をしているのだ。当たり前のように普通のことをしてくるのだ。普通だったら自分みたいに泣くし、嫌だと反抗して叫ぶ。なのに普通のことをしてくる彼女は普通ではなく、どこかが壊れかけているのだろう。

　無造作に伸ばされた少女の淡い栗毛が、そのまま彼女の希薄さを示していた。

　モモの桜色の髪もそうだが、頭髪の色素は遺伝情報だけで決まるわけではない。特に導力適性が一定値を超えると、魂から発生する導力に影響されるようになる。脱色しているかのように淡い色合いになっている彼女の栗毛が、生来はもっと色が濃かったはずだと推測するのは簡単だった。

　ここに来る前に、魂から色を失わせるなにかを、体験したのだ。

　どう考えても、普通の人間ではない。

　それでも栗毛の少女はモモが泣いていると懲りることなく近づいてきて、不器用に慰めようとする。

　ちょっとだけほだされた。

　変な奴だけど、嫌なことをしてくるわけではない。

　だから、泣いている時に彼女が傍に座ることくらいは許してやろうと思った。

　ある日、訓練で負った打撲が痛くてモモは泣いた。

　泣いているうちに「あれ？　これは泣くほど痛いことだっけ？」とわけがわからなくなってきて、痛みなんかよりそっちのほうが気になって仕方なくて頭がぐるぐるして、それでも泣いているから平気なんだと泣いていた。

　その時も、栗毛の少女が近づいてきた。

　相変わらず、いい子いい子するみたいにモモの頭を不器用に撫でる。たぶん、彼女はそれしか人を慰める方法を知らないのだと、モモは薄々察していた。

　ただ、その日は、珍しいことに頭を撫でるだけで終わらなかった。

　いそいそとポケットから赤いリボンを取り出した栗毛の少女は、不器用な手つきでモモの髪を二つ結びにした。

　モモは頭がぐるぐるしていたことも忘れて、なんだこいつといぶかしんだ。泣くのをやめたモモに対して、少女はどこから持ってきたのか、鏡を取り出した。

　そして、リボンで髪を二つ結びにしたモモを映して、どことなく得意げな顔で一言。

　──かわいい。

　意味がわからなかった。

　意味がわからなすぎて、思わず聞き返した。

　──かわ、いい……？

　──うん、おしゃれ。

　おしゃれ。

　少女は、そう言った。

　──女の子は、おしゃれが大事。今日、導師マスターに習った。

　彼女がこの修道院の支配者である赤髪の導師マスターのお気に入りなのはすでに周知の事実だった。それに対する周囲のやっかみたるや、壮絶なものだったはずだ。

　人目を気にする余裕もなく、まともな味方がいるはずもなく、なんの娯楽もない修道院にいて、栗毛の少女は髪を二つ結びにしたモモの頭を撫でて言うのだ。

　──かわいいよ。

　やっぱり変な奴だ。

　泣き止んだモモはぶすりとしながらも、その日は彼女の手を拒否することはなく頭を撫でられるがままになっていた。

　変な奴だ。普通じゃない。

　でも、悪い奴ではないのかもしれない。

　そう思った。

　次の日にモモは、少女からもらったリボンを使って髪を二つ結びにした。もちろん気まぐれだった。髪形を変えるのも、普通だからやってみただけだ。

　こんな施設で、リボンを二つも付けたモモがうらやましかったのか。その日は珍しく上機嫌だったモモからリボンを盗もうとしたカスがいたので、床に叩きつけて動けなくなるまで殴ってから服を奪ってやった。

　モモは奪った服のきれいな部分を使い、こっそりくすねてきた糸と針でスカーフリボンを作った。

　なぜか作ってしまった手製のスカーフリボンを持って、あの少女の無造作に伸ばした淡い栗毛を思い出しながら、モモがなんとなくそわそわしていた時のことだった。

　導師マスターが、施設の子供を集めて宣言した。

　──お前ら、もうこの修道院から出て行っていいぞ。

　正気が潰つぶされるような修道院の中にあって、もっとも地獄の底にいる女。血よりも赤黒い髪、闇やみより暗い目をした導師マスターの宣言に、ぎくりとした。

　いなくなった子供は処分される。そんな噂がまことしやかにささやかれている修道院だ。まさかまとめて処分されるのではという恐れが子供たちの間に駆けめぐった。

　──処分とかそういう話じゃない。ただ単純に、希望者は普通の修道院に移してやる。

　思わぬ言葉だった。

　なぜ、とみんなが思った。

　ここがなにを育てている場所なのか、具体的には知らされていなかった。だがまっとうな人間を育成している修道院ではないことだけは確かだ。

　ざわざわと周りがざわめく中、モモだけが気が付いた。

　導師マスターの後ろに、一人の少女がいた。

　淡い栗毛を無造作に伸ばした、不器用な少女が。

　──お前らは、普通に暮らせ。なに、どうせたいしたことを知っているわけではない。お前らが救われれば、こいつが背負うものが増えるからな。

　その少女の頭に手を置いて、赤髪の導師マスターは大口を開けて、くはっ、といやらしく笑った。

　その日のうちに六割の子供が移籍を希望した。新しく入ってきた子供ほど移籍率は高く、残ることを決めたのは傍はたから見ても手遅れになっていることがわかる子供が多かった。

　解放されたことは嬉しくとも、その要因となったと思しき少女へは誰も感謝の言葉など出してはいなかった。むしろ栗毛の少女を馬鹿ばかにする陰口ならばよく聞いた。

　あの導師マスターと同じく頭がおかしいんだ。気味が悪い。なにを企んでやがる。恩に着せたつもりか。

　モモは悪口を言った連中を片っ端から口がきけなくなるまで叩きのめして、当然、移籍を希望した。

　やっと、普通に戻れるのだ。

　あってないような持ち物をまとめたモモは、その荷物の中に自分の手製のリボンがあることに気が付いた。

　最後にこれを渡そう。お別れにプレゼントを渡すのは普通のはずだ。

　そう思って、初めて自分から栗毛の少女に近づいた。

　──ん？　どうしたの？　そっちから来るのは珍しいわね。

　この頃になると、表情に乏しかったあの少女はだいぶ普通の子供のようになっていた。

　それは少女の人間性の成長ではなく、壊れかけの玩具に接ぎ木を差し込んで人格を仕立てあげるかのような導師マスターの教育の所業だった。

　おぞましいくらい、普通ではなかった。

　でも、モモは構わなかった。

　小首を傾げる少女に、モモはリボンを見せてから器用に彼女の髪を整え始めた。

　──おしゃれ、です。

　モモは無造作に伸ばしてある彼女の栗毛をせっせと整えて、手製のスカーフリボンで一つ結びにした。

　──かわいい、です。

　モモなりのお返しのつもりだ。そして、お別れのつもりだった。

　自分は待望の普通に戻れるのだ。普通の人がいるところで暮らせるのだ。

　だから、普通ではない彼女と会うことは、もうないだろう。

　──……ふふっ、ありがとう。

　その時、モモは初めて彼女の笑顔を見た。

　振り返った彼女は、モモが結んだポニーテールを揺らして、生まれて初めて笑ったみたいに無防備な笑顔を浮かべた。

　──うれしいわ。とっても。

　生まれたての星よりも鮮やかに輝いた笑顔だった。

　こんな澱おりのような場所ではありえないほど透明で、素敵で、まぶしくて──無垢むくな少女の素の心から出た、普通の笑顔だった。

　じわり、と涙が出た。

　ああ、もうダメだ。

　そう思ったら、涙がボロボロと止まらなかった。

　泣かなきゃと思って泣いた涙と違い、こらえようにもこらえきれない涙は、とても熱かった。毎日毎日泣いていたのに、とても、ひさしぶりに涙が出た気がした。

　彼女の笑顔を見て、ようやく気が付いた。

　とっくの昔に、自分の普通は消えていた。そんなことに、モモは彼女の笑顔を見てようやく気が付いたのだ。

　自分の欠落を知って、モモはいつ振りかわからないほど久しぶりに、ほんとうに泣いた。

　──あらら。

　優しく微笑んだ少女が、よしよしとモモの頭を撫でる。

　──ほんとうに泣き虫ね、あなたは。

　この時の声の優しさを、涙をぬぐった指のやわらかさを、モモは一生忘れないだろう。

　大好きだった。

　泣いている自分を慰めてくれる彼女が好きだった。不器用に頭を撫でる感触が好きだった。失った普通が惜しくなくなるほど、彼女のことが大好きになっていた。

　──私は悪人になるけど、あなたはこれから普通に生きてね？

　──いいえ、先輩。

　ああ、そういえばこの人の名前を知らないし、自分も名乗っていなかった。

　でも、いまさら名前を知らないなんて言いたくなかった。

　だからモモは彼女のことを『先輩』と呼んで、彼女の前では一人称に自分の名前を使う。

　彼女に頭を撫でられるのが大好きだから、彼女に対して甘えるような口ぶりで話すのだ。

　──モモは、ここに残りますぅ。

　もう自分は普通に戻れないことを知ってしまったから。

　普通に戻れずとも、彼女に出会えたことのほうが尊かったから。

　モモは、あの時に決めたのだ。

　メノウは不特定多数の誰かのために人を殺すことを決めてしまった。

　ならば。

「モモは、先輩のために人を殺します」

　ふっと現在に意識を戻したモモは、過去では言わなかった自分の誓いを言葉に出す。

　モモは、誰だって殺せる。

　こんな世界は守る価値もないと断じる程度には嫌いだし、普通に生きる人々の安穏とした怠惰さは見ていて吐き気を覚えるくらいに嫌いで、戦いに身を投じる人間の身勝手さも反吐へどが出そうになるほど嫌いだ。どいつもこいつも残らず死ねばいいと、モモは心から祈っていた。

　だからこそ、世界で唯一大好きなメノウのためなら、なんだってやってみせるのだ。

　昔を思い出しているうちに、伝える情報は送り終わった。

　モモは教典を閉じて、この列車で自分がするべきことのシミュレーションをする。

「うん、余裕ですね。先輩に頭を撫でてもらうため、今日もモモは頑張りますよぅっと」

　よしっ、と来るべき未来を夢想してやる気を注入。

　まずは機関室だ。

　モモからすれば一等車両には死んでもいい人間しかいないので、助けに向かう動機が一切存在しない。その点、機関室は問題が起きれば列車事故を起こす危険がある。安全確保は急務だ。

　モモが窓から身を乗り出すと、風圧でモモの二つ結びの髪が揺れる。

　万が一にもリボンが飛んでいかないよう、モモは結び目を確認しながら屋根に手をかける。

　あのあとモモは導師マスターの目を盗んでメノウの経歴を漁り、彼女の生まれを知った。

　白く滅んだ町の、唯一の生き残り。

　純粋概念を有した異世界人の暴走によりメノウの故郷は白く崩れ去り、かろうじて生き残ったメノウも、記憶、魂、精神を漂白された。

　人としての素地が一度まっさらになったからこそ、メノウは非常に他者に影響されやすい。導師マスターの教育を残らず吸い込んだように、他人の感情にもあっさり影響されてしまう。

　──だから、あの女は危険だ。

　モモは黒髪黒目の異世界人の女の顔を思い出し、目を尖とがらせる。

　短い接触で速やかに殺すのではなく、長期的に対象に接するにはメノウの精神と魂は無垢むくにして純粋すぎる。

　モモなら内心で唾つばを吐きながら純真無垢な笑顔を浮かべられるが、メノウは普通に接して過ごすだけで対象に友情を感じてしまう。期間が長ければ、なおさらだ。

　標的と心を通じ合わせれば、相手を殺せなくなるほどの葛藤が生まれる可能性がある。そこにいままでの容赦なく殺していった者たちへの後悔が重なれば、メノウは心を壊してしまいかねない。

　あの導師マスターは、それも試練の一つだと笑うだろう。

　だがモモは、断じて許容できない。

「そんなこと、させません。絶対に」

　あの時の笑顔を損なわせるようなことは、絶対しない。

　今回は、大丈夫だろう。ガルムにいる大司教の協力を仰あおぐことで死なない純粋概念の持ち主であるアカリを殺害する目処めどは立っている。

　それでも、もし、いつかメノウが殺せないというような人間が現れた時に、彼女の涙を代わりに背負うため自分はいるのだ。

　メノウの経歴を知ったモモは、その一心で処刑人の訓練課程を修了させた。

　主への信仰値はあの修道院史上最低という歴史的な記録を記したが、他のすべての成績でねじ伏せた。一足先に修道院を出たメノウに再会するためだけに努力を惜しまなかった。重ねた労苦が報われ、メノウの補佐官に収まることができた。

　あの時からモモの行動理由のすべては、メノウのためになったのだ。

　モモは窓から飛び上がって、列車の上に降り立つ。

　列車を占領しているテロリストどもは残り十一人。そのうち三人がいるという機関室に向かおうとして、動きを止める。

「ほう？　これはかわいらしくも意外なお客さんだ」

　列車の上に登ったモモを見咎とがめる者がいた。

　テロリストどもの見張りがいたのか。とっさに警戒したモモの目に入ったのは、先鋭的なドレスを身に纏まとった猛々しい淑女だった。

「ごきげんよう。私は第二身分ノブレスの王女にして騎士が一人、アーシュナ・グリザリカだ」

　走る列車の上に立ち、豪奢な金髪とドレスを風圧ではためかせていようとも彼女の威厳はひとかけらとして損なわれない。列車の機関室から流れる導力光の軌跡が、彼女の発する後光にすら見えた。

　まずは己から名乗る誇り高さを見せつけたアーシュナは、大胆不敵に微笑む。

「して、貴様は何者だ？」

　その手に携える剣でもって己を取り囲むテロリストを切り捨てた姫騎士が、不敵な笑顔で問いかけた。




　眼下の風景が迫っては流れていく。







[image: ]







　走行中の列車の上でレールから伝わる振動に体を揺らしながら、モモは目を細める。

　血の臭いが、鼻についた。

　流れてくる血の臭いは風上にいる女、アーシュナ・グリザリカの剣が元凶だ。

「白服の神官か。黄線ということは無所属らしいが、なかなか革新的な裾すそ丈だな。ひざ丈より上とは……ふむ、ありだな」

　モモの服装を見たアーシュナが興味深そうに頷く。

　神官服の色は、胸元の印と布地の色で第一身分ファウストの中での立場を示している。黒の修道服は第一身分ファウスト未満とされる修道女であり、モモのような白服はようやく神官服に袖そでを通せるようになった新米の立場だ。世間的に正式な神官だと認識されるのは、メノウのような藍色あいいろになってからである。

　そしてモモの神官服にもある胸元の黄印は、どこの教区にも属していないことを表している。アーシュナは神官服に割り振られた記号の意味を知っているのだ。

「無所属の神官はよく神官服を改造しているが、君はいい趣味をしているな。飾りを一部に集中させて、軽やかさを演出させるのはいいものだ。人の肉体というのは、そのままでも美しいからな。体の線を隠すよりも、美しさを見せるのが服飾の本懐だとは思わないか？」

　そんなことを言っているだけあって、彼女の服装は大胆なほど素肌を露出している。動きやすそうなカットスカートはともかくとして、ひし形を基本形とした上半身の服は胸とへそを隠しているだけと言ってもいいデザインである。

　アーシュナ自身の美しさも相まって見とれるほど優美な装いだが、それだけではない。

　彼女の手には、紋章の入った剣が握られている。儀礼用かと見まがうほど美しく施された精緻な模様は、ただの飾りなどではない。複数の紋章起動を可能とする実戦的な導器だ。

　モモは、にこりと友好的な笑みを浮かべる。

「『姫騎士』アーシュナ殿下ですか」

「ほう？　私のことを知っているのか」

「ええ。殿下のご高名はうかがっています。私は神官のモモと言います」

　第二身分ノブレスの王族に生まれながら、国の治安機構を預かる騎士階級の一人になった姫、アーシュナはなかなか有名だ。

「ご覧の通り、私はまだまだ未熟者の白服です。巡礼修行のために古都ガルムに向かおうとしている最中だったんですけど、テロリストが襲ってきて。それで、えっと……剣を収めてもらえると嬉しいです」

「ん？　ああ、そうだな」

　自分の無害さをアピールするモモの態度に警戒心を解いたのか。アーシュナが抜き身の剣を鞘さやに戻し、緊張を解いて友好的な顔で近づいてくる。

「テロリストどもは私が狙いだったようだが、やはり後部車両にも行ったのか？」

「ええ、五人ほど。気絶させてあります」

「そうか。迷惑をかけたな。一等車両と機関室に来た賊は私が始末をつけた」

「さすがです。噂にたがわぬ御手前ですね！」

　列車の上を歩いているアーシュナに、恐れは微塵みじんも見当たらない。

　吹き付ける風、揺れる足場など物ともしない素晴らしいまでの安定感がある。鍛錬に裏打ちされた体幹のよさと、なにより彼女の度胸と度量の広さを見せつけられるような歩きだ。

「でも抜き身をぶら下げている殿下を見た時は、びっくりしました」

「このまま後部車両のテロリストどもを切り捨てようと思っていたからな。それと、君が神官服を着ているというのも、ちょっとな」

　苦笑するモモに、アーシュナは穏やかな表情で世間話でもするかのように言葉を続ける。

「私の預かり知らぬこととはいえ、父上が異端審問会にかけられているところなんだ。少し、第一身分ファウストに思うところがあるのは許してくれ」

「ああ、聞いてます。でも、まだ問責裁判は始まったばかりですから。お父上も異端と決まったわけではありません」

　話しながら、何気ない足どりでアーシュナがモモを自分の間合いにとらえた瞬間だった。

　アーシュナの腕が閃ひらめいた。

　導力強化で発生する導力光が、まぶしいほどに輝いた。目くらましと同時に抜き放たれた刃が閃光せんこうのように迸ほとばしり、モモの首筋に向かう。

「おや」

　力強い導力光を全身に纏ったアーシュナはのほほん、とした顔で口を開く。

「これは驚いた」


「なんっ、ですかぁ……！」



　モモは、顔を引きつらせつつも笑みを崩さなかった。

　両端を持ってぴんと張った糸鋸で、アーシュナの鋭い剣を受け止めていた。剣と糸鋸の接触部は、わずかにくの字に曲がりつつも拮抗を保って剣の侵攻を防いでいる。こういう時に糸鋸の両端を握れるよう、手を保護する白手袋をはめているのだ。

　斬きりかかった側のアーシュナの態度は、まるで変わらない。

「いや、なに。さっきも言ったが、第一身分ファウストに思うところがあるのだよ」

「それで、ここで気に食わない第一身分ファウストを一人、とりあえず斬り殺そう、とでもぉ？」

「それこそ、まさかだな」

　甘えるためではなく、挑発するように声色を間延びさせる。相手をバカにするようなモモの口調を気にするでもなく、アーシュナは剣に力を加える。

「寸止めはしたさ。首を落とすつもりで振り抜いていれば、導力で強化した金属とはいえ、糸鋸程度で止められるはずがないだろう？」

　自分が本気だったらモモの首はなかったと、絶対的な自信でもって断言する。

　ひくり、とモモの口元が引きつった。

「たいしたご自信ですねぇ。まったく、噂に聞いた通りのじゃじゃ馬姫のようでぇ」

「私は自分の腕を過小評価していないだけさ。この私が王家由来の紋章剣を振るえば、斬れぬもののほうが少ない、が……そうだな。私の剣速に反応した君の技量は素晴らしいぞ」

　モモの小馬鹿こばかにした態度にも、アーシュナの不敵な笑顔は崩れない。

　糸鋸を押す剣の力が、徐々に増していっている。押し込まれる剣の力強さに、モモは悟る。

　この女、導力の出力が極端に高い。

　単純に素養が突出している。選出されて鍛え上げられた処刑人に引けを取らないか、下手すれば、それ以上だ。

　天才というものは、どの地方、どの身分にでもいる。アーシュナは紛まぎれもなく導力の天恵を得た人物だ。

「さっきも言ったが、我が父上は異端の咎で問責を受けていてな。異世界人を召喚したという疑いなのだが、肝心の異世界人が王城には見当たらないのだ」

「へぇー、そーですかー」

「うむ。いまはその点で審問会の追及をかわそうとしている。『召喚したというが、その異世界人とやらはどこだ？』とな」

「お城は広いですしぃ、隠してるだけじゃないですかー？　まあ、もしかしたらほんとうに無実ということもあるかと思いますけどぉ。だとしたら、無罪放免ですよぉ。よかったでちゅねー？」

「いいや？　私はどちらだとも思わない。確かに異世界人を呼んだが、いまは父上の手元にない。そういうことだと考えている。どういう意味か、わかるだろう？」

「さあ？　アーシュナ姫ちゃまがなにを言いたいのか、ぜーんぜん、わかりませんねぇ」

「そう、つまり審問会に先んじて異世界人は始末された」

　じりじりとアーシュナの力が強くなっている。導力の底は未いまだ見えない。モモも彼女に対抗して導力強化を高めていく。まだまだモモも上限には余裕がある。

　みしり、と金属製の足場が歪んだ。

「第一身分ファウストの『処刑人』という存在を知っているだろう？」

「ああ、陰謀大好き人種発信のくっだらない噂話ですねぇ。知ってますよぉ。だからぁ？　なんですかぁ？」

「いや、君を見た時、ふと思ったのだよ。その処刑人がひと仕事終えて、異端審問会の始まりに合わせて王都から出たのなら──ちょうど、この列車に乗っているかもしれんな、と」

「都合がよすぎますぅ。妄想はほどほどにして、現実を見ましょー？」

「さあ、どうかな？　私も似たようなタイミングでこの列車に乗ったんだ。それにな」

　アーシュナは愉快そうに目を光らせる。

「私は天性を鍛え上げた己の力量を自負しているし、自らの天運を疑ったことも、ない」

『導力：接続──』

　剣の文様の一部が輝いた。

　間近での魔導の紋章起動の気配に、モモは目を見開く。

『王剣・紋章──』

　紋章が起動し、導力の事象展開により剣から炎が生まれ、熱波がモモの頰を焼く。

　至近距離の攻性魔導。だが逃げられない。紋章を起動しているのは糸鋸で抑えている剣なのだ。少しでも力を抜けば、緩んだ隙をついて刃がモモの首を跳ね飛ばすだろう。

　教典での防護魔導を。いや、間に合わない。教典の魔導は強力な分、複雑だ。メノウほどの導力操作技術を持たないモモでは紋章起動の速度に追いつけない。

　モモはとっさの判断で、神官服の裏地に刻まれている紋章へ導力を流し込む。

『導力：接続──神官服・紋章──』

　アーシュナの魔導は発動寸前だ。

　事象展開から、魔導発動へ。剣より生まれた炎のエネルギーが、ぎゅうっと中心へと収縮。

『発動【爆炎】』

　剣より生まれた炎が、弾はじけて爆発ばくはつした。

　それと、ほぼ同時だった。

『発動【障壁】』

　耳元で、轟音ごうおんが空気を揺らした。炸裂さくれつした暴力的なエネルギーが容赦なくモモに襲いかかってくるが、ぎりぎりで頭部に障壁展開を集中させることによって爆風をしのぐ。

　衝撃に煽られて横に吹き飛んだら、そのまま列車から転落だ。正面から吹き付ける風圧を味方につけて、モモは一気に後方へと跳ねて距離をとった。

「服に防御の紋章を入れていたか。基本だが、やはり第一身分ファウストの技術は高いな。素材学、紋章学のどちらも突出している。外見から紋章の種類が判断できなかったぞ」

　アーシュナは優雅な所作で大剣を肩に担かつぎ、モモを分析する。感心している態度は、どこまでも上位者のものだ。

「とっさに頭を守った判断も素晴らしい。確かに神官はみな強いが……白服でその反応はすこぶるおかしいな。並の白服神官を名乗るのは、やはり無理があると思うが、どうだ？」

「は？　なに言ってんですかぁ？　いまみたいにまず頭を守るなんて当たり前ですよぉ？」

　モモは相手の見当はずれの言葉をせせら笑う。

　髪を二つ結びにしているリボンに手を当てる。世界一大切な自分の持ち物が破損していないことを確認して、にっこり壮絶な笑顔をアーシュナに向けた。

「リボン、焼けたら大変でしょー？」

　よかった。

　これが傷ついていたら、目の前の女を殺さないですませる自信がなかった。

「女の子は、おしゃれが大切なんですよー？　それを守るのは、ふつーですよぉ」

「ははっ。気が合うな。私も着飾るのは好きだ。話が弾みそうだな」

「あなたと私のおしゃれの概念を一緒にしないでくれますぅ？」

　世界一大切な人からの贈り物を身に纏う自分の思いを、金持ち着道楽の趣味と一緒にされてはたまらない。モモは笑顔のまま不快感を毒舌にして吐き出す。

「にしても、あなただって私とたいして歳としは変わらないと思いますけどぉ？　どー考えても、お姫様にしてはちょっと強すぎますよぉ。キモいですぅ。ドン引きする強さですよぉ、それぇ」

「ふふ、あまり褒めてくれるな。私の強さは純然たる趣味の結果だよ」

　単純明快に答えたアーシュナが、どうだすごいだろうと己を見せびらかして胸を張る。

「私は美しいものと強いものが好きだ。いつの世も美しいものは人を魅了する。そして、どんな時であっても強いものは美しい。だから私は強くなったし、この世の強い者たちにも興味津々きょうみしんしんだ。もちろん君の強さにも好意を覚えているぞ？」

「そうですかぁ。すっごく、どーでもいいですぅ」

　アーシュナの美学などどうでもいい。モモはうっとうしげに相手の言葉を切り捨てる。

　ここまで挑発され、攻撃までしてきた相手を放っておくつもりはなかった。

　少し戦っただけでモモが処刑人の補佐官であると露見するわけではない。なにより、この勘の鋭い女の目がメノウに向かないように引き付けておく必要がある。

「つれなくしないでくれ。そうでなくとも、父上が審問にかけられることになった今回の王都の件で聞きたいことがある。当事者の一人として、質問に答えてくれると嬉しいんだがな、モモ」

「うっざ……。かんけーないって言ってるでしょーがぁ」

　なれなれしく名前を呼んできたアーシュナに対し、語尾をいらだたせたモモは糸鋸に導力を流す。

『導力：接続──糸鋸・紋章──二重発動【固定・振動】』

　糸鋸に刻まれた紋章は二つ。モモの糸鋸では、素材学の観点から、その数が限界だ。

　紋章の同時起動によって、まっすぐに張った形で固定された糸鋸が唸うなりをあげて振動する。

「さ、改めて始めましょーかぁ」

　モモはだらりと腕を下げる。無造作に下に向けられた糸鋸の切っ先が、足場にしている列車上部に接した。

　金属製の屋根が、触れた端から怪音を立てて削り飛ばされる。

「私の糸くずみたいな金属にぃ、その王家秘伝のナマクラがどれだけ耐えられるかぁ」

　じゃりじゃりという耳障りな音を立てながら、モモはあざとく小悪魔のように笑う。

「一つ、試してみましょーねー？」
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　メノウの頭の上で、斬り合いの音がしていた。

　食堂車を抜けた先にある一等車両の真上の屋根の上で、激しい立ち回りの足音が鳴らされる。響く戦闘音は、尋常な剣によるぶつかり合いではなかった。

　じゃりじゃりという金属を削り取る異音。そして時折、爆音が鳴らされる。不敵な笑い声はどこまでも楽し気で、それに対抗して相手を小馬鹿にする甘い声が返される。

　剣で戦うだけではありえない戦闘音は、しばらく止みそうもなかった。

「まったく……」

　無駄な戦闘をしているモモに、メノウの口からぼやきが漏れる。

　さっきまでの問答は、真下にいるメノウの耳にも届いていた。モモがメノウにも聞こえる声量での会話になるように誘導してくれたのだろう。

　メノウの頼れる後輩と戦っている『姫騎士』アーシュナは、グリザリカ王家の末娘にして放浪の騎士だ。行く先々で世直しじみたことをしている彼女は、第三身分コモンズからの人気も高い。

　まったくもって戦う必要がない相手である。目を付けられたとはいえ、こんなところで戦うくらいなら列車を飛び降りてしまえばいいのだ。モモの導力強化ならば走行中の列車から落ちたところで傷一つ負うはずがない。

　逃げるところを追わせて引きつければ十分なはずなのに、わざわざ戦っているあたり、モモの喧嘩けんかっ早い気の短さは昔と変わらない。

「ま、セーブしてるみたいだからいいけど」

　だいぶ頭に血が上っているようだが、暴走はしていない。理性が飛んでいたらモモが好んで使う武器である糸鋸の音はしていないはずだ。

　噂に聞く姫騎士をモモが引き付けている隙に、メノウは一等車両を通り過ぎた。

　個室を確認して回ったが、貴賓車両は特に問題はなかった。

　アーシュナは切り倒したテロリストたちの命までは奪っていなかったようだ。縛り上げられた賊のほとんどは意識を失い、一部は痛みでうめき声をあげていた。ご丁寧にも手足の腱を斬ってあるあたり、容赦がなく周到だ。

　これなら機関車両も手抜かりはなさそうである。

　次の停車駅までもう間もなくだ。テロリストどもはそこでアーシュナが引き渡すだろう。メノウが気をつけるべきは、自分とアカリが勘の鋭そうなアーシュナの目に触れないようにすることだけだ。

　モモが負ける心配は、そもそもしていない。

　アーシュナは騎士の中の天才かもしれない。

　だがモモは、処刑人の中での鬼才だ。

　あの修道院を統括する導師マスターをして『育てる意味がない』と言わしめた才能の持ち主である。アーシュナのことはモモに任せておけば問題なしと判断したメノウは、そのまま機関室へ向かう。この列車の操縦と動力源を担っている場所だ。一応、確認しておこうというだけだった。

「お、神官さんか」

　強面こわおもての機関員がメノウの神官服を見て緊張を緩める。

　テロリストが乗り込んでいたのである。部外者が入れば警戒もするだろうが、基本的に神官の信用度は高い。

　メノウも穏やかに微笑んで相手の緊張を解く。

「ええ、偶然この列車に乗り合わせていたので。こちらはご無事ですか？」

「こっちのほうは姫騎士さんがやってくれたぜ。すげえ美人なのに、強いのなんのって！」

「うちの姫さんはさすがだぜ。あっという間にばっさばっさとやってくれたんだ。知ってるか、神官さん？　世直し漫遊で有名なアーシュナ殿下だぜ！」

「ええ、知っています。すれ違いだったのは、ちょっと残念ですね」

　自国の姫だけあって自慢なのか、得意げに姫殿下の勇姿を語る。

　メノウは会話に応じながらも捕まっているテロリストどもを確認する。三人がまとめて縛りあげられていた。血の臭いがするのは、一等車両と同じく手足の腱を斬ってあるからだろう。

　やはり問題はなさそうだ。いまアーシュナと戦っているモモも、次の駅で停車する前には切り上げるはずだ。機関員との会話が一段落したら後部車両に戻ってアカリを安心させてやるか、と思った時だった。

　魔導の気配を感じた。

「神官さんにも見て欲しかったぜ、姫様の戦いぶり──お？　どうかしたか？」

「いえ……」

　メノウは縛られているテロリストの一人に鋭い視線を向ける。三人まとめて縛られて気絶していたと思いきや、一人は狸寝入りだったらしい。

　男の腹部から、わずかに赤い導力光が漏れていた。

「そっちのあなた。体の中に、なにか仕込んでるわね」

「く、くくく……バレたか」

　テロリストの一味の一人が冒険者上がりかなにかで、魔導の心得が多少はあったのだろう。なんらかの導器を事前に飲み込んで、腹に仕込んでいたのだ。

　それを、いまになって起動させようとしている。

「だが、もう遅ぇぞ！　ガルムに着けねえなら、縛り首になっちまうからなッ。この列車に乗ってるやつ、全員道づれだぁ！」

「させな──は？」

　道連れというくらいなら爆発系のなにかだと判断する。自爆など封殺してくれると起動気配から男の体に仕込まれているものの正体を探ったメノウは、目を見開いた。

「原色理ノ赤石？」

　ありえないはずの一品に、メノウは絶句する。

　いまメノウが口走ったものは、導力銃とは次元が違うほど貴重な導器だ。禁忌指定なのはもちろん、入手難度が導力銃の比ではない。なにより有用に扱うためには高度な魔導技術が必要だ。

　そして、それを人間に仕込んで起動すれば、素材となる使用者には最低な末路が訪れる。

「あ？　名前なんて知らねえけど……へへっ！　てめえの反応からするとたいしたもんみたいだな！　いざという時のために飲み込めって────あブぁ？」

　得意げに語っていた男の皮膚が、ずるりと剝はがれて開いていた口に殺到した。

　なにが起こったのか、わからなかったのだろう。口の中に自分の体の表皮を詰め込まれ、喉のどから胃へと強制的に流し込まれた男は、不思議そうにピンク色になった自分の体を見る。なんだこれ、と彼の目は純粋な疑問に満ちていた。

　メノウが、止める間もなかった。

　次の瞬間、彼の体が捏こねられた。

「ぁばあばにぐギィ」

　皮膚の次は、肉だった。男の肉体が、腹に仕込まれた原色理ノ赤石に引き寄せられる。体内で発生した不自然な力に筋繊維がよじれて千切れ、骨がありえない方向に歪んで四肢をあらぬ方向に暴れさせる。

　人の形を保つために抵抗できたのは、ほんの一瞬だった。

　生き物が潰れる、不愉快な音が機関室に満ちた。

　人体の物理限界を超えた吸引に、肉が潰れ、骨が砕ける。同調起動を施されていたのだろう。一緒に縛られ気絶していた男たちも同様だ。縛られていた男たちは、悲鳴すら満足に上げられない勢いで体の表面が内部の一点に集まるように縮まっていく。

　ぱさり、と軽い音を立てて男たちを拘束していた縄が床に落ちた。

　凄惨せいさんな光景を正視できなかった機関員の男たちが、吐瀉としゃ物を窓から吐き出す。

　人の体を肉団子にしても、異常な現象は止まる気配を見せない。固形物を液状化させるまで執拗にすり潰す。血しぶきが散らされることはない。一滴たりとも無駄にしないと吸い寄せながら、人だったものを丸め、ぐにゃぐにゃと不定形にうごめかせる物体となり果てた。

　固体だった人間の体が流動的になるまで捏ねられ、必要な素材が選別されていく。

　うごめく粘体はゆっくりと首をもたげるようにして起き上がり、ぽいっと余計なものを外に投げ捨てた。起動した導器に呼応して、求める色以外に不要なものを丸めて捨てたのだ。

　びちゃり、と、少し前までは人だったはずの残骸ざんがいが床に広がる。

　残ったのは目が覚めるような原色だ。

　世界を鮮烈に彩いろどる一色、原色の『赤』が抽出された。

　赤い結末に至ったのは起動させた男だけではない。全員が赤石を飲み込んでおり、同調起動を仕込まれていたのだ。おそらく別車両にいるテロリストも全員、同じ有様ありさまになっている。

　その証拠に、一等車両のほうから早くも『赤』が這い寄ってきた。

「ちっ」

　ここで起動の核となった赤石を潰したら、その時点で同調起動した『赤』は各々で本格的な駆動を開始する。そうなった場合、相手の力は分散するが、駆動した『赤』の近くにいる乗客が餌食えじきになる。

　総体的な力を削ごうが、数が増えれば逆に対処が厄介になる。ならば、ここの一か所に集めさせて処理した方がいいと即断。メノウは起動までの時間を使って機関員たちの背中を叩く。

「早くここから逃げなさい！」

「で、でも、俺たちがここを離れるわけには！」

　機関員の視線は、導力機関に向かっていた。

　列車が走行中で、なにより停車駅が近いのだ。そんな時に、操縦と動力が一緒になっている機関室を離れたいはずがない。

　だが、そんなことを言っている場合ではない。

「大丈夫よ。いざとなれば私が動かすわ」

「そんな無茶なこと──」

「やるわよ！」

　メノウは激しい剣幕で怒鳴りつけてから、やわらかい笑顔に切り替える。

「信じなさい。私は第三身分コモンズの味方の聖職者なのよ？　神官は清く正しく、そして強いの」

　なだめるような、明るく優しい説得だ。メノウに諭された機関員の男たちは目を合わせて頷き、機関車両から出ていく。

　彼らを見送って、メノウは改めて相手に向き直る。

　這いずる合計十六の『赤』が、一つに寄り集まっていた。十六人分の人間を素材とした『赤』の抽出を終え、併呑した導力によって禁忌の導器『原色理ノ赤石』が起動する。

『導力：素材併呑──原色理ノ赤石・内部刻印魔導式──起動【原色ノ赤・甲殻騎士】』

　人という素材から抜き出された世界を彩る根源の一つ、原色の『赤』から現れたのは、一体の魔導兵だ。メノウへと剣を向ける姿は、おとぎ話にいる騎士を連想させる。一分の隙もないフルアーマーに、盾と剣。造られた組成のすべてが、ただ赤い。

「現出は騎士、か。天使や竜じゃないぶんマシだけど」

　メノウは太ももから短剣を抜き放ち、半身になって構えをとる。

　並みの人間十六人分の素材ではこの程度なのだろうが、軽視できる相手ではない。最低でも、十六人分の素地を持った魔導兵なのである。

　赤の魔導兵が斬りかかってきた。


「ぐっ……！」



　初手を短剣で受け流したメノウは苦悶くもんの息を漏らす。

　重い。

　まともに受け止めれば体が浮くような一撃に顔をしかめつつも、メノウは相手の剣を捌さばく。赤い魔導兵の膂力りょりょくは、導力強化をしたメノウを優に上回っている。逆に突くべき欠点は技巧のなさ。だが、この狭い車両では力任せに暴れるだけでも脅威だ。

　魔導兵は動いた分だけ導力を消費し動きが鈍くなる。本来なら多数で取り囲んで徐々に削っていくか、距離をとって動けなくなるまで遠距離で戦うのが定石だ。

　普通の神官だったら、五人がかりで相手をしなければならないだろう。かなり厄介な強敵である。

　だが、早くも魔導兵の性能を読みきったメノウは、確信を込めて断言する。

「問題はないわね」

　原色ノ理赤石は脅威の魔導素材だが、この魔導兵はそれを活用しきれていない。

　原色概念から生みだされる魔導兵の性能は、ピンからキリまである。強力なものならば、それこそ一国が総力を挙げなければ討伐とうばつできないが、今回は劣悪な部類だ。おそらくは魔導兵を生み出すことよりも、テロリストどもの口止めが主な目的だったのだろう。

　技巧のない力任せの剣を、メノウは冷徹な動きでいなし続ける。

　このまま接近戦で魔導兵を消耗しきらせる。あとは機関室の機材を傷つけさせないように戦えばいい。相手が力尽きるまで時間稼ぎを、とメノウが戦略を決めた時だった。

　窓から、ひらりとなにかが入ってきた。

　モモとアーシュナが戦っている車上から、モモが使う糸鋸が窓から飛び込んできたのだ。

　糸鋸は軽い。列車の上での戦いの最中にアーシュナが跳ね飛ばしたのかモモがぶん投げたのか、手元から離れたものが風にあおられて来たのだ。

　普通の糸鋸だったら、無害な闖入ちんにゅう物である。

　問題は、この糸鋸には【固定】と【振動】の魔導がかかったままだったことだ。

「ちょ」

　とっさに車外に弾き飛ばそうとしたが、よりにもよってそのタイミングで魔導兵がメノウへと斬りかかる。後退を余儀なくされ、窓から入った糸鋸は機関室の床に落下した。

　床に触れた高速振動する糸鋸が、機関室内でめちゃくちゃに跳ね回った。

「ちっ！」

　不規則な軌道で襲いかかってきた糸鋸を短剣で弾き、悪くなった状況に舌打ちする。

　規則性なく跳ねまわる糸鋸は、魔導兵に直撃しても甲殻をわずかに削るだけだ。だが同じ空間にいるメノウからすれば、高速振動する糸鋸の直撃はごめんこうむりたい。

　メノウは跳ね回る糸鋸に流し込まれた導力残量を看破し、即座に計算する。

　およそ、三十秒。それだけの時間で、糸鋸の振動と固定化は解かれる。

　状況は悪いほうに変わった。それでも依然として、メノウを窮状に追い込むほどではない。

　敵である『赤』の魔導兵を相手にしつつ、車内に跳び回る糸鋸からも注意を離さない。正面から斬りかかってきた魔導兵の剣を受けたタイミングで、跳ねるたびにじゃりじゃりと床や壁を削る糸鋸が背後から襲いかかってきた。

　運のなさを呪いつつも、メノウは神官服の裏地に刻まれた紋章に導力を通す。

『導力：接続──神官服・紋章──発動【障壁】』

　糸鋸は背中に展開した障壁に弾かれる。天井てんじょうに飛んだ糸鋸は、まだ止まらない。今度は魔導兵の頭に当たって真正面から向かってくる。

　そろそろ糸鋸の導力が切れる頃だと、身を引いてかわした瞬間だった。

　追撃を仕掛けようと、魔導兵が無意味なほどの大きな動きで剣を振りかぶった。

　その予備動作を見たメノウは、自分のミスを悟った。

　メノウの身に危険はない。次に繰り出される力任せの魔導兵の剣など避けるのは簡単だ。

　だが、いま振り抜かれようとしている赤い剣の軌道の途中に、導力機関の制動弁装置があった。

「くっ──」

　慌てて前に出ようとするが、止められない。力では相手が上なのだ。体勢が万全でなくては受け流すことができない。

　魔導兵の赤い剣が、機関室にある制動弁装置を薙なぎ払はらった。

「このっ、クソ人形！」

　思わず口ぎたない罵ののしりが飛び出た。

　機関室の制動弁操作の装置を壊されては、列車の停止装置が作動しなくなる。導力機関を破損させないように立ち位置には気をつけていたが、先ほどの糸鋸のせいで間合いの読みを崩された。魔導兵の稚拙ちせつな剣技の振りの大きさが、メノウの目測を誤らせた。いや、そんな言い訳など利きかないほどの失態だ。

　からん、と軽い音が鳴る。いまさらになって導力を使い果たした糸鋸が床に落ち着いたのだ。


「ああ、もうっ……！」



　なんでこうなったという苛立いらだちを呑み込んで、メノウは頭を回転させる。文句を言っても状況は変わらない。思考の優先順位を魔導兵からこの列車の安全そのものへと切り替え、解決手段を考える。

　減速できない列車など、最悪の物体である。

　速度を緩めずに進めば、よくてどこかのカーブで脱線事故を起こすか、下手をすれば前の車両に追いついて追突事故を起こす。どちらにしても、乗客が無事ではすまない。

　だがまだ手遅れではない。

　まずはモモを呼び戻す。いや、こうなればアーシュナにも協力を要請するべきだろう。自分の存在を隠しておきたいという贅沢を優先させる事態ではない。優れた魔導の使い手がメノウも含めて三人もいるのならば、列車を止めるための対策はいくらでも打てるのだ。

　魔導兵を相手にしながら、列車を止めるための計画を練っていた時だった。

　メノウの視界の端に、モモに蹴り落とされて列車から落ちたアーシュナと、それを追って列車から飛び降りたモモの姿が映った。

「な、んで……！」

　このタイミングで、と思ったが、逆だ。

　メノウが機関室で戦闘を始めたからだ。その気配にいち早く気がついたモモは、アーシュナが機関室の戦闘に興味を向ける前に列車から蹴り落としたのだ。

　モモの判断が間違っているとはいえない。事実、メノウもアーシュナと顔を合わせたくはなかった。モモも、まさか列車の減速装置が壊れるとは考えてもみなかったのだろう。

　モモとアーシュナの二人がいたならともかく、メノウ一人では列車を止めるのは不可能だ。

　導力が、絶対的に足りない。メノウの内蔵導力は平均よりは優れているが、モモやアーシュナのように並外れているわけではないのだ。

　ならば機関士に協力を要請すればどうだ。ダメだ、彼らではあらゆるものが足りない。あるいは制動弁装置の修理は可能か。いいや、どう考えても時間がない。他にもなにか手段はないか。魔導での強制停止以外の手段は。乗客だけでも安全に脱出させられないか。

　列車にある要素を勘案して実現可能かどうか検討けんとうしては、却下を続けたメノウは結論を出してしまった。

　無理だ。止められない。奇跡でもない限り事故が起き、多くの死傷者が出る。

　ぱっ、とメノウの脳裏のうりにプラットホームであやした童女の笑顔が思い浮かんだ。

　アカリと一緒にはしゃいでいた幼い彼女も、この列車のどこかに乗っているのだろうか。

「……っ」

　奥歯を強く嚙かんだメノウが、自分の力不足を痛感した瞬間だった。

　カチリ、と空気を震動させない音がした。

　世界が、ズレた音だった。




「ははは！　なかなかやってくれるな、モモ！」

　列車から飛び降りた先で響いた笑い声に、モモは顔をしかめた。

　糸鋸を一本犠牲にして隙を作って列車から蹴り落したはいいが、アーシュナは健在だった。服こそ土にまみれてはいるが普通に無傷だ。けらけら笑って戦闘態勢を崩さない。

「列車から叩き落しても無傷とかぁ、やっぱりおかしーですねぇ。……死ねばよかったのに」

「ふふん。この程度でまいるような鍛え方はしていないさ。モモもだろう？　さすがだな」

「あなたと一緒にされるとかぁ、不愉快すぎて怖気おぞけがしますぅー。姫ちゃまがキモすぎて体調不良になりそうなので、帰っていいですかぁ？」

　アーシュナの王剣は刃こぼれしつつも折れるには到底至らず、モモは二本目の糸鋸をミニスカートの裏地から取り出したところだった。

　二人が同時に目の前の相手から意識を逸らして周囲を警戒する。


「いまのはぁ……？」



「……なんだ、これは」

　戦っている相手よりも、原因の確認を優先しなくてはならないと思わせる強迫観念に襲われたのだ。同じタイミングで戦闘の動きを止めた二人は、相手が自分と同様の違和感を抱いていることを悟る。

　いま感じたのは、内臓が浮くような浮遊感に似ている感覚のズレだ。

　空間が浮いて落ち、あるべきところに嵌はまった。収まるべきところに収まるまでに振動したズレが、意識を直接揺さぶった。無理やり言葉にすれば、そんなありえないような根本的な変動。だというのに、世界はなにも変わっていない。

　死闘にあっても彼女たちらしく笑っていた二人が、わずかに青ざめていた。

　二人は同時に同じ言葉を呟つぶやく。

「きもち、わるい」

　列車は線路を走り、戦いの手を止めた彼女たちから離れていく。導力機関から排出される導力光が、きらきらと散らされる。

　空中に散らされた残光には、ほんのわずかだけ列車の導力光とは違う燐光りんこうが混ざっていたことに、モモとアーシュナは気が付かなかった。




　列車から降りた二人と同じ不快感を、メノウも抱いていた。

「なに、いまの」

　魔導兵の剣を弾きつつも、メノウは眉をひそめる。

　正常に動いていた時計が、なんの前触れもなく逆に進むのを目まの当あたりにしてしまったかのような気持ち悪さだ。しかも原因を探究すべく時計を分解しても一切の故障がなかったことを確かめてしまい、原因がないのだからと据わりの悪い気分もそのうち気のせいだと忘れてしまう。

　そんな、ズレ。

　だが、原因を探る間もなく事態は進む。

「メノウちゃん！」

「は？」

　違和感を抱えつつもメノウが目の前の魔導兵を相手にしている時だった。

　隣の車両から一人の少女が駆け込んできた。

「アカリ!?　なんで!?」

　胸を揺らして息を切らしている黒髪の少女は、見間違えようもなくアカリだ。後部車両からここまで走ってきたようで、息が上がっている。

　ありえない人物の登場に一瞬、メノウの動きが固まる。

　その隙をついて魔導兵が斬りかかった。狙いはメノウではなく、見るからに無防備なアカリだ。

「ひゃう!?」

「ぁっぶな！」

　突き出された赤い剣を、ぎりぎりでメノウが防いだ。

　とっさにアカリの前に割って入り、彼女をかばう位置に立つ。相手の力を受け流し、導力を短剣に刻まれている紋章の内の一つに流し込んだ。

『導力：接続──短剣・紋章──発動【疾風】』

　短剣から発生した突風が魔導兵に直撃し、車両の壁まで吹き飛ばす。

　壁に叩きつけられた魔導兵は、痛痒を感じなかったように平然と起き上がる。実際、ダメージはほとんどない。魔導兵は核となるものを砕かなければすぐに再生するのだ。

「あ、ありがとうメノウちゃん。かばってくれて嬉しいっ。さすがメノウちゃん！　でもあの赤い人なに!?」

「そんなことよりさぁ！　なんで来たの!?　ねえ、なんで!?」

　能天気なアカリの疑問など知ったことではない。思わず怒鳴りつけてしまう。

　はっきり言って、この場において戦闘力ゼロのアカリは邪魔以外の何物でもない。別に見られて困るものはないが、いても足手まといだ。

「だ、だって、なんか縛ってた人たちが急にぐしゃってなって、それで赤いぬめぬめが前の車両の方に行って……！」

「だからって、それを追いかけるかなぁ!?」

　確かに人体が『赤』の素材とされる光景は明らかな異常事態だが、それで『赤』を追いかけてこっちに来ようという根性がすごい。

「おとなしくいい子で待っててって私、言ったよね!?　聞いてなかったっ？　それともアカリは悪い子なの!?」

「どっちでもないよ!?　メノウちゃんが心配だっただけのいい子だよ、わたしは！　むしろ褒めて!?」

「褒めるわけあるかぁ！」

　アホな返答を聞いて、そうだ、こいつは意外と図太いんだったと歯嚙みをする。

　最悪もいいところである。

　目の前の魔導兵は人体を素材として取り込み、【力】を動力にして駆動している。そして消費分を周囲から取り込む特性まである。人体の『赤』の原料はともかく、純粋概念由来のアカリの導力を取り込まれてしまってはなにが起こるかわからない。

　運がよければ機能不全を起こすだろう。もしかしたら、アカリが復活できない事態になってくれるかもしれない。そうなればメノウの任務は達成だ。

　そして運が悪ければ、【時】の純粋概念を宿す無差別殺人魔導兵器の出来上がりである。

「もぉおお！　ほんと、なんで来ちゃったかなぁ！」

「ご、ごめんって！　泣かないで、メノウちゃん！」

「やっかましいっ！」

　涙がにじんでくるくらいに厄介さが加速しているが、その元凶に慰められても嬉しくない。悪くなるばかりの事態をどうしようか、必死に考えている間にも魔導兵は襲い掛かってくる。後ろのアカリはぎゃあぎゃあ騒ぐ。列車を止める案は思い浮かばない。明確な脅威と、びっくりするぐらいの能天気が混在する。

　プッツンとメノウの中でなにかが切れた。

「ええい！　うっとうしい！」

　もうこうなってしまってはと腹をくくったメノウは短剣を投げつける。

『導力：接続──短剣・紋章──二重発動【導糸・疾風】』

　手から離れるまでの一瞬で、短剣に刻まれている二つの紋章を起動。短剣の柄頭つかがしらに導力の糸を形成し、糸を通してメノウの手とつなげる。同時に発生した風の勢いを味方につけて急加速をした刃は、魔導兵の甲殻に突き刺さった。

　これで経路はつながった。

　あまりとりたい方法ではないが、アカリの登場のせいでゆっくり戦う猶予もない。短剣から伸ばしてつながった導糸を通して、メノウは自分の【力】を流しこんだ。

『導力：接続（経由・導糸）──原色理ノ赤石・甲殻騎士──外部侵入──

　突き刺さった短剣から魔導兵の内部へと、メノウの導力が侵入しようと流れ込む。魔導兵の動きが、ぴたりと止まった時だった。

　すさまじい抵抗力で導力が逆流してきた。

　精神が存在しない魔術式仕掛けの魔導兵が、導力による内部侵入に対して力技のプロテクトを作動させた。自らを駆動させる導力をメノウの内部侵入に対抗するために使っているのだ。

　逆流は想定ずみである。人数がいれば魔導兵の動きが止まった隙に核を潰すのだが、まさかアカリに頼むわけにもいかない。魔導兵への介入を続けながらも、並行して教典に導力を流す。

『導力：接続──教典・十章九節──発動【幸いを求める限り、汝の災いを受けるものがある】』

　紋章の二重起動、教典魔導の展開、魔導兵の内部刻印魔導式への侵入と改竄かいざん。

　三つ以上のまるで異なる魔導行使を同時進行でやってのける熟練の技だ。だが、卓越した導力操作技術を誇るメノウをしても、容易ではない。

　メノウの顔が、苦痛で歪む。頭はフル回転して神経が焼け焦こげそうなほど急加速している。導力を限界まで引き出し操あやつる負荷で、全身から滂沱ぼうだの汗が流れ出る。こんな無茶、そうそうできるものではない。行使し続ければ、魂と精神が干からびてしまう。

　それでも、メノウは歯を食いしばって集中力を維持し続ける。

「ふっ、ぅうううう！」

　脳みそが、焼やけ焦げそうだった。

　魔導兵から逆流してくる【力】の奔流を受け止めているのだ。【力】がせめぎ合う摩擦が発動している防壁を崩そうとする。防壁となっている教典を失えば、逆流してくる導力はそのままメノウの肉体と精神を蹂躙じゅうりんするだろう。

　だが、それよりも早く終わった。

『魔導式改竄──命令【自己破壊】』

　命令が、通った。

「っぅし！」

　激しい抵抗を続けていた魔導兵が溶けて形を崩す。メノウは躊躇なく核となっていた赤石をまとめて踏みつぶした。

「ああ、もう……！」

　無事の勝利。だがメノウは、勝ち星に喜ぶでもなくアカリに目を向ける。

　列車を止めるために導力を温存しておきたかったというのに、最後の力比べのせいでメノウの残存導力は半分を切っていた。


「アカリのバカ……。アカリが来なかったら、ここまで無茶しなくてもよかったのにぃ……！」



「ご、ごめん。よくわからないけど、ごめん。なんか邪魔だっいぴゃおよ！」

「す、ご、く、ね！」

　苛立ち混じりにアカリの頰を引っ張る。

「アカリへの罰は、また今度ねっ。いまは忙しいからっ」

「ええ!?　ほっぺたぎゅー以上の罰があるの!?」

「あるわよ！」

　アカリへの罰はそこそこに、メノウは導力機関を確認する。アカリの乱入のおかげ、というのは癪しゃくだが猶予ができたのも事実だ。

　急いで導力機関の状態を確認したメノウは肩を落とす。

「やっぱり……」

　修復を望めないほどに制御弁装置が壊れていた。

　悄然しょうぜんとするメノウの様子を不審に思ってか、不安げなアカリが後ろから覗き込んでくる。

「メノウちゃん。その機械が壊れちゃってるみたいだけど、なにか問題あるの？」

「うん、実は……あ」

　もう誤魔化ごまかしきれない。起こりうる列車の事故のことを正直に打ち明け、覚悟だけはしてもらおうとした時、メノウは気がついた。

　顔を上げて、まじまじとアカリを見つめる。

「え、どうしたの、メノウちゃん。えへへ。そんなに見つめられると照れるよ！　わたし、見つめたくなるくらいかわいい？　あ、メノウちゃんは、とっても美人さんだと思います！」

　真正面から見つめられたアカリは言葉通り照れているようだがそれはどうでもいい。世迷言よまいごとを無視して、アカリの特性を勘案する。

　列車を無理やり止めるための手段を実行するには、メノウでは導力が足りない。

　だが、魔導適性がずば抜けている異世界人のアカリなら？

「……アカリ」

　問題は、ある。

　それでも、迷いは一瞬だった。

「あなたは、私を信じてくれる？」

「もちろん」

　答えは早かった。

　メノウの言葉の意味を問うまでもなく、アカリは即答する。

「言われるまでもないよ。わたし、メノウちゃんのことを信じてるもん！」

　なぜかと思うほどの信頼感でもって無邪気に笑いかけた。




　列車の上に立ったメノウは、ポニーテールをたなびかせながら後ろへと流れる景色へ厳しい目を向けていた。

　前方の遠くには、次の停車駅が見えていた。また豆粒のように小さいが、線路をたどることで容赦なく近づいていっている。運行ダイヤの調整のために本来ならば減速しなければならない段階だが、この列車は減速がままならない状態だ。

　整備士に導力機関の停止は頼んであるが、一度速度のついた列車はブレーキなしではなかなか止まらない。大きなカーブがなかったために脱線こそしなかったが、しかるべき速度調整ができなかったこの列車はすでに先行していた前の列車に追いつきかけている。

　このままでは停車駅の前後で、先行列車に追突することになる。

　乗客全員を無事に生還させるには、この列車を力づくで止めるしかなかった。

「めめめめ、メノウちゃん」

　厳しい面持ちをするメノウの名前を呼んだのは、がくがくと膝を震わせているアカリだ。同じく列車の上にいる彼女は、吹き付ける風で髪をばさばさにして、スカートがめくれないようになんとか手で押さえている。

「すっごく怖いんだけど！　なんで列車の上に乗ってるの!?」

　涙目で訴えかけてくるアカリに、メノウは肩をすくめる。

「前後の状況が確認しやすいのがここなのよ」

「でもぉ！　手すりもない列車の屋根に上がるとか、間違ってると思う！　すごく怖いんだよ!?」

「はいはい。緊急事態なの。怖いのはわかるけど、落ち着きなさい」

「無理だよぉ！　それにメノウちゃんは怖い顔してるしっ。わたしはどっちかっていうと、笑顔のメノウちゃんのほうが好きです！」

　悲鳴混じりなのに能天気さを感じさせるアカリに、少し口元が緩んだ。

「だいじょーぶよ。ほら、手をつなぎましょう。少しはましになるでしょ」

　アカリのご要望通り、笑顔を浮かべたメノウが手を差し出すと、怯え顔からぱっと笑みを輝かせた。

「えへへー、やっぱりメノウちゃんは笑ったほうがかわいいね！」

「どういたしまして。あんたの笑顔は平和なくらいバカっぽいわね」

「うん？　褒めてくれてるんだよね？」

「ええ、もちろんよ」

　手をつないでご機嫌なアカリへすまし顔で返事をし、メノウは改めて列車を見る。

　導力列車は何百人もの人を収容して運行する鋼鉄の塊だ。これを止める。しかも、安全に。

　言うまでもなく、単独で達成するのは非常に困難だ。魔導を駆使すれば不可能ではないとはいえ、運行中の列車の運動エネルギーのすべてを緩和させるほどの導力をメノウが持ち合わせていないことがネックだった。

　そこで、アカリの出番である。

「さっきも言ったけど、この列車を止める魔導を使うために、あなたの【力】を借りるわよ」

「うん」

　メノウが考えたのは、アカリの導力をメノウが引き出し、メノウだけでは足りない導力分を補おうという考えだった。

　異世界人である彼女が持つ導力量は膨大だ。質、量とも十分以上に足りる。

　だが、問題はある。

　まずアカリは導力の細かい操作はできない。ほとんど無意識で魔導を行使する彼女は【時】の純粋概念由来の導力操作以外は使えないのだ。

　だからこそ、メノウがアカリの導力を操る。手をつないだのは、そのためでもあった。

「……ごめん。先に断っておくけど、かなり痛いかもしれないわ」

　導力は、魂より発生し、精神で律して、肉体に満ちる。

　魔導兵のような精神と魂が存在しないものならば比較的容易に干渉できるのだが、それでも抵抗されれば接続は困難を極きわめる。

　人は普通、他人の精神を受け入れない。他人の導力に対して、肉体、精神、魂のすべてが拒否をする。侵入される方はもちろん、侵入するほうも同じ拒絶反応を示すのだ。

　だから普通ならば他人の導力を操ることなどできない。

　可能とするには魂と精神を破壊して抵抗を減らすか、よほど信頼されるかだ。前者では肉体の拒絶反応が残るし、後者の場合、それこそ互いにすべてを預けるほどの信頼関係が必要となる。

　まだ出会って二日目の相手に請うような方法ではない。

　だが、可能性はあった。

　アカリがメノウに見せる無償の信頼感。それに賭かけた。

　そしてメノウのほうは、そもそも問題がない。

　故郷が白く滅んだ時にメノウは一度、自己のほとんどを喪失した。自分とそれ以外の境界が取り払われた名残なごりで、メノウは他者との導力接続を苦痛なく行うことができる。

　メノウの説明を聞いたアカリは困り笑顔になりつつも、はっきりと頷いた。

「痛いのは嫌だけど……メノウちゃんになら、大丈夫だから」

「ありがとう、助かるわ。……ほんとうに」

　礼を述べてから、メノウは教典へと導力を流し込む。

『導力：接続──教典・一章二節──発動【杭くいを打ちて、始まりの地を知らしめる】』

　ほとんど一瞬ともいえるほどの構築速度で、列車の上から地面、さらには地下まで導力を通して、線路の下にある地脈へ魔導的な楔くさびを埋め込む。

　第一段階は成功だ。まだアカリの導力をもらう必要はない。

　息を吐く時間も惜しいと、メノウは続けざまに教典に導力を流し込んだ。

『導力：接続──教典・八章十二節──遠隔発動【正門に跪ひざまずけ。門前は主に続く道である】』

　列車が通り過ぎた後方で、光の門が形成された。

　列車の上にいるメノウではなく、地脈を通じて先ほど楔を打ち込んだ場所を起点に発動したのだ。

　列車が通り過ぎた線路上で遠隔発動した光の門が、ゆっくりと開門した。

　開いた門の内部へと吸い寄せられるような力場が発生する。

　光の門は捕縛用の魔導なのだ。捕縛対象に設定された列車をとどめようと引き寄せる【力】は、目に見える光の筋となってきらめき、列車から門へと引き寄せられる軌跡を描く。

　発動した光の引力に、列車がほんのわずかに減速した。だが、体感できるかどうか怪しいほどに緩やかな減速だ。メノウの導力量では高速運行する列車のエネルギーを削ぐよりも、あっという間に目減りする残存導力が尽きるほうが早い。

　自らの魂から【力】が干上がっていく中、それでもメノウは冷静だった。

「いくわよ、アカリ」

「……ん！」

　痛みを覚悟してか、アカリがぎゅっと目を閉じる。

　つなげた手から、メノウはできる限り慎重に己の導力をアカリへと入れる。

『導力：接続──トキトウ・アカリ──』

　抵抗は、ほとんどなかった。

　あまりにもなめらかな接続に驚きつつもアカリの精神から魂へ埋没し、メノウは戦慄せんりつした。

　なにかが、あった。

　どこか、懐なつかしいような、けれども決定的に違う、なにか。この世界に遍在しているべきであり、人の身になどあってはならない膨大ななにかが、アカリの中に濃縮されている。

　メノウの背筋が、ぞくりと冷える。

　全身の血が凍るような不気味さを放っている『なにか』こそが純粋概念だ。人が決して触れてはいけないと感覚的に理解できるほど、広く、深く、おぞましい力である。

　メノウは綱渡りをするような慎重さで、アカリの魂にある純粋概念には触れないよう肉体の上澄みに満ちる導力だけを掬すくう。

『抽出・【力】──』

「──んぁッ」

　アカリの肩がピクリと跳ねた。頰を紅潮させて、熱い吐息を漏らす。

「ぁ、メノウちゃん、がぁ、中にひゃぅん」

「変な声出さないでくれないかしら……？」

　反応が無意味に色っぽい。

　遠隔魔導展開を維持しながら思わずジト目になったメノウに、頰を染め目を潤ませたアカリが訴える。

「だ、だってぇ、くすぐぅんっ、たくってぇ」

「……その程度ですんでてよかったわ」

　モモとは違うあざとさというか、モモにはない天然の色気からそっと目を逸らす。

　本来、他人の導力を操ろうなんてことをすれば、互いに激痛が走っておかしくない。肉体を通して精神、果ては魂に触れかねない行為だ。内部に侵入されることに対しての不快感は当然、激しい反発があってしかるべきなのだ。

　メノウの肉体と精神、魂に抵抗がないのは『そういうものだから』ともかく、メノウの侵入を受けるアカリも恐ろしいまでの抵抗のなさでメノウの【力】が浸透する。

　導力を通す抵抗が『くすぐったい』ですんでいるのは僥倖ぎょうこうというか、単純に、アカリがメノウを信じているからこそだ。

　心の底から。肉体と精神を素通りさせるほど。魂の、源から。

　その信頼が、伝わってくる。

　なぜここまで心を預けてくれるのか、わからない。

　だが、信頼されているのならばそれを利用するのが処刑人だ。メノウはさらに意識を深く集中させる。

『──経由・メノウ──導力：補塡──発動維持【正門に跪け。門前は主に続く道である】』

　遠方で発動していた光の門が、巨大化した。

　遠ざかることで徐々に小さくなっていたものが、突如として膨れ上がる。距離感がおかしくなるほどの急激な変化だが、変わったのは目に見える大きさだけではない。

　急ブレーキをかけたかのように、列車が減速した。

　反動で、進行方向とは反対の負荷が体にかかる。メノウはバランスをとりながら、とっさにアカリが車体から落ちないように抱き寄せる。無論、魔導発動の維持からも意識をそらさない。決してちぎってはいけない蜘蛛くもの糸をつむいで織り込んでいくような繊細さで、アカリから受け取った【力】を捕縛魔導に注そそいでいく。

　地脈を通した遠隔魔導展開の維持は困難だ。列車の運行エネルギーを削ぐほどの大規模の魔導行使でありながら、列車が脱輪しないように繊細な【力】の調整も必要だ。しかも離れた距離に比例して、魔導の手綱を握り続ける難易度は跳ね上がる。

　体が真っ二つになりそうだった。自分の許容をはるかに超える導力量を扱いながら、いつも以上に繊細なコントロールを強いられる。相反する二つの要素の綱引きが、容赦なくメノウの精神に負荷をかける。

「ぁ、ぐぅ、づッ」

　メノウの精神にかかる重圧は、列車を受け止めているのと変わらない。自分の限界を超えた導力量を扱いながらも、メノウは一身に降りかかる苦痛を受け止める。

　列車が徐々に速度を落としていく。もう少しだ。意識が引きちぎれそうになるのをこらえ、メノウは目線だけ列車の進行方向に向ける。停車駅が近い。駅の構内で停車している別の列車が見えていた。精神を酷使し、【力】を振り絞る。絶対に、衝突はさせない。歯を砕く力強さで顎を食いしばる。息をする間も惜しい。限界まで魔導のコントロールを手放さない。

　減速し、減速し、車輪の動きが緩やかになって──列車が、止まった。

　激突の衝撃は、なかった。

「っはぁ！」

　息を、吐く。

　魔導を解除したメノウの全身から、どっと汗が噴き出した。いつのまにか止めていた呼吸を再開させる。息を吸うと、肺が膨らんだ。ちかちかと視界が白くなっている。いつの間にか、酸欠になりかかっていたようだ。

　ゆっくりと息を吐くと、徐々に視界は戻っていった。

　メノウは視線を前方に向ける。

　前の列車まで、一車両分の距離もなかった。

　わあ、っと車内で歓声が上がった。乗客か、機関士か、それとも全員か。自分たちが助かったことを喜ぶ声がこだまする。

　メノウは肩の力を抜く。緊張感から解放され、ふらりとよろめいた体が誰かに支えられた。

　アカリだった。

「やったね、メノウちゃん！」

　今度はアカリがメノウを支えて、力いっぱい抱擁する。

「さすがメノウちゃんっ。列車の人たちをみーんな助けたメノウちゃんは、神官さんの鑑だよ！」

「はいはい、そうね」

　はしゃぐアカリをあしらいながら、口元を緩めたメノウは下を見る。列車の乗務員が安全を確保しつつ、車両から客を降ろして駅の構内へと誘導していた。

　その中に、プラットホームで出会った童女もいる。列車の屋根の上にメノウがいることに気が付いてか、子供らしい無邪気さでぶんぶんと手を振ってきた。

「あの子も助かったんだね。全部、メノウちゃんのおかげだよ」

「……ん、そうね」

　笑顔で手を振り返しながら、メノウは少し照れくささをにじませつつ素直に頷いた。

「だって神官は、清く正しく、そして強いもの」

　たとえ、表向きの時だけだとしても。

　ただ人を助け、胸を張ってそう言えたことを、メノウは喜べた。
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　メノウが『日本』のことを知ったのは、修道院での教育によってだった。

　第一身分ファウストになれる人間は選出段階から女性で、同時に孤児だと決まっている。

　第一身分ファウストは結婚ができない。神官となった身は、生涯、家族を持つことは許されていない。もし婚姻を望むのならば、身分を捨てなければならない。主に身をささげて、というのが建前たてまえだが、第一身分ファウストという強大な権勢を持つ身分になるからこそ、世襲による悪習を防ぐための決まりごとだった。

　そんな中、特に素養が高い少女たちを集めた特殊な修道院があった。

　大陸全土に影響を及およぼす第一身分ファウストの総本山。聖地の奥深くにあり、外界から遮断された場所。導師マスターに連れられた幼いメノウが所属することになった修道院の生活は過酷だった。

　身体能力、魔導技術の向上を目的とした訓練。詐術、サバイバル技術などをはじめとした多様な技能の習得。あらゆる教養や専門性のある学問などの教育に対しても微塵みじんの容赦はなく、脱落者は数多かった。

　決して優秀ではなかったメノウは、導師マスターに連れられた修道院で日々を過ごしていった。

　知識として特に念入りに叩たたき込こまれたのは、『日本』という国のことだった。

　知れば知るほど、不思議な国だった。

　この修道院に来るまでの道中で知った社会とは違いすぎる制度の数々と、魔導の痕跡が見えない異色の技術体系。異世界にあると聞いて、ああなるほどとすんなり納得できるほど馴染なじみのない世界だった。

　そこから来る人間は残らず禁忌きんきなのだと聞いて、幼い頃のメノウは首を傾げた。

「禁忌？　……そこから来た人たちは、帰れないのですか？」

「いい質問だ、メノウ」

　町を真っ白にした白い少女のことを思い出しながら問いかけると、血よりも赤黒い髪をした長身の神官、導師マスターは答える。

「呼び出された異世界人が元の世界に帰れないのか。その答えは、かつて人類が絶頂を謳歌した古代文明にある」

「はい」

　身分を三つに分け、主により統治される現在の世界体制が構築されるより昔に、現在よりはるかに発展した文明を持つ時代があった。大地を制覇し、海を網羅し、空を超えて星々を渡ったという古代文明だ。

「不可能がないと謳うたわれた高度な文明。その繁栄は、数多くの異世界人の協力と、なによりいまは最大の禁忌である純粋概念を制限なく用いたことによってなされた」

　異世界人より得た知恵をもとに、彼らと積極的に協調し、概念異界より引き出した魔導によって発展した文明はある日、四つの人災ヒューマン・エラーによって滅び去った。

『塩の剣』『星骸せいがい』『霧魔殿パンデモニウム』『絡繰からくり世よ』

　四大人災ヒューマン・エラーと呼ばれている大いなる災厄は、いまなおこの星に深い爪痕つめあとを残している。

「古代文明は類たぐいないほど優秀な生活水準を達成したが、異世界人に大きく依存した文明でな。どのくらい依存していたかというと、この世界の言語が奴やつらの母国語で統一されたほどだ」

　導師マスターは皮肉げに口元を歪ゆがめる。

　すでに滅び去った文明ではあるが、それだけの価値が純粋概念と異世界人の知識にはあった。当時の遺物は古代遺物という呼び名で高く取引される。ほとんどは美術品扱いだが、一部、未いまだに機能しているものは、ほとんどが国宝級の価値を持つ。

「そしてその頃ですら、異世界人の帰還は不可能だったとされている」

　つまり来たくもないのに来てしまったところで、日本から来た彼らに帰る手段はないのだ。

「奴らはこの世界に来た時点で、魂に純粋概念を不安定な形で付与される。帰還はない。だから、この世界に来た異世界人は殺すしかない」

「その人たちは、なにか悪いことをしたのですか」

「いいや？　悪いことをした奴もいるだろうが、私の知る限りおおむね善良な人々だ」

「では、彼らの世界の思想が危険なのですか？」

「いいや？　この世界がそうであるように、彼らの世界の思想も様々に違いない」

「では、どうして？　殺す以外にも、なにか方法があるのでは？」

「そんなものはない」

　処刑人を育て上げる特殊な修道院の統括者である導師マスターは、考慮の余地もないと否定ひていした。

「なぜ殺すのか。それは、私たちが悪人だからだ」

　結論ありきの論法で、修道服に身を包んだ幼いメノウへと刻み込むように語る。

「正義のため？　教義のため？　主のため？　平和のため？　違う。そんな救いはない。そんな正しさなどあってはならない。私たちは報われない。私たちは称賛されない。私たちは惜しまれない。私たちは恨まれる。私たちは憎まれる。私たちは、いつか必ず使い捨てられる。──私たちは、そんな悪人だ」

　幼い心に、肉に、骨の髄にまで染しみ込ませるように。

「だから、奴らを殺せ」

　導師マスターは、メノウの耳元でささやく。

「対象の善悪にかかわらず、この世の純粋概念を有したすべてを殺せ。どんな手段をもってでも、奴らを殺せ。騙だまして殺せ。不意を打って殺せ。相手の手を握りしめながら殺せ。友情を語りながら殺せ。愛をささやきながら殺せ。臆病おくびょうで卑劣な卑怯ひきょうで卑猥な手段を駆使して殺せ。いつか自分が死ぬまでずっと、みじめで穢けがらわしい汚泥にまみれて殺し続けろ」

　異常な教えだった。

　世界のためでもなく平和のためでもなく我らが偉大なる主のためでもなく、ましてや第一身分ファウストのためでもない。人を殺すという悪徳に対して、なんの慰めにもならない教えだ。

　ただ、お前が悪人だから人を殺せ。

　自己の正当化が一切いっさいない教訓は、常人には耐えがたい。

　処刑人を育てるためといえ、そんな教育をしているのは目の前の導師マスターだけだった。

「お前の故郷を思い出せ。あれが、異世界人だ」

　異様な教えを受けたメノウは、しばらくなにかを考え込み、不意に世間話を切り出した。

「導師マスター。最近入ってきた、私より二歳だけ年下の子を知っていますか？」

「知らん」

「そうですか。かわいい子なんです」

　最近ここの修道院に入ってきた、ふわふわの髪が愛らしい子がいるのだ。

　メノウは昨日目にしたその子の顔を思い浮かべる。

「実は、その子がよく泣くんです」

「……それが？」

　導師マスターにとって、訓練で泣く子供など日常なのだろう。めんどくさそうな顔をされたが、メノウは彼女の反応を特に気にすることはなかった。

　そんなことより、メノウは気になって仕方がなかった。

　その子は訓練のたび、講義の時間が終わるたびに泣くのだ。

　こんなところは嫌だ、と。自分は戦いたくない、と。みんな、おかしい奴らばっかりだ、と。

　ここに来たからには帰る場所なんてあるわけないのに、泣くのだ。

　メノウが慰めるために近づいても、あっち行けと泣いて振り払う。泣いている彼女をあやそうと手を伸ばすと、触るなと叫んで叩かれる。構おうとするメノウを睨にらみ付けて、人殺しを許容してる奴なんか嫌いだと泣き叫んで拒絶する。

　たぶん、メノウはその子にずいぶんと嫌われてしまっている。

　仕方がないので、メノウはその子が泣きやむまで傍そばで座るくらいしかできない。

　その子の泣き言を聞いて、メノウは思うのだ。

　彼女の言うことは、もっともだ。

「誰だれだって、なんの罪も犯してない人を殺すなんて嫌だと思います。自分が善い人を殺す人間になるだなんて、泣きたくなるに決まっています」

「……で？」

　導師マスターの顔からどんどん興味が失せていくが、メノウはやはり気にせず話し続ける。

「私たちはみんな、褒めて欲しいし、愛して欲しいし、受け入れて欲しいんだと思います。でも、善い人を殺したら、そんな資格はなくなっちゃいます」

「……」

　そのふわふわした髪の子に限った話ではない。

　みんな、嫌そうにしているのだ。

　泣くのをやめて無表情になるのか。自分をごまかす皮肉っぽい笑顔が得意になるのか。信仰に人格が染まり、己おのれを正義と信じて疑わなくなるのか。

　様々な過程で変わっていく彼女たちの心には、共通した感情があったのだ。

　嫌なのだ。

　人を殺すなんて。

　嫌だから、変わってしまうのだ。

「なにもしていない善い人を殺すなんて、悪い人です」

　そんなことは、思い出を白く染められたメノウでもわかることだ。

「だから、導師マスター──」

　まだ泣き言が続くのか。そう言いたげな導師マスターの顔が、続く言葉で固まった。

「──私が誰よりも多く、一人でも多くの禁忌を殺します」

　メノウの宣言に、導師マスターが茫然と口を開いた。

　あっけにとられている導師マスターをまっすぐ見つめて、メノウは自分の考えを並べる。

「ここにいるみんなは、なんの罪も犯してないような人を殺すなんてこと、したくないはずです。みんな、普通の人なんです」

　自分とは、違うのだ。

　故郷も、記憶も失って、大切なものがなにもない自分とは違う。

　過去があって、名前以外にも様々なものが残っている子たちばかりなのだ。

「だから私が、みんなの代わりに殺します。一人でも多く、私が人殺しをこなします」

　そうすれば、誰かが善い人を殺さなくてはならない事態が、ほんの少しだけ減るはずだから。

　メノウは、いま、決めたのだ。

　自分には、世界を変えるような力はないけれども、それでも誰かの代わりに泥をかぶることぐらいはできるはずだから。

「私は、清く正しく強い、そんな悪人になります」

「……くはっ」

　導師マスターが、笑った。

「くはっ、ははははは！　くはははははははッ！　一人でも多く？　みんなの代わりに？　お前が？　殺すって？　くははッ、ははははははは──お前はほんとうにバカだな」

　前触れなく哄笑こうしょうを止めた彼女は、ずいっと顔を近づける。

「メノウ。お前の魔導適性値は、この修道院へと選出された候補の中ではたいしたことがない。中の下だ」

「はい」

「素の身体能力の潜在値に至ってはそれ以下。底辺ではないが、平均値にはほど遠い。下の上」

「はい」

「記憶力、理解度、機転、応用力──頭の出来は悪くないが、ここでは普通だな。お前以上の奴はざらだ。そのわりに、信仰への染まり具合が悪い。中の中」

「はい」

「顔は悪くない。今後の成長に期待の部分もあるが、男女構わず対象をたぶらかす素質はあるだろう。上の中だ」

「はい」

「総合して、下の上。ずいぶんと乏しい素質だなぁ？　その程度のお前が、私のようになってみせるというのか」

「はい」

「そうか。ならばお前に、私のすべてを叩き込む。この私のすべてを、だ。その意味がわかるか？」

「はい」

　メノウはまっすぐ目を合わせる。

　第一身分ファウストの教導者、導師マスターにして元処刑人『陽炎フレア』。

　史上最多の禁忌を狩り、いまなお生き残ってしまった生ける伝説たる女性。

「導師マスター。私を、処刑人にしてください」

「わかった。私がお前を一丁前の処刑人に仕立て上げてやろう」

　くはっ、と口をぱっくり開いて笑う彼女は心底楽しそうだった。

「漂白された魂と精神で私のすべてを吸収し、いつの日か幸福によってすべてが壊れ、それでもなお生き残ることができたのなら──お前は、その時、私を超えろ」

「はい、導師マスター」

「くははっ、いい返事だ。まずはお前のクソみたいな導力操作をどうにかするために、導力迷彩から教えてやる」

　導師マスターは雑な手つきでメノウの頭に手を当てる。

「あと、髪ぐらいは整えろ。女ならば、見た目で相手の心理を誘導できる場面は多い。身だしなみは重要だ。おしゃれというやつだな」

「はい。おしゃれ、ですね」

　こうしてメノウは彼女の芸術として、『陽炎の後継フレアート』へと生まれ変わることになった。
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「まもなくガルムに到着しますー。ご乗車の皆様みなさまはー、ご用意をお願いします」

「……ん」

　聞こえてきた声に、メノウは目を覚ました。

　昔の夢を見ていたような気もするが、眠りとともにあった記憶はすでに遠ざかっている。

　揺れる列車の三等車両。そろそろこの列車の終着駅に到着するらしく、各車両に車掌が呼びかけに回っている。

　アカリはもとより、いろいろあって疲れていたのか、メノウまで深い眠りについてしまっていた。ややまどろみつつも周囲を確認すると、乗客が自分の荷物を手元にまとめ始めている。

　テロリストに占拠されかける事件のあった列車は、振替が行われた。

　乗客は落ち着きを取り戻しており、振替で運行された列車の三等車両の座席でメノウとアカリは並んで座って一夜を過ごした。列車を助けた功績もあって、もっといい席をという申し出もあったが、万が一にもアーシュナと同じ車両に乗り合わせたくなかったために固辞したのだ。

　あれからなにかが起こるということはなく、順調にガルムまで到着した。モモも、あとからの列車で来るだろう。

　アカリはメノウに体を預けるようにして眠っている。少し長めの黒髪がメノウの首筋をくすぐり、くりくりした黒い瞳ひとみは瞼まぶたに閉ざされていた。

　無防備だ。

　ほんとうに、メノウを信頼しきっているというのはわかっている。導力の相互接続をあれほどにスムーズに受け入れられてしまっては、疑うのも馬鹿ばからしい。

　半身に寄り掛かってくるアカリの重み、温かさを感じながら、なんでだろうな、と思う。

　まだ、出会って三日目なのにな、と。

　でも、嫌な気持ちではなかった。

　メノウは、ちょっとの間だけ健やかな寝息を立てるかわいらしい寝顔を眺めてからアカリの肩を揺らす。

「着くわよ、アカリ。起きなさい」

「ふぇ？　……ぁ。うん。朝ぁ？」

「そうよ。朝よ、寝坊助さん」

「そっかぁ。なんで夜は明けちゃうんだろうねぇ。わたしはもっと寝たいよぉ。ということで、おやすみなさい、メノウちゃん。すやぁ」

「いいから起きろ」

「いぴゃい!?」

　寝ぼけているアカリのほっぺをひとつねり。悲鳴を聞き流したメノウは荷物をまとめ始める。

　ようやく目を覚ましたアカリは、あくびをしながらぐうっと一伸び。

「ふわぁ。……えっと、なんとかっていう町に着くんだよね」

「ええ。ほら、見てみさない」

　メノウは窓から見える都市を示す。

　列車の窓から、石造りの町へ近づく様子が見える。町の中心には旧王城と大聖堂が並んでいる。どちらも歴史ある壮麗な建築物だが、古都ガルム最大の特徴は、町の向こう側から立ち昇る導力光だ。

「うわあ！　なにあれなにあれ！　すごいね、あの光！　夜も明るそう！」

「ふふん、そうでしょう！」

　眠気を吹き飛ばして歓声をあげるアカリに、メノウは自慢げに答える。

　天までそびえているかのような導力光は、霊脈防壁の光だ。地脈から【力】を引き出し天脈につなげることで未開拓領域から人の生存圏を守る、教会の導力技術の結晶の一つである。

　きらめく光に守られるのが国境巡礼路の開始地点にして、グリザリカ王国の、かつての都。

「あれが、古都ガルムよ」

　アカリを殺すための目的地に、ようやく到着した。




　古都ガルム。

　グリザリカ王国の旧王都であり、いまでは未開拓領域に接する国境沿いの都市でもある。

　ガルムは治安がよく、景観に優れた都市だ。観光地として名高いため、旅行者も多い。

　メノウはプラットホームから迷うことなく大通りを歩いて噴水広場を抜け、中央地区にある大聖堂に向かっていた。この町にいる大司教オーウェルへの挨拶あいさつのためである。

　一緒に街中まちなかを歩くアカリは、石造りの景観に目を輝かせていた。

「メノウちゃんメノウちゃん！　わたし、この町、観光したい！」

「そうね。時間があったらね。いまは忙しいからあとでね。ホテルもとってないうちに観光なんてできないからね」

「あとでね！　約束だからね！　デートの約束だからね!?　破っちゃやだよ？」

「はいはい」

　風光明媚な街にいるからか、それとも事前に説明した通りにあと少しで日本に帰れると思っているからか。やたらテンションの高いアカリを適当に流して相手をする。とはいえ、あまりにもアカリがせわしないものだから、いつの間にやらメノウとアカリは手をつないでいた。

　目を離すと、あっという間に迷子になりそうなのだ。隙すきあらばメノウを引っ張って、アカリがぐいぐいと先行しようとする。メノウの気分は、大型犬のリードを握る飼い主のそれである。

「わあっ、メノウちゃん！　あの建物、すっごくきれい！　お城だよ！　あれの中、入れるの!?」

「ああ、旧王城ね」

　はしゃぐアカリが指さしたのは、水堀に囲まれた旧王城である。確か現在は、観光用に開放されている区画と治安維持のための騎士階級の詰め所に分かれているはずだ。

　メノウがこの町で最も近づきたくない場所である。

「用があるのはこっちなの。あっちはだーめ」

「えぇー」

　名残惜なごりおしそうなアカリをずるずると引きずっていく。たどり着いた先は、白い石材を組み上げて作られた鋭角的な様式の大聖堂だ。

　中心に時計塔も兼ねた鋭い尖塔を持つ鐘楼がそびえ、四方へと翼廊が広がっている。おおよそ八百年前にこの地域で隆盛した建築様式の結集ともいえる、歴史的な価値も高い聖堂だ。

「おおー、こっちもきれいだね」

「観光じゃなくて、用事があるの。でも外観以上に内観がすごいって話だから、あとでゆっくり見るのもいいかもしれないわね」

「うん！」

　オーウェルが事前に話を通していたようで、メノウが用事を伝えると大聖堂の奥へと通された。

　外観もそうだが、内部装飾の細かさは圧巻の一言である。見上げれば、アーチ状の屋根が続き、飾り硝子によるステンドグラスが絵画のように並んで嵌はめられている。迫力がありながらも細部まで作りこまれており、非常にわかりやすく見応えがあるのだ。

「ほえー……すっごい……」

「バカみたいだから口は閉じなさい、アカリ」

　ぽかーんと口を開けてきょろきょろとしているアカリに注意を促すと、むっと唇を尖とがらせた。

「バカみたいって……メノウちゃんって、たまにツッコミがひどいよね。わたし、こーんなにメノウちゃんのことが好きなのにさ！　メノウちゃんの反応には愛が足りないと思います！」

「どーんなにかは知らないけど、あなたの行動がおバカさんだからよ？」

「うぅっ。もうちょっとでわたし帰っちゃうのに、メノウちゃんたら素っ気ない！」

「普通の対応よ。私は普通の対応しかしてないわ」

　軽口を叩き合いながらも聖堂の内部へと進んでいく。

「でも、ほんとうにすごいわね。実際にここの大聖堂に入ったのは初めてだけど、圧倒されるわ」

　共感しているようで、実のところメノウの感嘆はアカリとは質が違う。

　紋章学、素材学、魔導式学などの魔導学術を叩たたき込まれている彼女にとって、この大聖堂の緻密ちみつな構造は歴史的な建築様式や美術的な意味以上に、実用的な観点からの凄みが理解できるのだ。

　ただ壮麗なだけではない。

　非常に、実用的でもある。

　教会は緊急時の避難地としての役割も兼ねているのだ。装飾として施されている魔導紋章を起動すれば、聖堂は鉄壁の金城となるだろう。外壁を防護結界として作用させる他にも、内部に干渉する結界もあるようだ。緊急時の条件式だろうかと装飾の魔導性を興味本位で解析しながら、一般には公開されていない区画の一室へと足を進める。

　案内された部屋には若い神官に付き添われた老婦人が待っていた。

　着ている服は、厚手の白い布に金糸を施された神官服だ。それが大司教のみに許される服だと知っているメノウは、敬意を込めて頭を下げる。

「オーウェル大司教。お出迎えいただき、恐縮です」

　通信越しでは何度か話をしていたが、実際に対面するのはこれが初めてだ。アカリも、メノウにならって慌あわてて頭を下げる。

「ええ、ええ。事情はわかっているから任せてくれていいわ。滞りなく、すませるから。……アカリさん。あなたも災難だったけれども、安心してくださいな」

「は、はい！」

　偉い人オーラを感じたのか、アカリが緊張で上ずった返事をする。

　その反応にやわらかく微笑んだオーウェルは、メノウへと視線を移す。

「メノウさん。アカリさんの帰還の儀式が終わったあと、あなたはどうするのかしら？　国境の巡礼路を抜けていくつもりなら、巡礼の旅費も出すわ」

「ほんとうですか？　ご厚意、感謝いたしますっ」

「あらあら、気にしないで。アカリさんを帰す儀式の準備が終わるのが、明後日になるの。その間に、あなたとは一度ゆっくりとお話ししたいわ」

「はい。ぜひ」

　アカリがいるため、建前たてまえとしては異世界への帰還の儀式のように繕つくろっているが、内実はアカリを殺すための儀式のことだ。

　事前に儀式の準備には時間がいると聞いている。深々と頭を下げるメノウに、オーウェルは微笑んだ。

「それとね、メノウさん。今日も含めて、この町に三日も逗留することになるでしょう？　一つ、頼みたいことがあるのだけれども、いいかしら」

「……は、はい」

　付き添いの神官が資料を取り出すのを見て、メノウは内心で嘆息した。

　やはり慈悲深くとも大司教までになった人物と言うべきか。ただ無償で与えるばかりの人物では、なさそうだった。




　ガルムに逗留する間、オーウェルの厚意で紹介してもらったホテルに滞在することになった。

　古い修道院や教会施設を再利用して貸し出し運営しているホテルだ。文化財の建物に宿泊できるということで本来かなりの料金を取られる。そこへ、無料で泊まれることになったのだ。

「いたれりつくせりだわ……」

　メノウの処刑人の任務中に、ここまでよくしてもらった記憶はない。

　聖地直轄の処刑人は、他の教区では厄介者扱いだ。同じ第一身分ファウストといっても処刑人の領分は汚れ仕事である。しかもよそから来た人間が自分たちの命令系統にない活動をする上に任務費を請求するため、滞在する教区内の第一身分ファウストからは露骨に嫌われることも多い。

　無関心でいいほうだというのに、高級ホテルを笑顔で提供して任務にも全面的に協力してくれるなど、二度とあるまい。ありがたいことだ、とオーウェルに感謝をささげる。

　そんなメノウの肩を、ゆっさゆさと揺さぶる空気を読まないおバカさんがいた。

「観光は？　ねー、メノウちゃん。観光はー？　まだ夕方だよー。若いわたしたちは、まだまだいけると思うんだ。ね？」

「ゆするな、うっとうしい！　巡礼の必要経費を書き出すから、今日は無理よっ」

「えー、遊ぼうよぉ。わたしはメノウちゃんと遊びたいです！　……メノウちゃんは違うの？」

「私は費用の算出をしたいわ。すごく。ものすっごくね」

「むう」

　甘えた視線から一転してほっぺを膨らますアカリを無視し、地図を確認する。経費を出してくれるというのだ。きっちりと計画書を出すのが礼儀である。

　メノウにスルーされたアカリはふてくされ気味に、ごろんとベッドに転がる。

「メノウちゃんのいけずぅ。……そういえば、あのおばあちゃんに頼まれたのは、なんだったの？」

「そっちはたいしたことじゃなかったわ」

「そうなの？　でもそのお仕事で、えっと……国境の巡礼路？　を抜ける費用をもらうんだよね」

「まあね。国境を抜けるのは、未開拓領域を通ることになるから結構大変なのよ」

　国境を抜けるための巡礼にかかる費用を計算しながら、片手間でアカリと会話をする。

「未開拓領域って、そういえば列車での時も言ってたよね。どういうところなの？」

「簡単にいえば、人類が生存圏を築けなかった地域の総称ね。厳しい環境の未開拓領域を抜けるために、ある程度安全が確立されたルートが巡礼路よ。逆にいえば人類が集団生活を確保している地域が『国』なんだけど……ま、明後日に元の世界に戻るアカリには関係ないから、気にしなくていいわよ」

「そっかぁ」

　難しめな話になったからか、それ以上の質問はなかった。メノウに構いたいだけで、話の内容自体には深い興味がなかったのだろう。

「でも観光に行かないなら、わたしお風呂ふろに入るねー」

「いってらっしゃい。ここ、部屋ごとにバスタブとシャワーがついてるわよ」

「うん。あ、そうだ。メノウちゃんも一緒に入る？　洗いっこしよっか！」

「洗いっこって、あのね……」

　さも名案、みたいな顔で誘いをかけられたメノウは、げんなりと息を吐いた。

「薄々わかってたけどね、アカリ。あなた、人との距離感おかしいから気を付けたほうがいいわよ？」

「え？　そんなことないよ？」

　出会って三日目の相手に向かって一緒にお風呂に入ろうなどとほざいたアカリが、作業中のメノウへとずいっと顔を近づけてくる。

「メノウちゃんと初めて会った時に言ったじゃん。運命だって感じたって」

　なにを、と迷惑げな仕草で顔を上げたメノウは、アカリの表情に虚を突かれる。

　意外にも、真剣な顔だった。

「わたしが誰だれにでもこんな風に接すると思われてたら、とっても心外です！　わたしはメノウちゃんが大好きだから、こうやって仲よしアピールをしてるのです。なんかメノウちゃん、ちゃんとアピールしないとまったく他人の気持ちに気が付かなさそうな感じがするんだもん」

「そんなこと……ないわよ？」

「ふーん？」

　たじろぐメノウの答えに、アカリは目を細めて唇を尖らせる。

「じゃあ、いまのわたしの気持ちが伝わってる？　残り少ない時間をメノウちゃんともっと仲よく過ごしたいという、この溢あふれんばかりの気持ちが！　どーかなぁ、メノウちゃん？」

「はいはい。いいからお風呂に入ってきなさい。一人でね」

「ぶーぶー。ぜんぜん伝わってないー」

　なにが悲しくて、出会って三日目の相手とお風呂に入らなくてはならないのか。しっしっと片手で追い払う。

　しかし、ほんとうにアカリの好意は謎なぞだ。

　モモとは付き合いが長いから懐かれるのもわかるのだが、アカリとは出会ったばかりなのである。出会って以来、まるで警戒を見せないアカリの好感度は、不自然なほどに高い。

「運命ねぇ……」

　なにをもって運命などと感じたのか。メノウも任務上、気さくに対象と接するようにしているが、ここまで相手が積極的なのは初めてだ。アカリは本気で『運命』などという言葉を信じているようだが、メノウはアカリが運命とやらを自分に感じた理由の考察を怠るわけにはいかない。

「なにか、理由があると思うんだけどね」

　それがわからないから、彼女のことが気になってしまうのだ。

　とはいえ、もうそんなことを気にする必要はないのかもしれない。メノウはオーウェルから受け取った資料を手に取って、改めて見直す。

　記されているのは頼まれごとの他に、異世界人の討滅のための儀式の詳細である。対面で話した時にはアカリがいたため話せなかった情報だ。

「……予定通り、終わりそうね」

　いいことだというのに、少し寂寥せきりょう感があったのは、なぜだろうか。

　アカリが入ったシャワー室から水音が聞こえてきたのに合わせて、メノウはベランダに出る。

　一息つくため、ではない。

「先輩ぃー！」

　メノウが予想した通り、どこからともなく現れたモモが抱きついてきた。

　ここ三階のベランダなんだけどなぁと思いつつも、後輩の熱烈な抱擁を受け止める。

「先輩を残すことになっちゃって、モモは心配で心配で寂さびしくて震えて死にそうでしたぁ！」

「列車の時はごくろうさま、モモ。それに、よくここがわかったわね」

「当たり前ですぅ！　先輩のいるところなら、火の中水の中、未開拓領域の中だろうと探し出すのがモモですからぁ！」

　一日ぶりに再会したモモは、ぐりぐりと甘えるように頭を押し付けてくる。

「はぁー。でも列車でテロリストが来た時はびっくりでしたぁ。あ、聞いてくださいよぉ、先輩ー。アーシュナとかいう、テロリストより厄介なクソみたいな姫騎士がいてですねぇ。そいつから先輩を引き離すためにモモはすっごく頑張ったんですぅ。あの偉そうなクソ姫ちゃまぁ、勘だけは導師マスター級で、ほんっとめんどくさくていっそ潰つぶし殺してやろうかと思ったんですけど、ぐっとこらえましたぁ。適当なところで戦闘を切り上げて逃げて追わせて途中で撒まくっていう穏便な手段ですませたんですぅ。褒めてくださいー！」

「よしよし、よく頑張ったわね」

「ふへへぇー」

　ふわふわの髪を撫なでてやると、機嫌よく頰ほおを緩ゆるませる。

「ああー、幸せですぅ。もう先輩に褒めてもらうためだけにモモは生きてる感じがしますぅー」

「はいはい。それで、モモ。頼みたいことがあるんだけど、いいかしら」

　モモの気持ちが落ち着いたのを見て、メノウは聖堂で受け取った資料を取り出す。ついでに、列車でのメノウ視点での経緯をまとめた報告書も一緒だ。

「……再会してそうそう仕事の話なんてぇ、先輩はひどいですぅ」

「いまは仕事の最中だからね。しかたないわね」

　モモは表情を渋くするが、大司教直々に頼まれた仕事だ。国境を越える際の経費捻出に、身分の偽造までやってくれている。はるか目上の相手に借りがある手前、断れるはずもない。

　資料を受け取って概要に目を通したモモは不満たらたらだ。

「連続行方ゆくえ不明者事件、ですかぁ。ふうん？　しかも若い女性限定……？　人身売買でも横行してるんですかぁ、この町？」

「その線はないみたいね。娼館周りは調べてあるみたいだけど、異常はなしだったみたいだし」

　オーウェルの頼み事とは、王都にいたときの通信でも話題に出していた、この町で頻発している行方不明者の事件のことだった。

「発覚していないのもあるだろうし、相当の人数が消えてるみたい。大司教も気にするのが納得なほどね」

「へー？　じゃあ、またどっかの異端者が悪魔の召喚素材でも集めてるんですかねぇ」

「確かに原罪概念がらみっぽい感じはするけど、まだなんともいえる段階じゃないわね」

「ですよねぇ。現状だと、まだ騎士の仕事の範疇じゃないですかぁ？　なんで大司教から頼まれるんですかぁ？　ていうか、三日でなにしろっていうんですかぁ、大司教は……」

「解決しなくても、別の視点からの切り口が欲しいそうよ。なにも見つからなかったら、それはそれでいいって」

　モモの訴えはもっともだが、オーウェルも承知の上だろう。

　普通の騎士や神官と異端狩りの処刑人とでは、視点が違う。短い期間だが、なにか糸口でも見つかればという思いで頼んできたに違いない。

　自分のおひざ元である教区で起こっている事件だ。打てる手は打っておきたいのだろう。

「じゃあさぼっちゃいましょうよぉ」

「それはダメ。だいぶ世話になったもの」

「うぅ。先輩の勤勉さがたまに憎いですぅ。未開拓領域に接してるんですから、多少の治安の悪化はしかたないと思うんですけどねぇ。あ、先輩は明日どうするんですかぁ」

「えっと明日は……」

　予定は立ててあるが、その内容の後ろめたさに、ついっと目そらし。

「アカリと、その……この町の、観光を」


「……………………………………………」



　モモがものすごい目になった。

　ぐしゃっと音がしてモモの手にある資料にしわが寄る。視線から感じる圧に、あさっての方角を向くメノウはたらりと冷や汗を流した。

　正直メノウも、後輩に仕事を押しつけて自分は遊んでいるような状況には罪悪感がある。

「そう、ですよねぇ。護衛、必要ですもんねぇ。わかりますよぉ？　若い女の誘拐事件が頻発している町で、あのおっぱい女だけ一人でふらふらさせるわけにもいかなきゃ、なぁんの役にも立たないおっぱい女と一緒にこの事件の調査もできるわけぇ、ないですもんねぇ」

「そ、そうよね。わかってくれて嬉うれしいわ、モモ！　さすが、私の後輩だわ！」

「はぁい」

　少しばかり早口になったメノウに、モモは可憐かれんな笑顔の花を咲かせる。

「モモは先輩のことが大好きなのでぇ、先輩の言うことならなぁーんでも聞きますぅ。……そして、さっさと調査を終わらせてやりますから待っててくださいねぇー！」

　いいのか悪いのか、モモは黒いやる気を燃やしている。メノウはなんだかすごく悪いことをしている気分になりつつも、話題を変えた。

「それと、アカリの件は大司教が儀式場を整えてくれることになったわ。明後日には準備が整うみたいね」

「へー？　この国の大司教、ほんとに全面的に協力してくれるんですねー。異世界人を殺すための儀式、ですかぁ。モモ、聞いたことなかったですぅ」

「私もよ。まあ、導師マスターが『個人でなんとかしろ』っていう教育方針だったせいだろうけどね」

「あー……偏ってますもんねぇ、導師マスター。あの人、大人数の儀式系の魔導が嫌いですしぃ」

「そうなのよね」

　あの導師マスターは任務において、誰かと協力するという発想がなかった。自分以外の他人は利用するものであり、自分以外の人物は身内であろうとすべて禁忌きんきの疑いをかけて任務に臨むという意味不明な徹底ぶりだ。個人プレー重視の思想は、あの修道院の教育方針にも存分に発揮されていた。

　モモの導師マスターへの評価に大きく頷うなずいてから、メノウは忠告すべきことを思い出す。

「あ、モモ」

「はぁい？」

「この町の騎士階級には気を付けなさい」

　先日の列車での事件で、最後に聞いたテロリストの言葉が引っかかっていた。

　──ガルムに着けねえなら、縛り首になっちまう。

　あれは、裏を返せばガルムにさえ着けば逃げる算段があったということだ。

　まず間違いなく、この都市にあの事件を起こしたテロリストどもの協力者がいるのだろう。メノウは、その協力者がこの町にいる騎士階級だと踏んでいた。

　テロリストたちが王族でありつつも騎士であるアーシュナの行動を把握していた点。不相応にも導力銃や原色理ノ赤石といった禁忌指定品を所持していた点。あれだけ派手なことをしていながら、ガルムに着けば逃げられると確信していた点。それらから、この未開拓領域に接する町、ガルムの治安を預かっている騎士階級とつながっていると推測した。

　ただの状況証拠であり、確証はない。

　だが、可能性は高い。騎士階級全体がとは言わずとも、少なからず汚染されているはずだ。

「はぁーい。了解ですぅ」

　言葉少なな助言になってしまったが、伝わったようだ。

　夕日に染まったベランダから人目につかないようにするすると降りていくモモの背中を見送ったメノウは、子供の頃にもらった黒いスカーフリボンの感触を確かめる。

　あの頃から、ずっとつけているリボンだ。

「……モモに、なんか買ってあげよっかな」

　思いつきが口からこぼれる。モモはただ補佐官というだけではない。誰よりも頼って、世話になっている大切な後輩だ。

　いつだって、感謝しかない。

　その気持ちを示すためにも、観光の途中でモモが好きそうなものを買うか、と決めた。




　次の日の観光は滞りなく終わった。

　古都ガルムは、グリザリカ王国の旧王都だっただけあって歴史が古い。

　霊脈の変動によって未開拓領域と接することとなり遷都を余儀なくされた。未開拓領域は、様々な理由で人類が生存圏の構築を望めないと放棄している場所だ。同時に現代文明では手つかずとなっている地域でもある。人類では生み出せないものを入手し、売りさばけば一獲千金いっかくせんきんを狙ねらえるため、未開拓領域と接することによって、そこでの活動を糧とする冒険者などが増えた。

　産業の需要がシフトし治安がやや悪化した反面、活気は往時に比肩する。隆盛な人の流れを感じながら、メノウたちは代表的な観光地を回った。

　そして三日目。

　メノウはアカリと連れ立って大聖堂に向かっていた。

「観光、楽しかったぁ！」

　日本人のアカリの目にはこの街並みは目新しく見えるのだろう。メノウの隣を歩くアカリは、大変ご満悦な様子である。

　実のところ、とメノウは思う。

　この町のきれいさは、すべてを地下に押し込めているからという側面もあることを、メノウは知っていた。

「いいところだったよ、こっちの世界！」

「そう感じてもらえたら、よかったわ」

　だが、わざわざアカリに話すようなことではない。楽しそうなアカリに合わせて相槌あいづちを打つ。

　もう明日の朝には、アカリの異世界生活は終わる。少なくとも、アカリは自分が日本に帰れると思っている。メノウがそう思わせるように騙だました。

　彼女の人生は、今日で終わる。

　メノウがアカリの不死性に直面した当初に考えていたより、ずっと早く彼女との旅は終わる。この町でアカリを殺害し、メノウは一人で巡礼路を抜けて国外に出る。今回の任務はそれで終わりだ。

　メノウの企たくらみなど知らず、アカリは機嫌よくメノウの横を歩いている。

　アカリがメノウとつないだ手を元気よく振って歩く道中、ふと、ある屋台が目についた。

　観光客向けの屋台だった。既製品の他に、客が自ら簡単なハンドメイドのアクセサリーを作ることができるようだ。観光地での手作業で、お土産を作れるようになっているのだ。

　メノウの視線に、アカリは目ざとく気が付いた。

「メノウちゃん、あそこの屋台に興味あるの？」

「……そうね。ちょっと寄っていっていいかしら」

「もちろんだよ！」

　早めにホテルを出たため、オーウェルとの約束まで時間はある。メノウは屋台の女性に声をかけた。

「これ、作りたいんですけれども」

　屋台に並べられている品は貴金属のアクセサリーが多かったが、メノウが目を付けたのは布製のシュシュだった。

　材料を受け取って、同じものを二つ作り始める。金属の飾りが擦れる音がすると隠密行動に支障が出る可能性があるので、装飾はワンアクセントにとどめる。器用ですねー、と笑顔でほめそやしてくる店主に当たり障りのない受け答えをして、ちょろちょろと構ってくるアカリをあしらったメノウはほどなく二つのシュシュを完成させた。

「ん、できたわ」

　自画自賛するわけではないが、シンプルながらもかわいくできたと思う。

　アカリが完成品にきらきらした目を向けていた。

「メノウちゃん。ふたつ作ったっていうことは……わたしとお揃そろいにしたいってことだよね！」

「違うわよ？」

「違うの!?」

　なにを勘違いしているのか。メノウは自作して買い上げたシュシュを大切にバッグの中へとしまい込む。

「これは、後輩へのお土産よ。いつも世話になっている子がいるの」

　昨日思い付いたことの実行である。苦労を掛けっぱなしのモモへ、感謝の印で贈るのだ。

　だがアカリは不満げに頰を膨らませていた。

「なんで!?　そろそろお別れだっていうのに、メノウちゃんはわたしになにもくれないの!?」

「えぇ……」

　なんだこいつめんどくさいと思うが、冷たく突き放すのも角が立つ。確かにアカリにとっては、メノウとの別れの時なのだ。

　アカリがじとーっと粘着質な視線を向けてくる。商機を前にして店主は、にこにこと営業スマイルを浮かべていた。

　しかたない、とメノウはため息を吐く。

「ちょっとこれ貸してね」

　ひょいっとアカリの頭に手を伸ばしてカチューシャを借りる。シュシュとはまた違うものを作るのだ。

　メノウの指先が器用に動き、布が花の形になる。カチューシャに絡からめて花飾り付きにし、それをアカリの頭に戻したメノウは微笑んだ。

「はい、かわいい」

「……えへへ」

　笑顔になったアカリが、屋台にあった鏡を覗のぞき込んで照れくさそうに微笑んだ。

「メノウちゃん、センスいいよね。そういうとこも、好き」

「そうね。我ながら、お花畑頭にぴったりの快作だと思うわ」

「いますごくひどいこと言わなかった!?」

　アカリの叫びを聞き流して、屋台の店主に代金を払う。贈り物に花飾りを選んだ理由は、簡単だ。

　メノウからアカリへの、最期さいごの手向たむけの花だった。




　屋台でのプレゼント作りが無事終わってから大聖堂に行くと、礼拝堂から多くの観光客と信者が帰路についていた。ちょうど観光開放時間が終わる時間だったのだ。人の流れに逆らって前にも案内された部屋に入ると、オーウェルが待っていた。
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「いらっしゃいね。こっちよ、メノウさん。それと、アカリさんも」

「はい」

「はーい！」

　杖つえをつきながら、オーウェルが先導する。礼拝堂を抜けて、大聖堂の内陣の奥深くに案内されるがまま、メノウとアカリはオーウェルについて行く。

「帰れるって聞くと、もーちょっとこっちにいたい気もするなぁ。異世界に来られる機会なんて、もうないだろうし」

「あのね、アカリ。あんまりお気楽発言ばっかり繰り返さないほうがいいわよ？」

「そうねぇ。帰りたくても帰れない人だっているのだから、あまりそういうことは言わないほうがいいわ。己おのれの幸運は、他者にとっては当然のものではないこともあるのだからね？」

「む、確かに。ごめんなさい。配慮が足りなかったです」

　オーウェルにたしなめられ、アカリは素直に謝る。物わかりがいいのはアカリの長所である。

「でもメノウちゃんとはもっと仲よくなりたかったなぁ」

「あらあら。すっかり仲よくなったのね」

「もちろん！　ね、メノウちゃん！」

「はいはい、そうね」

　なんでもない雑談をしながら通路を抜けて、突き当たりの階段を下りていく。どうやら大聖堂の地下霊廟に向かっているようだ。ゆっくりと階段を下りる足音と石造りの段差を杖がつく音が混ざり、薄暗い石造りの階段を三人の人間が下りる音が反響する。

　階段を下りきった先に、扉があった。

　取っ手も鍵かぎ穴もない石造りだが、導力反応によって認証者を識別する特殊な構造をしている。オーウェルが扉に手を当て、導力を流し込んだ。

『導力：接続──扉・紋章──認証【開門】』

　オーウェルのなめらかな導力操作によって、扉が開く。

　禁忌である異世界人を、その純粋概念の性質によらず滅するための儀式場が、ここにあるのだという。

　あと少しで、メノウの任務は終わろうとしていた。




　その頃モモは都市の地下部、下水道に入り込んでいた。

　うす暗く、じめじめして、臭気に汚染された地下。下水路を流れる水音に清廉さなどなく、ごぼごぼとした泡の粘着質な音が耳につく。

　ガルムは観光産業が盛んだ。表向きの清潔さと治安のよさは、街としての絶対条件だった。観光区域から貧民層を退去させた結果、街の最下層たる貧民街は地下に形成されたのだ。

　町の最底辺を支えながらも、決して表に出ることがないゴミ溜ため。この町で後ろ暗いことをするのならば、十中八九、地下に広がる大下水道である。

　もう一つ、町の外へ──つまり、未開拓領域にさらった女性を連れ出しているという線もあったが、その仮定に対してモモは否定ひてい的だった。

　──この町の騎士階級には、気を付けなさい。

　メノウのあの言葉を、モモは正しく理解していた。騎士たちが未開拓領域を根城とする冒険者という名のならず者どもとつながっている可能性があるとなると、調べるところは一択だ。

　いまは騎士の根城となっている旧王城地下の下水区域である。

　一日を使って侵入経路を確認し、二日目で下水道を通って王城の近くの区域に侵入した。

　どうせ時間は三日しかないのだ。一つ調べて成果がなかったらそれで終わり。そう思っていたのだが、途中、隠し通路を見つけて明らかに様子の違う区画に侵入できてしまった。

「うわぁお。さすが私です」

　モモは軽く自画自賛して、通路を突き進む。

　奇妙な場所だ。通路に使われている素材が、磨き抜かれたような黒い石になっている。闇やみを吸い込むような石材で覆おおわれ、つるりとした空間が造られていた。明らかになんらかの儀式に使うための物だが、モモの知識でも用途がわからない素材で構築されていた。

　だが、通路の清潔さからして現在も整備されているのは間違いない。

　注意深く周囲を確認しながら進んでいたモモは、不意に足を止めた。

　曲がり角の先に、人の気配があった。

　一人。だが、強い。向こうもこちらに気が付いている。

　モモは神官服の裾すそから、持ち手のついた糸鋸いとのこぎりを取り出す。

　向こうもこちらが気付いたことを察している。隠れる意味はない。こうなれば生け捕りにして情報を吐かせてやると飛び出して、相手の顔を見たモモはうめき声を上げた。

「うげ」

「おや」

　顔を歪ゆがめたモモに、相手も振り上げた剣を止めた。

「やあやあ、これは奇遇だな、モモ！」

　薄暗い黒の通路に場違いなほど明るい声が響く。

　この奇妙な黒い通路にあって、どこまでも優美さと威厳を崩さない態度で話しかけてきたのは『姫騎士』アーシュナだった。つい先日に戦いを繰り広げたばかりの相手だというのに、まるで友人に会ったような気さくさで両手を広げてモモの登場を歓迎する。

「短期間での二度目の邂逅かいこう。さらにはこんなところで会うとは、つくづく縁があるな！」

「舌嚙かんで死ねばいいのにぃ……」

　深々とため息を吐きつつも、相手が襲い掛かってくる様子のないことを確認したモモは糸鋸をしまう。あちらこちらに放浪しては様々な事件に首を突っ込んでいるアーシュナは、ここガルム所属の騎士ではない。今回の事件とはまず間違いなく無関係だ。

　モモが探索を続行しようと進むと、アーシュナも当然のように横を歩き始める。モモが睨にらみ付けても涼しい顔だ。

「しかしどうしたことかな。ここは、ただの神官が来る場所じゃないだろう？」

「ここの教会に巡礼費を出してもらう代わりに雑用を頼まれたんですぅ。ご令嬢育ちのアーシュナお姫ちゃまにはわからないかもしれないですけどぉ、お金は大切なんですぅー」

　思いっきり小馬鹿こばかにした口を利きいてやったのだが、アーシュナは嬉しそうに頷く。

「そうかそうか。しかし列車の時も思ったが、かわいらしいな、ちゃま呼びは」

「はぁ？」

「いや、私にそんな風に接する人間はいなかったから、なかなか新鮮なんだ。ぜひこれからもアーシュナちゃまと呼んでくれ、モモ！」

「うっざ！　こんなウザいやつと会ったの、初めてですよ!!　死ね！」

　罵倒を浴びせるがまるで効いた様子はない。モモは、ちっと舌打ちして口撃の矛先を変える。人格攻撃をしても溢れる自信で弾はじかれるので、狙いはアーシュナの携える剣だ。

「それにしても、しょぼい剣になりましたねぇ。あの王家秘伝のナマクラはどーしたんですかぁ？」

「モモとの戦いで刃こぼれしたからな。信用のできるところへ修理に出しているよ。これは代わりだな。私の腕前に耐えうるようなものではないが、ま、ないよりはましだ」

　嫌味しかないモモに対して、アーシュナはどこまでも尊大かつ寛大だ。

「あの列車での戦いは刺激的だった。あんなに胸が熱くなったのは久方ぶりだったんだぞ？　途中で逃げるなんて、ひどいじゃないか。おかげで熱を持て余して、さっそくこんなところにまで来てしまった。……おかげでモモと出会えたのは、やはり私の天運ゆえだと思うがな！」

「やっぱりこいつはあそこで殺しておけばよかったですぅ……」

「ふむ？　一介の神官が一国の王族を殺したら大問題だろう」

「あそこでお姫ちゃまの死体が転がることになっていたら、テロリストに殺されたんでしょうねー、悲しい事件でしたねぇー、で終わりですよぉ」

　テンションがとことん嚙み合っていない二人は、黒い通路を突き進む。ほとんど一本道だ。自分たちの他に人の気配もない。足を止める要因もなく会話の声を響かせる。

「列車での戦いといえば、途中で変な感覚があったな。あの気持ち悪さはなんだったか、モモにはわかるか？」

「さー？」

　素知らぬ顔でとぼけつつも、実のところモモはあの現象の当たりはつけていた。

　トキトウ・アカリ。

　メノウからの報告書も併せて列車の状況を俯瞰して整理したモモは、あの時、アカリが時間を回帰させたのではないかと仮説を立てていた。

　メノウから渡された情報から判断すると、あの列車は本来ならば事故を起こし、多数の死者を出す可能性が高かった。実際、もしアカリが三等車両で待機したままだったのなら、いくらメノウといえどもあの事故を防げるはずがなかったのだ。

　その甚大な被害を、アカリが時間ごと回帰することによって起こらなくした。

　おそらく、回帰によってアカリ自身の記憶もなくなっているのだろう。本来あるべき姿から世界がズレたのが乗り物酔いにも似た気持ち悪さの原因なのではないかと推測している。

　気持ちが悪くなるほど壮大な現象だが、それができるのが純粋概念の使い手であり、だからこそおぞましく恐ろしく、必ず処分しなくてはならないのだ。

「でぇ？　アーシュナ姫ちゃまはそもそもなんでこんなところにいるんですかぁ？」

「ああ。ガルムに着いて旧王城に挨拶に向かったら、癒着の腐臭が鼻について仕方がなくてな。これは捜査に乗り出すしかないと目を盗んで地下に潜ってみた」

「ふぅん」

　なら、当たりか。

　世直し姫様の勘は侮あなどれない。モモはアーシュナを毛嫌いしながらも、相手の能力自体を見誤ることはしなかった。

「実際、こんな奇妙な区画があるあたり大正解のようだしな。さすが私だ」

　アーシュナの自画自賛と同時に、二人は足を止めた。

　黒い通路の果てにあったのは儀式場だった。

　巧緻こうちな紋章がほどこされたドーム状の空間だ。東西南北の方向に巨大な像が配置され、中心部には巨大な五芒星ごぼうせいを二つ、ずらして重ね描かれた陣がある。

　どことなく古代の雰囲気を醸かもし出だしながらも、それらの素材はすべて新しい。

「さて、ここまで高度な儀式場は専門外だな。私では判断できないが、なんだ、これは」

「戦闘大好きっ子すぎて他の知識がお子ちゃまなんですねぇ、アーちゅな姫ちゃまは」

「うむ。モモがいてくれて助かるぞ。調べてくれ」

「うっざ……」

　アーシュナの知識は戦闘用に特化しているのだろう。モモもその傾向はあるが、仮にも処刑人の補佐である。しかもこの実験場の組成は、処刑人にとってはありふれたものだった。

「これは、転移術式の実験場ですね」

　成果なしの汚名は免れたが、ハズレを引いた。おそらくここは、王都で行われた異世界人召喚のための研究場所だったのだろう。

「東西南北の像は、方位の概念へ対抗することでの境界の喪失。重なった五芒星は、位相の異なる二つの星の結合を意味しています。他にも細かいことはいくらでもありますけどね」

『導力：接続──教典・一章一節──発動【この眼に映る奇跡も残すべく、書に写す】』

　モモはこの場所にある物を検分していきながら、魔導を発動。証拠にと教典録にこの場の映像を記録していく。

　女性をさらって地下通路から運び出し、悪魔召喚の魔導素材にでもしているのかと思ったが、そんな気配もない。禁忌きんきには違いないが、この儀式場は行方不明事件とは別口の第二身分ノブレスが行った異端の証拠だ。

「転移、か。すると王都での異世界人召喚の準備と実験をここでしていたというわけか」

「でしょーねぇ」

　魔導というものは、人が己の魂に宿る【力】を精神によって指向性を定めて具現化する技術だ。個人が魔導展開によって顕現できる現象には限界がある。

　だが純粋概念など、本来ならば個人が得るはずもない超常の【力】は、また事情が違う。人類が長い歴史で積み上げた世界観が自然と魔導式と化し、星の天地を巡る霊脈の【力】に干渉して特殊な力場が形成された結果、概念そのものが【力】として大きな導力を内包するようになった。

　概念魔導と呼ばれる異端は、【力】の集合場所となった異相空間から力を引き出しているために、摂理をねじ曲げるような魔導が発動できるのだ。

「いいんですかぁ、あーちゅな姫ちゃま？　お父上の異端の証拠が出てきちゃいましたけどぉ？」

「なに、構わんさ」

　アーシュナもこの国の第二身分ノブレスである。証拠隠滅、口封じのためにここで斬きりかかってくる可能性もあると警戒していたが、アーシュナは襲い掛かってくるそぶりすら見せなかった。

「私としても、異世界人召喚など愚かなことをした者を許すつもりはないからな。断罪されるべきは断罪されるべきさ。それが身内であろうとも変わらんよ」

「ふうん？　強いもの大好きなちゅな姫ちゃまは、異世界人も大好きだと思ってましたけどぉ？」

「見損なうなよ、モモ。人の魂は研鑽けんさんの末に、導力の輝きを得る。積み上げた先にあるのが強さの美しさというものだろう？　異世界人は、違う。彼らはただの被害者さ」

「へー」

　個人の域を遥はるかに超えた力を蓄積する異相空間に干渉する魔導は数多くあるが、もっとも純粋に概念の力を抜き出して取り扱うことができるのが、異界より人間を召喚し、召喚経路の途中で異世界人の魂に星の【力】を宿す方法である。

　彼らは他のどの儀式よりも、単一に純粋な概念を魂に宿すことになる。

　それゆえに異世界人に宿る【力】は畏怖いふをこめて『純粋概念』と呼ばれるのだが、確かにアーシュナが誇っている強さの美学には沿わないものだ。

　とはいえモモは、そもそもアーシュナに興味がない。頼まれた事件とは違うものだが、ここでの映像を記録して、王都の異端審問会に流せばいい手土産になるだろう。メノウも褒めてくれるはずだと、せっせと現場の記録作業を進める。

「しかし、よくまあここまで再現できたものだと思いますよ。冒険者崩れから未開拓領域の素材を流してもらったにしたって、第二身分ノブレスごときの知識と技術とは思えませんねぇ」

「ん？」

　モモの言葉に、アーシュナは不思議そうに首を傾げた。

「なにを言って──ああ、そうか。意外にモモは身内びいきだな。ほんとうに『頼まれて』ここに来たのか」

　アーシュナは合点がいったと一人で納得して頷く。

　含むところのある言葉にモモは眉まゆを顰ひそめる。モモはメノウ以外にひいきをしたことなどない。そしてこの姫様の前で、メノウの存在を匂におわせたことは一度たりともない。

「どういうことですかぁ？」

「どういうこともなにも、少し考えればわかるだろう？」

　もったいぶった仕草で、モモの勘違いを不敵な笑顔のまま指摘する。

「まず間違いないが、この町は第一身分ファウストと第二身分ノブレスが癒着しているぞ。第一身分ファウストが首謀者だろう」

「は？」

　思わず、モモは手を止める。

　モモを驚かせたのが楽しいのだろう。アーシュナは悪戯いたずらっぽく微笑む。

「ここに転移儀式の実験場があるということは、おそらくは王都での異世界人召喚もガルムの第一身分ファウストが糸を引いているはずだ。モモがガルムに来たのも身内の内部捜査のためと思っていたが、ふふ。『頼まれた』からとは、素直なところがあるな。かわいいじゃないか」

「なにを、根拠にぃ？」

「父上に──というか、うちの王家には異世界人の召喚を行えるほどの知識も素材もなかったはずだ。その技術を誰から流されたかと問われれば、真っ先に候補に挙がるのは第一身分ファウストだろう？」

　その通りだった。

　言われてみれば、真っ先に疑ってしかるべき相手だ。

「旧王城と隣接するような位置にある大聖堂。考えてみれば、これほど便利な距離もないな。こんな儀式場が造られるくらいだ。おそらく地下で通路がつながっているな」

　古都ガルムは王都から離れた場所であり、さらに大司教直々の調査依頼だということから、モモの頭から第一身分ファウストを疑うという思考が抜けていた。

「ここまで大規模だと、黒幕が司教以上ということも、ありえるぞ。なあ、モモ。誰に『頼まれて』調べ事をすることになったのか、教えてくれると嬉しいんだがな」

　モモはアーシュナの言葉を無視した。

　優先順位が一気に書き換えられた。教典での記録を中断する。モモにとってこの場に残る価値はすでにない。すぐにメノウに報告を送るべく、教典を開いて魔導を発動させた。

『導力：接続──教典・一章四節──発動【主の御心は天地に通じ、千里のか

「──ちっ」

　列車でも使用した通信用魔導が阻害され、魔導構成が崩された。

　ぐるりと儀式場を見渡すが、通信魔導を阻害している媒体に見当がつかない。通信魔導の発動に応じて阻害するようだが、通信魔導を行使しながらの逆探知はモモでは荷が重かった。

　教典を開いたまま顔をしかめるモモを、アーシュナが興味津々きょうみしんしんといった顔で覗き込んできた。

「いまのは通信の魔導か？　第一身分ファウストの専有魔導だな」

「ちょっと黙ってくれませんー？　死んで静かにしてくれればなおよしですぅ」

「さっきのは通信魔導を阻害されたのか。モモ。もう一度発動させてみてくれないか？」

　なんだこいつと顔をしかめるが、言われるまでもなく通信は試す予定だった。それでダメなら、さっさとここから脱出して、改めて通信魔導でメノウに連絡するだけである。

『導力：接続──教典・一章四節──

　モモが阻害を感じた瞬間だった。

「ふむ、こことここと、ここだな」

　壁に向かって数度、アーシュナが剣を振るった。そこに施されていた紋章が傷つけられるとのと同時に、通信魔導を阻害していた導力が消えうせる。

『発動【主の御心は天地に通じ、千里のかなたに征く】』

　無事に通信魔導が発動したことに少し驚きつつも、モモは同調させているメノウの教典に事の経過を簡潔に送る。

　導力での通信文字を綴つづり終えたモモは、わくわくした顔で教典をのぞき込んで通信魔導の発動を観察していたアーシュナに不機嫌な顔を向ける。

「なんだ、モモ。礼なら気にするな。通信魔導をこんな近距離で見られることはそうそうな──」

「じゃ、私は帰りますねぇー」

「──おいおい、それはちょっとつれないぞ？」

　感謝の一言もないモモを呼び止めるアーシュナへ、一方的に別れを告げる。メノウのいる大聖堂に駆けつけねばと、地上に戻るため踵きびすを返した瞬間だった。

『導力：自動接続（条件要項・了）──儀式場前通路・紋章──発動【降臨儀式】』

『導力：素材併呑──原色理ノ赤石・内部刻印魔導式──起動【原色ノ赤・怒竜】』

『導力：生贄供犠──原罪ヶ印嫉妬・肉体・精神・魂──召喚【原罪ヶ悪・捻巻】』

　モモの視界の先で、ここに来るまでに通過した黒い通路が波打ち始めた。

　条件起動式の紋章による罠わなを仕込まれていたのだ。塗り固められたあの黒い石の下に様々な素材や紋章が仕込まれており、それらが儀式場に入り込んだ異物を察知して起動した。

　薄暗い通路の先で、深淵の暗い魔導によりなにかが生まれ落ちる音がした。

「ふむ、来るな。まあ、罠でも仕掛けていなければ、不正の証拠がある渦中へと調査人を送るはずもないのは道理だ」

　なぜか嬉しそうなアーシュナが楽しげに剣を構える。

　間に合わせの武器だ。十全ではないだろうに、強敵の気配を心から喜んでいるようだ。

　通路の先で生まれたものが徐々に近づいてくる音がする。なにかが這はいずってくるようなずりゅずりゅとした水っぽい音と、地下空間を揺らす鈍重な足音の二種類だ。

　導力強化の燐光りんこうがアーシュナとモモの体を包む。

「さ、共闘しようじゃないか、モモ。昨日の敵は今日の友。古代文明からある、いい格言だ」

「いいですよぉ。私も早く、片づけたいですからねぇ」

　現れたのは、のたうち回り絡からまりながらも前に進む紐ひもの様な醜悪ななにかと、翼を持たず鈍重な足音を響かせる赤い竜。どちらも人の身で戦えるとは思えないほど巨大なバケモノだった。

「ふふ。竜の魔導兵に召喚された悪魔か。素晴らしい相手だ。こんなもの、未開拓領域以外で見られるとは思わなかったぞ。ちょうど二匹だが、どちらが好みだ？　見た感じ、悪魔のほうがモモの好みな気がするな」

「竜のほうでぇ。ちゅな姫ちゃまは、アレに絡まって死んでくださると無上の喜びですぅ」

　アーシュナは勝手に死んでろと願う程度には嫌いな相手だが、いまは協力するべきだ。

　迫る怪物は、二匹。すぐにこれを片づけなければならない。

　アーシュナの指摘から連想した人物が黒幕だとすると、いま最も危険な場所にいるのは、モモが世界で唯一大切にしている人物なのだ。




　オーウェルに案内された儀式場は、メノウでも初めて見るものだった。

　半球状になった空間は、儀式場としてはありふれている。球形はこの世でもっとも完全に近い形だ。汚れのない白い壁には様々な紋章が描かれているが、壁を白塗りにしている塗装が特殊だ。メノウの知識ですら、壁を白く染めている素材の種類が摑つかめなかった。

　そんな儀式場の中央に組み立てられた祭壇で、十人以上の神官が儀式の準備を進めていた。

　霊脈や概念異界に干渉するような大規模な魔導は大人数で行う場合が多い。メノウとオーウェルは、半球状の儀式場からは外れた場所で進行を見守っていた。中心の祭壇に座るアカリは退屈なのか、時々笑顔でメノウへと手を振ってくる。ずいぶんとお気楽なものだ。

　儀式場から外れた場所にいるメノウも、軽く手を振り返す。

　アカリの頭にあるカチューシャの花飾りが、揺れていた。

　ずきり、と胸が痛んだ。

「あなたたちは、仲がよさそうね。とても出会ったのが数日前とは思えないわ」

「そういう風に、接しましたから」

　アカリの懐なつき具合は、メノウも疑問には思っているところだ。それでも深く掘り下げる必要はないだろうと、さらりと流す。

　いまから、アカリは殺されるのだから。

「お手を煩わずらわせました、オーウェル大司教。なんとお礼を申し上げればいいのか……」

「気にしなくていいのよ。つらいのは、あなただものね」

　思いもよらぬ返答をされて、言葉に詰まる。オーウェルから『つらい』と言われ、先ほどから自分の胸を痛めるものの正体を自覚してしまったメノウは、そっと目を伏せた。

　これは、罪悪感だ。

　ああ、自分はひどい人間だな。

　小さく胸中で呟つぶやく。いままで、何人も殺してきた。その中で、どうしてアカリを殺すことに特別な感傷を持っていいだろうか。

　自分は、悪人なのだ。

　黙り込んでしまったメノウに、オーウェルは目元を緩める。

「あなたの師匠と比べる必要はないわよ？　あの子はよくも悪くも常識に収まらなかったもの」

　あの導師マスターを「あの子」呼ばわりである。つくづくメノウとは、生の重みが違うなと感じさせる発言だった。

「あの子はすべてを独力で解決してきたけれども、あなたもそうである必要はないのよ。今回のことみたいに、あなたの知らない方法を誰かが知っていることだってあるのだから。誰かの助けを借りることは恥ずかしいことじゃないし、なにかを解決するために重要な手段でもあるわ」

「……はい。おっしゃる通りです」

「ふふっ。あの子に引き取られたあなたのことも、ずっと気になっていたのよ。通信越しだけじゃなく、こうして会えてよかったわ」

「私ごときを気にかけていただけるなんて、恐縮です」

「自分を卑下してはダメよ、メノウさん。あなたたちは、私とは逆の役割を担う人たちだもの。蔑ないがしろになんて、できないわ」

　オーウェルは、きっと、この町で最も誰かを救ってきた人物だ。

　メノウの故郷だけではない。未開拓領域に蔓延はびこる脅威との戦闘と防衛。この国で彼女の主導で行われた救貧活動。その他にも多くの救済を成し遂げ、彼女は大司教にまでなった。

　まさしく、メノウとは真逆だ。

　そんな人物が、言う。

「あなたも、必要とされてこの世界にいるの。それを、わかってくれると嬉しいわ」

「……はい」

　返事の遅れたメノウの心を正しく読み取ったオーウェルは、穏やかな面持ちを崩さない。

「いつか、きちんとわかればいいわね」

　やはり、年季が違う。オーウェルと接していると、自分の未熟さがはっきりと浮き彫りになる。

　最後までしっかり見守ろう。アカリが死ぬその瞬間を、目を逸そらすことなく見つめなければならない。それが自分の役目であり、いまできることなのだ。

　ぐっと目に力を込めたメノウは、自分の教典が導力光を帯びて明滅していることに気が付いた。

　モモからの連絡だ。教典を開こうとして、目上のオーウェルの前だと手を止める。会話の最中に、通信にかまけるのも失礼だろう。

　メノウは教典の同調変化の導力反応を探る。教典による通信文字は、導力操作によって綴られる。受け手の導力操作技術が高ければ、教典を閉じたまま通信の内容を知ることもできるのだ。

　モモからの通信を読み取ったメノウの脳内で、驚愕きょうがくが弾け、様々な事柄が思い浮かび、一つの結論へと収束した。

「……オーウェル大司教」

「なにかしら、メノウさん」

『導力：接続──』

　送られてきた情報を確認し終えたメノウは、静かに教典へと導力を流す。

「いま、アカリが受けている儀式なのですが、事前に資料を頂いただいていましたよね」

「ええ。それがどうしたのかしら」

『教典・三章一節──』

　メノウは帰還の儀式だと偽ってアカリを祭壇に上げた。オーウェルから純粋概念を滅ぼすための儀式をしていると説明を受けていたからだ。目の前では、その準備が着々と進められている。

　だからこそ、メノウは内面に埋没して魔導を構築しながら、何気ない口調で問いかける。

「あれは、なんの儀式ですか？」

　オーウェルが「あら」と小さく呟いた。メノウの教典に目を向けて、慌てた様子もなく微笑む。

「連絡があったのね。あそこを発見して、あの罠を抜けるなんて……これは、私の見立てがあまかったわね」

　動揺は引き出せず、しかし否定は返ってこなかった。その反応にメノウは確信する。

　オーウェルは、敵だ。

　メノウは密ひそやかに構築していた魔導を撃ち放つ。

『発動【襲い来る敵対者は聞いた、鳴り響く鐘の音を】』

　メノウの教典から導力光が立ち昇り、擬似教会の鐘が形成される。

　全方位に【力】の音響を鳴らす強力な攻性魔導だ。範囲が広く、威力も高いこれを防ぐのは決して容易たやすいことではない。

　なによりオーウェルの手には教典がない。その隙を狙わない理由はなかった。

　まずは教典魔導の先制攻撃でオーウェル以外の神官も制圧する。紋章防壁は張られるかもしれないが、範囲攻撃で全員の動きをまとめて止められる。この攻撃を起点に、さらに畳みかけてくれるとメノウは一手二手先の戦術を練り上げる。

　オーウェルが、そっと手を動かした。

　老体を支えるため、ずっと杖の頭に乗せていた手だ。しわくちゃの老婆の手で隠されていた杖頭じょうとうには、三つの原色に輝く輝石が嵌はめ込まれていた。

　メノウが愕然がくぜんと目を見開く。

『導力：接続──聖杖・三原色ノ理──発動【三色十世百華千乱】』

　オーウェルの魔導が、メノウの魔導を蹂躙じゅうりんした。

　原色の三色が混じり合い、十色を生みだして咲き誇り、それが瞬く間に百の色合いに変化して千にも及およぶ導力光線を生み出した。

　幾色もの光線が絢爛けんらんに咲き乱れ、メノウが発動させた擬似教会の鐘を打ち砕く。

　すさまじい魔導の構築練度だった。

　紋章発動と遜色ない早さで展開できるメノウの教典魔導を、後手から追いかけて凌駕するなど尋常な技術ではない。一鳴りも響かせることなく鐘を四散させた光線の動きはなおも止まらずに、メノウへと降ふり注そそぐ。飛びのいて直撃は避けたが、オーウェルの操あやつる光線の狙いはメノウ本人ではなかったようだ。

　何条もの光線が突き刺さった床が、崩れ落ちた。

「っ!?」

　地下霊廟に造られた儀式場の下に、さらなる地下空間が隠されていたのだ。足元がなくなり、メノウはいやおうなしに落下する。

「メノウちゃん!?」

　急転した事態に、祭壇にいるアカリがメノウの名前を叫んだ。

　だがメノウには、彼女を助ける余裕すらない。崩れ落ちた足場とともに空中へと放りだされ、赤の光線に手元を狙い撃うちされる。身動きもままならない空中で避けられるはずもなく、教典が燃え上がった。

「アカリっ、逃げなさい！」

　一声叫び、教典が炎に包まれ使い物にならなくなる前にと導力を流し込み、まだ残っている紙面の文言から最善の魔導を選び抜く。

『導力：接続──教典・十三章十三節──発動【殉教の精神は愚かなほどに、尊い】』

　教典が、強烈な閃光せんこうと衝撃を放って爆発ばくはつした。

　攻性魔導というよりは教典技術の機密保持のための自爆魔導だ。爆発により、さらに床の崩壊が広がった。儀式場までには爆発は及ぼせなかっただろうが、間違いなくオーウェルが立っていた場所は巻き込んだ。司教服の障壁紋章で爆発自体は防がれただろうが、足場を崩して一緒に下へと叩き落とせれば十分だ。

　アカリは拘束されていなかった。教典自壊で発生した目くらましの隙にアカリが逃げてくれていればと望みをかける。

　重力に身を任せたメノウは、アカリのいる祭壇からさらなる地下へと落ちる。深さはさほどなかった。わずかな時間をおいて着地し、太もものベルトから短剣を引き抜く。

　落ちた先の部屋は、異様な実験場だった。地上で見た神聖さを塗りつぶすかのように、おぞましいほどの鉄臭さと、いたましさに満ちていた。

　石造りの地下室には、等間隔でずらりと寝台が並んでいる。そこに横たわっているのは、すべて若い女性だ。

　俯うつむくように寝台に倒れ込んでいる女性は、体の中身を抜き取られていた。開頭された女性が、仰向あおむけになって虚うつろな頭蓋を揺らしている。血を抜かれて干からびたミイラのようになった女性の瞳はしぼんで濁りきっており、二度と光を映すことはない。

　人を分解し、部位を吊つるして並べる施設の中心には、二つのフラスコがある。

　実験し終わった素材を無駄にしないようにと、人体の『赤』の素材をため込んだフラスコと、『赤』の選別から漏もれた人体の残りかすを詰め込んだフラスコ。

　一体、これまでに何人分の人間を材料としたのか。

　見上げるほど巨大なフラスコの二つは、半分以上の容量が埋まっていた。

「……『任務に協力してあげる』なんて甘言で騙されるなんて、私もまだまだですね」

「そうね。まだあなたは若いから、落ち込むことはないわ。年寄りはね、自然と卑怯ひきょうになって若者の操り方を身につけるものだから」

　メノウが落下した穴から、美しい階段が形成されていた。三原色で編まれた階段が、確かな物質となってオーウェルを支え、ゆっくりとした動きで安全に彼女を階下へと導く。

　オーウェルはただ、穏やかに笑っていた。彼女の慈悲深い瞳の色に変化はない。

　アカリと分断されたことに歯嚙みをしつつ、メノウは認めたくない現実を認める。

　オーウェルがメノウに調査を依頼した行方不明者事件の首謀者──なだけではすまない。

　この町の騎士階級が怪しいなど、甘い推測だった。第三身分コモンズのテロリストどもとも通じて人をさらっては人体実験を行い、果てにこの国の第二身分ノブレスへと異世界人の転移術式を提供した黒幕。

　この国でメノウが直面した事件すべての首謀者が、彼女なのだ。

「あなたは歳としのわりには冷静で優秀だけれども、まだあの子──『陽炎フレア』ほどの周到さと卑怯さがないわね。それでは処刑人としての怖さが生まれないわよ？」

「耳に痛い諫言かんげんです」

　この国の第一身分ファウストの頂点であるオーウェルが協力しているというのならば、第二身分ノブレスの国王も強気で召喚などということに踏み切るわけだ。

　そして、いざここで戦闘となればオーウェルの杖に嵌まった素材が問題だ。

　赤、青、緑の三原色の輝石は聖職者の手にあってはならない禁忌の逸品だ。

「さて、メノウさん。原色の輝石について、あなたはどの程度ご存知かしら」

「この世でも最も純粋な色の素材、赤、青、緑の三色です。この星の【力】と人類の歴史によって形成された概念異界の一画、世界を彩いろどる原色概念への干渉と魔導発動を可能とする原色ノ理の素材は、同時にこの世界の色をすべて表現できる魔導でもあります」

　穏やかなまま問いかけてきたオーウェルにメノウは落ち着き払った表情のまま返答する。

　恐るべきは、素材だけではない。先ほどの攻撃に使われた複雑な魔導は、目が奪われるほどの精緻さだった。魔導発動に関わる導力操作技術が、明らかにメノウよりも上である。

「あなたの杖にある素材を、あなたほどの魔導行使者が扱えば、擬似的な世界を構築することすらできるでしょうね、オーウェル大司教」

「正解よ。さすが、あの子の弟子だわ。きちんと禁忌に対する知識を身に着けているわね」

　冷静さを保った口調とは裏腹に、メノウの内心は穏やかではない。

　オーウェルがメノウたちを誘いこみ、ここへと連れてきた理由は一つしか考えられない。

　彼女の狙いは、アカリだ。

　より正確にいうのならば、アカリの純粋概念を欲している。上で行われようとしていた儀式は、おそらくアカリを殺すためのものなどではない。彼女の純粋概念を、なんらかの形で利用するための異端の儀式だ。

「さて、実力差がわかったのなら、降服してくれると嬉しいわ」

「残念ながら、諦あきらめることは導師マスターからの教えにありませんでした」

　勝てるか。メノウは自分に問いかける。

　大司教、オーウェル。

　第一身分ファウストの天才が弛たゆまぬ精神で実績を積み上げ続け、輝く階位に至った傑物が彼女だ。

　最初の一撃で、最大の武器である教典をなすすべもなく燃やされた。不利は明らかだ。

　撤退すべきか。そう考えたメノウの脳内を読んだようなタイミングで、オーウェルが大聖堂そのものに導力を流し込んだ。

『導力：素材併呑──大聖堂・教会建築魔導紋章──起動【多重障壁内陣結界】』

　大聖堂の絢爛精緻けんらんせいちな紋章が起動した。オーウェルの起動によって大聖堂に内蔵された導力が作動し、強力無比の結界が隔壁となって大聖堂内の区画をも遮断する。

「これで万が一にも助けは来ないわね、メノウさん」

　大聖堂の結界を作動させるほどの導力をつぎ込んでおきながら、まるで堪こたえた様子もない。魔導の構築、展開速度に加え、大聖堂の結界を個人で発動できるほどの魔導量まで持ち合わせているなど、驚異的の一言だ。

　救いは、老いによる肉体の衰えだ。オーウェルの足腰は導力強化でも補えないほど弱っている。挑むとすれば接近戦の一択だが、周到な彼女がなんの対策も打っていないとは考えられなかった。迂闊うかつに飛び込むのは下策げさくだ。

「理由を、聞いても？　王都の異世界人召喚もあなたの差し金ですよね？」

　相手の戦力を分析し、隙をうかがいながら問いかけるメノウは心中で痛烈に後悔していた。

　処刑人である自分が気付かなくてはいけなかったのだ。だというのに、異端の手中におめおめとアカリを連れ込んでしまった。

「そうねぇ。第二身分ノブレスに協力したのは、騎士階級にここのことを探らせないためよ？　副産物の異世界転移の術式をあげると、彼ら、喜んで協力してくれたわ」

　事件の発端になった王都での召喚騒動。まるで処刑人の動きを熟知していたかのように複数人召喚し、メノウをおびき出して罠にはめようとした第二身分ノブレスの動きもそうだ。よくよく考えてみれば、彼らは非公式の存在である処刑人の動き方を知りすぎていた。

「第三身分コモンズのテロ集団にいろいろと便宜べんぎを図ったのは、若い女の子を彼らに集めて欲しかったからなの。ほら、素材はたくさんあったほうがいいじゃない？」

　列車でのテロリストたちが持っていた導力銃に加え、生産と運用に高度な魔導技術がいる原色理ノ赤石。なるほど、王国の教区を取り仕切る大司教ともなれば調達、横流しは容易だ。

　それが第二身分ノブレスと第三身分コモンズの両者に通じれば、なおさら。

「第一身分ファウストが表立って人攫ひとさらいなんてするわけにはいかないでしょう？　だから彼らに協力する代わりに、ここの地下へ実験素材になる女の子を運んでもらっていたの」

「……あなたのことです。あのテロリストどもに列車を襲わせたのも、なにか意図があったのでしょうね」

「あの列車、アーシュナ殿下がいたでしょう？」

　オーウェルは隠すほどのことでもないと、淀よどみなく答える。

「殿下は、昔から勘がよろしいのよ。こちらに来るということを聞いて、万が一にも気が付かれたくなかったから、あなたたちに彼女の意識を向けるようにしたの。乗り合わせた列車であんな事件が起きれば殿下は間違いなく動くし、あなたも神官として対処しなければならないものね」

　確かに、テロリストの事件がなければアーシュナがモモと出くわすこともなかった。メノウもアーシュナの存在を知ってから、彼女を意識しての行動を余儀なくされている。

「ちょうど、殿下のお父上の企みが処刑人に頓挫させられたばかりだもの。アーシュナ殿下の性格上、処刑人という存在と結びつけて興味を持つのは確実だわ。あなたもずいぶんと行動がしにくくなったでしょう、メノウさん」

　確かにその通りだ。アーシュナが出てきて以来、その対応にモモのリソースが費やされることになった。もし列車でモモがアーシュナを叩き落としていなければ、メノウも彼女に目を付けられて行動を制限されただろう。

　オーウェルはテロリストに協力するふりをして彼らを捨て駒ごまとして扱い、メノウたちとアーシュナに互いの存在を意識させた。本人はガルムから一歩も出ていないというのに、たった一手でメノウとアーシュナ、どちらの行動も誘導し、制御せしめたのだ。

「それでも意外だったのは、あなたの後輩ね。調査で地下をうろちょろしていれば殿下と鉢合わせして争ってくれると思ったのだけど……あの儀式場を発見したのに通信できたということは、まさか協力したのかしら。そうなると、あとで二人とも処理をしておかなければいけないわねぇ」

「……堕おちたものですね、オーウェル大司教」

　事の概要を聞き終えたメノウは、眼光を鋭くして吐き捨てる。

　オーウェルはメノウとは違い、己の魔導と立場を使って人を救済するのを役目としているはずなのだ。それが、聖人にも等しき位。大司教だ。

　第一身分ファウストの最上位に近い人物が、ここまで綿密な計画を立てて禁忌に手を染めていた。

「私とは違い、人を救うはずのあなたが、なぜここまで？」

「ああ、知らないのね……。そういえば、あなたは人を殺してばかりだものね。ええ、ええ。そうだったわね、メノウさん。それなら、知らないのもしかたないわ」

　オーウェルは、子供の無知を目にしたような顔で、あっさりと答える。

「人を助けすぎると、救いの声がね、うるさいのよ」

「な──」

　メノウは絶句した。

　オーウェルは気にも止めずに言葉を続ける。

「助けて、助けて、助けて。どうして助けてくれないの、なぜ与えないんだ、もっと寄越せっ、惜しみなくッ、お前のすべてを！　時間を、力を、命の限りを尽くして、救えよ!!　……そんな声ばかり、まとわりつくようになるのよ」

　ひどく疲れ切った老婆の声で、告白が締めくくられた。

「誰も、私のことは助けてくれないのにねぇ」

『導力：接続──聖杖・三原色ノ理──発動【欺・獄炎】』

　オーウェルが杖にはめ込まれている三原色の一つ『原色ノ理赤石』に【力】を通し、魔導を発動させた。

　不自然なほど色鮮やかな赤い炎が、床を覆う勢いで燃え上がる。

「くっ」

　原色の素材により発動された魔導を前に、メノウは短いうめき声を漏らした。

　紋章や教典など、限定的な魔導の発動とは違う。原色の素材と高度な魔導の操作技術があれば、この星の霊脈と人類の歴史によって形成された異界の一つ、原色概念から現象を引き出せるのだ。

　熱波のない、しかし触れれば骨まで灰にする概念的な炎がメノウを襲う。

『導力：接続──紋章・短剣──発動【導糸】』

　紋章発動を発動し、糸をつなげた短剣を投げ放ち上部の装飾に絡ませた。メノウは糸を引いて飛び上り、床を舐なめるように燃え広がる紅炎をかわす。

「ふふっ、すごいすごい」

「この……！」

　炎が収まるのを待って着地しながら、メノウは打つ手に欠ける現実に歯嚙みをした。

　初手の光線で教典が撃ち抜かれたいま、戦闘用の魔導の発動媒体は短剣の紋章【導糸】と【疾風】の二つと、神官服の【障壁】紋章のみだ。勝ち筋が見えないほど追い詰められていた。

　かといって、逃げようにも大聖堂の結界によって閉じ込められている。

「ええっと、なんだったかしら。ああ、そうだわ。なんでこんなことをしたか、だったわよね。ごめんなさいねぇ。この歳になると、ちょっと間を置くと、話の内容が飛んじゃってねぇ」

　自分が放った魔導をしのいだメノウを見ても、オーウェルは負の感情を見せない。むしろ「よく動くわねぇ」と外で元気に遊びまわる子供を見ているかのように、にこにこしている。

「あのね、最近、腰が痛くてしかたがないのよ」

「は？」

　なにを言っているか、わからなかった。

　腰が痛い。

　だから、どうした。

　あっけにとられるメノウの心を知ってか知らずでか、オーウェルはわずかに曲がった自分の腰を、とんとんと軽く叩たたきながら言う。

「朝起きて、まず思うことがね。『ああ、腰が痛いわ』なの」

　これは前置きでいまから壮大な理由が明かされるのかと身構えるメノウに対して、オーウェルはよくある老人の愚痴をこぼす。

「起き上がるのが大変でねぇ。若い子の手を借りながら立ち上がって一歩足を踏み出すと、膝ひざが軋きしむのがわかるのよ。ええ、ええ。そうなのよ。わかるかしら。これはね、きっと、いままで救ってきた人たちが、私に縋すがり付いているせいだと思うのよ。重くて、重くてしかたないわぁ」

「なにを、言ってるの……？」

「そう、わからないわよね。あなたは、若いもの」

　放心するメノウにオーウェルが向けた感情は、嫉妬ではなかった。

「私も、昔はわからなかったもの。でも、ねえ、メノウさん。私はしょせん、聖人のなりそこないなのよ。自分が万全だったからこそ他人を助ける余裕があっただけの、常人なの。どうしようもなく衰えた歳になって、ようやくそれを認めることができたの。それだけのことなのよ」

　オーウェルの瞳には、いつか訪れる老いの恐怖を知らないメノウへの憐あわれみが浮かんでいた。

「それでも多くの人を助けたんだから、いままで助けた分くらい、私が助かるために殺してもいいじゃない」


「…………」



　メノウは、無言であたりに視線をやる。

　ここはオーウェルが老いから逃れるために、若い女性をさらっては人体実験を繰り返し、若さを探究するために人を解体し、素材に変える実験場だったのだ。

　その動機を、メノウは一切いっさい理解できない。ゆえにメノウは、相手の心を推し量ることをやめた。

「……それで、アカリを欲しがったわけね」

【時】の純粋概念。老いさらばえる恐怖におびえる老婆ならば、アカリの回帰の術は喉のどから手が出るほど欲しいだろう。

「どうやって純粋概念を使うつもり？　いくらあなたが卓越した魔導の使い手といっても、人の思うように使えるものじゃないわよ、あれは」

　列車の時、わずかながらでもアカリの身に宿る純粋概念に触れかけたからこそ、メノウは身に染しみて理解している。そうでなくとも、他人の導力を扱うなんてことは困難を極きわめるのだ。

　だが当然、オーウェルとて純粋概念の危険さは承知している。

「あらあらメノウさん。あんまり見損なわないで欲しいわ。異世界人に不正定着した純粋概念の不安定さ、危険さを知らないはずがないでしょう？　純粋概念に直接手出しをしたりはしないわ。こんな歳まで生きたおばあちゃんだもの。私は、自分の分際をわきまえているの」

　若い女性をさらっては実験体として屍しかばねを積み上げた老婆が、穏やかに己の常識を語る。

　ならば、とメノウは直感する。

　だからこその、ここに落ちる前にいた儀式場だったのだ。

「上の儀式場があなたの余裕のもとみたいだけど、どうやって純粋概念を操ろうっていうわけ？」

「そうね。あれも、あなたと無関係なものというわけではないし、教えてあげましょうかねぇ」

　オーウェルは年若い神官の教導をするかのように、優しく微笑む。

「あの儀式場は、もともとは呼び出した異世界人を洗脳するために用意されたものだったのよ」

「洗脳……？」

「ええ。むしろ、漂白と言ったほうがいいかしら」

　モモが発見したという転移術式は、王都の召喚の実験のために使われたのでは、ないのだ。

　あの転移術式は、元から違う目的でオーウェルが使用していたのである。

「上の儀式場は、人格漂白の実験場よ。人の精神も、魂も、漂白するための場所。異世界人に使って洗脳すれば、思い通りに動かせる純粋概念が手に入ると思ったんだけど、漂白の深度調整には苦労したわ。一度、純粋概念まで中途半端ちゅうとはんぱに【白】に染めた時なんて大変だったのよぉ、ごまかすのは。その時のことは、あなたもよく知っているでしょう？」

　オーウェルのひびわれた唇の両端が、吊り上あがる。

「半端な【白】になった異世界人が、町を一つ白くしてしまった時のことを」

　筆舌に尽くしがたい衝撃が、メノウを襲った。

　予期せぬ真実は、オーウェルの異端を知らされた時の驚愕を遥かに上回った。一瞬、思考が停止する。頭が真っ白になりかける。短剣を取り落としそうになり、柄つかを握る力を強めた。

　カタリ、とメノウが握る短剣の刃が震えた。

「あなた……いつから？」

「言ったでしょう？　最初から、よ」

　なんとか問いを絞り出したメノウに、しわくちゃの老婆が、悪戯っぽく笑う。

　最初から。

　それが、ほんとうに最初からだったと、否応なく思い知らされた。

　白い雪になった、記憶に残っていないメノウの故郷。家族も、友人も、町そのものも、思い出も、白くなって一つになった。メノウを一人だけ置いてけぼりにして、メノウの心に悲しみすら残さず真っ白になった。

　当事者のメノウが悲劇と認識できないほど白くなった事件は、目の前の人物が引き起こしたものだったのだ。

　あれが、なんのための事件だったのか。

「異世界人には洗脳を試みるより、魂も精神も漂白しきって意思のない純粋概念を宿すだけの素材に落とすべきというのが、試行を繰り返した末の結論よ。でも、それだと純粋概念を扱う人間が危険にさらされてしまうのは変わらないのよ」

　オーウェルが、真実をつまびらかにする。

「だからね、メノウさん。あなたとアカリさん、二人が揃って初めて意味のあるものになるの。そうでしょう、メノウさん。あなたなら、あの子の純粋概念を扱えるのではなくて？」

　自分がアカリを使うのだと言われて思い出したのは、列車での出来事だ。

　精神と魂に、メノウは防壁を持たない。メノウの故郷が白くなった時に、メノウのほとんどが白く漂白されたからだ。だからこそ、メノウはアカリと導力接続ができる。それも、おそろしくなめらかに。列車の時は危険を冒す必要がないと触れないようにしたが、あるいは純粋概念まで扱えるかもしれない。

「あの白い町で生き残って、素材としての一級品で誕生しなおしたあなたなら、できるわよね。他人との導力接続を苦にせず──なにより『陽炎フレア』の教えを受けて『陽炎の後継フレアート』と呼ばれるまでに導力操作技術を磨いたあなたなら、きっと純粋概念を操ることすら可能だわ」

　オーウェルはメノウという純粋概念を操作できる素材を作り出すために、町を丸ごと一つ、白雪に変えたのだ。

　オーウェルの目的は、アカリ一人ではない。メノウとアカリ。その二人なのだ。

「……ああ、なるほど」

　しびれるように鈍くなっていた頭が、ようやく回り始めた。

　ここ一週間余りの出来事で、少しずつ引っかかっていた疑問が連鎖的に氷解していく。

　名も知らないまま殺した少年の【無】の純粋概念であっても、成長すれば不死になりえる。アカリを残したのは、【時】のほうがオーウェルにとって都合がよかったからこそだ。大司教ともあろう人物が、一処刑人でしかないメノウのことを把握していた理由もいまならわかる。

　オーウェルは、ずっとメノウのことを必要な素材の一つとして記憶にとどめていたのだ。

「ほんとうに、最初から全部あなたが仕組んでいたわけなのね」

「そうよ。もちろんいくつかの偶然と幸運はあったけれども、十年かけて小さな好機を見逃さずに集めていけば、望む結果は得られるわ」

　ふつふつと、腹の底から熱が湧わく。腹立たしかった。騙されたことも、裏切りすらなく最初から陥おとしいれられ続けたことも、そんなことに気が付かずにオーウェルに敬意を持って接していた自分の間抜けさも。

「あなたという素材が純粋概念を操れるほどに成長するまで待ったわ。それを機に、この国の第二身分ノブレスに異世界人召喚を行わせたの」

　オーウェルは気長に、確実に積み上げていったのだ。異世界人という禁忌を召喚し、メノウという処刑人をおびき寄せたのは十年以上にわたる計画の、仕上げの一手でしかない。

「……ふふっ。処刑人の中でも『陽炎フレア』だけだったわね。最初から最後まで、ずうっと私を疑っていたのは」

　ぎゅっと短剣の柄を強く握る。

　目ざとくメノウの仕草を見抜いたオーウェルが、愉悦に口元を吊り上げる。

「あら、怒ったのかしら。どうして？　あなたはなぜ、いま怒ったの？　誰のために？　まさか故郷を無くした怒りでもないでしょう？　あなたにはないもの。『自分』が。いまある思考は、すべて後づけで作られたものでしょう？　そうよね、メノウさん」

　すべての元凶が、メノウがこの世に生まれてきた白い日を掘り起こす。

「あなたはすべてを、真っ白に忘れてしまっていたでしょう？」

　怒りが、弾けた。

『導力：接続──短剣・紋章──二重発動【導糸・疾風】』

『導力：接続──司教服・紋章──多重発動【多重障壁】』

　メノウが投げ放ち、疾風によって加速した刃は、オーウェルに突き刺さるよりも手前で弾かれた。

　司教服の紋章起動による障壁だ。多重に展開された障壁の強固さは、列車で戦った魔導兵の甲殻とは比べ物にならない。そのうえオーウェルの魔導発動の速度はメノウを上回っていた。

　メノウは糸を手繰って投げた短剣を回収する。オーウェルはメノウの攻撃を咎とがめるでもなく、ころころと笑った。

「『陽炎の後継フレアート』とは言い得て妙だわ。白くまっさらだった素材が、すっかり、あの子に似ちゃってねぇ」

「そうね。私は、悪人よ」

　表情を消したメノウは一歩、前へ。

　怒りが弾けたあとの頭は、不思議なほど冷え切っていた。

　自分の正体がなんであれ、オーウェルの動機がどうであれ、やることはただ一つ。

「異世界人の利用は禁忌指定。人体の素材転用も禁忌指定」

　誰が、どうして。

　そんなことは関係ない。

　メノウは酷薄に目の前の異端を見据える。

　禁忌に堕ちた大司教、オーウェル。あの導師マスターからすら逃げ切った、第一身分ファウストの頂点に最も近い位まで駆け上った人物だ。

　そんな相手であっても、メノウがやることは一つだ。

「禁忌を犯したあなたを殺す。私は、それだけの存在よ」

「そう。おいでなさい、お若い子。故郷と一緒になり損ねた、憐れな子」

　オーウェルは穏やかな笑みを崩さない。人を解体して素材にした二つのフラスコに手を当てる。

『導力：接続──原色理ノ赤石・原色擬似概念【赤】──起動【原色ノ赤・天埜使意】』

『導力：生贄供犠──原罪ヶ印傲慢・精神・肉体・魂──召喚【原罪ヶ悪・地縁這寄】』

　片方のフラスコにため込まれた『赤』が変容し始め、もう片方のフラスコにあった人の肉体が生贄媒体となり召喚が始まる。

『赤』の素材から出来上がったのは、羽をもった裸体の両性具有が一体だ。そしてオーウェルの足元から現れた泥とも影とも言い表せないなにかが、八本足を生やした椅子いすの形に変容した。

　オーウェルが赤い天使を侍はべらせ、召喚した悪魔に腰を落ち着ける。その手には、原色ノ理である三つの輝石を嵌め込んだ聖杖が携えられていた。

「手加減してあげるから、いらっしゃいな。命までは奪わないわ。アカリさんとメノウさん。二人一緒に、役に立ってもらわなければいけないもの」

　この国の異端の長が、緩やかに微笑んだ。




　儀式場に残されたアカリは目を白黒させていた。

　彼女は神官の女性たちに取り囲まれていた。ほとんど全員が教典を開いての臨戦態勢である。

　メノウが教典を投じて作った隙は、悲しいかな、なんの意味もなしていなかった。逃げてと言われてとっさに逃げられるほどの場数をアカリが踏んでいるはずもなく、爆発に身をすくませている間に完全に包囲されていた。

「動くなよ、異世界人。どうせ、すぐなにもかも忘れる」

「えーっと？」

　なんだこれ、と事態の急転具合がさっぱり摑めないながらも、もしかして危ない状況なんじゃ、という危機感が浮かぶ。

「貴様の能力も知っている。まだ『回帰』しか使えないのならば、抵抗はするだけ無駄だ」

　神官たちは油断なくアカリの動きを注視しながら儀式を続行する。

　大人数の儀式場に流され、中心の祭壇へと集まっていく。

『導力：接続──儀式祭壇・儀式構築魔導紋章──発動【擬似再現：微・漂白】』

　どろり、と儀式場の内壁がうごめいた。

　壁自体が動いたわけではない。壁を白く染めていた塗装が動きだしたのだ。白壁の塗装が、半球状の儀式場の頂点、つまりは祭壇にいるアカリの頭上に集結する。

　一点に集まった白濁液が、ぎゅうっと濃縮されて一滴の雫しずくとなった。

「北大陸の白濁した球体──『星骸せいがい』から採取された欠片かけらだ。これによる漂白には、異世界人ですら抵抗はできない」

「え、ぇええ!?」

　進んでいく事態にさらされるアカリの胸中では、焦あせりばかりが募っていた。なにかとんでもないことが起こっていることはわかる。きっと、自分とメノウは騙されていたんだということもわかる。だが危険地帯から逃げるための手段も心構えも、アカリは持っていなかった。

　ぽとり、と不気味なほど清浄に白い液体が零こぼれ落ちそうになった瞬間だった。

『導力：自動接続（条件・了）──不正定着・純粋概念【時】──解除【回帰：記憶・魂・精神】』

　カチリ、と音にならない時計の針の音が響き、アカリの中でだけ時が世界からズレた。

　アカリの表情から焦燥が消える。

「んん？　ここは……ああ、そっか。ガルムの大聖堂の時なんだね。しかも、うわぁっ！　これ、メノウちゃんのプレゼントじゃん！」

　態度を豹変ひょうへんさせたアカリが、頭のカチューシャを外してはしゃぎ始める。わけのわからない挙動に、不審の視線が注がれた。

　だがもう、儀式は完了の寸前だ。神官たちがアカリを逃がさないように注意深く儀式の進行を見守る中、祭壇にアカリが、あはっと笑い声を漏らす。

「じゃあ、抵抗しまーす」

　軽い調子で宣言したアカリは人差し指をくるりと回す。

　相手が身構える暇すら、なかった。

『導力：接続──不正定着・純粋概念【時】──発動【停止】』

　呼吸をするのと同じくらいの自然さで、魔導が発動された。
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　アカリの指先から発生した導力光に照らされて、周囲の人間の動きがぴたりと止まった。あるべき生体反応も止まっているが、なにも死んでいるわけではない。

　彼女たちの『時』が一時的に停止しているのだ。

　そんな中、濃縮された白い雫だけは停止しきっていない。停止の概念を受けながらも、自らの漂白の概念で削り合うように進んでいく。ゆっくりと、重力に引かれる速度にしてはあまりにもゆっくりと落下する。

「これは止まんないんだよねー。なんでだろ」

　アカリは緊張感のない動作で立ち上がって祭壇から降りる。停止の概念を突破してぽとりと落ちた白い雫が、一瞬にしてアカリがいた祭壇を、一切の穢れなくまっさらに漂白した。

「ごめんねー。わたし、メノウちゃん以外の人についていく気もなければメノウちゃん以外に使われる気もないし、なにより──メノウちゃん以外に殺されるのは、ぜーったい、イヤなの」

　アカリは異様な現象に目を向けるそぶりすら見せずに、指を指揮棒のように一振り。今度は性質の違う魔導を発動させる。

『導力：接続──不正定着・純粋概念【時】──発動【転移】』

　時間と密接な関係にある空間へ干渉する。自らの魂に定着した概念の領域へと深く踏み込み理解した異世界人にしかなしえない練度で、アカリは魔導を発動した。

　停止していた神官たちが消えうせた。消えた人々を特に気にすることもなく、アカリは記憶を掘り起こすかのような仕草で首を斜めに傾け、腕を組む。

「この時だと、うん。列車の時と違って、戻す必要はないね。……ふふっ。モモちゃんに暴あばれてもらうのが、自然かな」

　出会っていないはずのモモの名前を出したアカリは、なにを思いついたのか、意地悪く笑う。

『導力：接続──不正定着・純粋概念【時】──二重発動【転移・風化】』

　純粋概念による魔導の二重発動。この場で発動させたアカリの魔導が空間を越えてここではないどこかで効果を発揮する。

　その結果を予想して、くすくすとアカリは笑う。

「イジワルかな？　でも、あのプレゼントのリボン、ちょーっとうらやましかったんだよね。思い出の品とかさ、卑怯じゃん」

　ここにはいない誰かに向かって、べえっと舌を出す。子供っぽい対抗心を丸出しにした仕草のあと、アカリは自分の花飾り付きのカチューシャを胸に抱く。

「ふふ、いいなぁ、わたし。メノウちゃんお手製なんていう素敵なものをもらえる『時』って、そんなにないんだよね。すごく、すっごーく、嬉しい」

　愛おしく呟いたアカリは、右手をピストルの形にして人差し指を自分のこめかみに突きつけた。

「さて、っと。大丈夫。いつも通り、既視感は残すから。あと、メノウちゃんが大好きな気持ちもね！　──だから、怖くないよ」

　自分に言い聞かせるように静かな声を発したアカリの右手が、導力光で輝く。

『導力：接続──不正定着・純粋概念【時】──発動【回帰：記憶・魂・精神】』

　自らの放った導力光が、アカリの頭を撃ち抜いた。

　魔導発動の導力光が収まるころ、無傷のアカリはぱちくりと目を瞬かせる。

「はれ？」

　さっきまで座っていたはずが、なんで立っているんだろうと首を傾げる。しかも自分を取り囲んでいた人たちもいなくなっているのだ。

「んー？」

　この一瞬でどうしたことだろうと思いつつも、アカリは奥へと歩きはじめる。

　自分がどこかに行かなくてはいけない気がした。

　列車の時も感じた。なぜ、ではない。ただ、そうしなくてはならないのだ。

　儀式場の奥に進むと、階段があった。落下したメノウがいる場所へつながっている階段だと、なぜかアカリは直感した。

「んー」

　アカリは腕を組んで考え込む。

　メノウは「逃げろ」と言っていた。でも、そうするべきではない、とアカリは思った。いや、思うというよりは、ほとんど強迫観念にも等しい感覚だ。彼女のなにかが「行け」と命じていた。

「よしっ。メノウちゃんが危ないんなら、行かなきゃだよね！」

　だから、理由を後付けしたアカリは階段を下りる。知っているはずもないのに既視感に導かれて。知らない場所だというのに、迷うこともなく。

　いまメノウがいる場所まで、一直線に。

「なんで来たって怒られても、きちんとメノウちゃんに言い返すぞー。わたし、悪くない！」

　アカリは、メノウのもとへと向かった。




　アーシュナが、鋭い斬撃を一閃。ねじれた紐のような体をした悪魔を切り飛ばす。

　だが粘着質な黒い糸くずが絡み合った形をしている悪魔は、まるでひるまなない。斬り飛ばした部位が分体となって、死角からアーシュナに絡みつこうとする。

　アーシュナは気品ある仕草でためらいなく分体を踏み潰す。形を保てなくなった残骸ざんがいは本体に吸収されていった。

「ふむ」

　アーシュナは優美に小首を傾げる。

　本体を斬ったら切り落とした部位が分体となり、分体を潰せば本体に取り込まれる。かといって、巨大ながらもねじれて絡まった糸のような本体に核らしきものは見当たらない。

「モモ。こいつはどうやったら死ぬんだ？」

「さー？」

　あいつ悪魔に殺されないかなぁとアーシュナの奮闘を横目で見捨てながら、モモは振動する糸鋸で竜の鱗うろこを削っていた。

　モモが相手をしているのは、赤一色で出来上がった翼を持たない竜だ。

　アーシュナが相対している悪魔のように特殊な能力はなく、巨大ゆえに強い竜型の魔導兵だ。巨体から繰り出される一撃は必殺の重さを持っているが、モモなら見切れる速度である。

　ならば恐れることはないと、モモは果敢に接近戦を挑んでいた。モモの優先事項はこの場の離脱だ。途中でアーシュナに竜の相手もまとめて押しつけるくらいの気持ちでの戦闘である。

　巨体をちまちまと削っていくような攻撃がうっとうしかったのか、頭を振ってモモを振り払った赤い竜が大きく口を開いた。

『導力：接続──原色理ノ赤石・内部刻印魔導式──発動【戯・赤炎】』

　炎が、口内で描かれる。

　赤の原色の擬似概念による炎は絵の具をぶちまけたような赤色をしている。熱を持たず、しかし燃やすという結果だけは真実の炎よりも確実にもたらす赤色の炎が放たれた。

　抜けられる。

　炎に込められた【力】の総量を看破し、防御可能と即座に判断したモモは突っ込む。

『導力：接続──神官服・紋章──発動【障壁】』

　神官服の紋章を起動し、炎の渦中へ踏み込んだ。もちろん頭を重点的に守るように障壁を展開し、多少薄くなった部分は導力強化で肉体を強化して補った。

　モモの計算通り、障壁が燃え落ちる一瞬で炎をしのいで抜けられる、はずだった。

　その瞬間、原色の赤炎に紛まぎれるように導力光が発生した。

　展開されたのは、空間の時間を風化させる脅威の魔導だ。ここではなく、大聖堂から転移、発動した【時】の魔導がモモの展開した障壁の頭の部分に、虫食いのような穴を開ける。

　リボンで髪を結んでいるところを、ピンポイントに。

「──え？」

　糸鋸を鼻先に斬りつけてやろうとしていたモモは、敵を眼前にして足を止める。

　モモの髪が、ほどけた。

　二つ結びにしている髪が、ふわりと広がる。自分の癖くせ毛が広がったのを感じたモモは前にいる竜から意識を逸らして、後ろを向いた。

　焼き切れたリボンが、床に落ちていた。

　メノウからもらって、ずっとつけていた赤いリボンが、二つとも。

「あ」

　ぽとり、と握っていた糸鋸を取り落とす。モモの動きが完全に止まったのを好機と判断したのか、竜が突進する。

　モモは、避けるそぶりすら見せなかった。

　吶喊とっかんした竜の巨軀が小柄なモモに激突して、そのまま押し潰さんと壁に突っ込んだ。

「おや」

　悪魔をどうやって殺すか、余裕を持ちつつも戦っていたアーシュナは、地下空間を揺らした轟音ごうおんに切れ長の目を細める。

　これは、死んだか。

　戦闘中、なにがあったかは知らないが棒立ちになったのである。アーシュナでなくともモモの生存は想定できない状況だ。意外とつまらない最期だったとアーシュナは失望の念を抱く。

　もうもうと立ち昇っていた土煙が晴れていく。死体が残っていたらあとで弔いくらいはしてやるかと考えていたアーシュナは、薄くなった土煙から現れた光景に思わず自分の目を疑った。

　膨大な導力でもって質量を増やした赤い竜が、手足と尻尾しっぽをジタバタさせていたのだ。

「んん？」

　よく見てみれば、モモの仕業しわざである。さきほどの攻撃を受けたにもかかわらず、ほとんど無傷のモモが片手で竜を抑えつけているのだ。

　しかも、モモの様子がおかしい。


「……ぇっく」



　モモは、泣いていた。

　泣いているモモの体を強化する導力光の色合いは、いままでと一線を画すほど深く、濃くなっている。

　泣いている子供特有の喉をしゃくり上げる声に混ざり、ぼぎんという鈍い音が鳴った。

　モモに抑えつけられていた竜の鼻が、尋常外の握力で摑みやすい形に圧縮変形させられた音だった。

「ぅあ、あぅえっぐ……うあぁああああああああああああぁあぁああああん！」

　戦闘中にもかかわらず、みっともない大声をあげてモモがわんわんと泣き叫び始めた。

　モモが泣きながら片手で摑んだ竜を持ち上げ、振り回した。ぶぉんと空気がうなりを上げる。竜の巨軀が叩きつけられる衝撃で地下そのものが鳴動する。モモは揺れる空間の一切合切いっさいがっさいを気に留めない。子供が枕まくらを摑んで泣き暴れるように、竜の巨体をあちらこちらに力任せに叩きつける。

「なんでっ、なんでぇ!?　まもったッ。ぜったい、まもったもん！　なのに……いやだよぉ。こんなの、わぁ、うぁ、ああぁあ、やだやだやだぜったいおかしいぃ！　うぁああああぁああん！」

「お、おい、モモ？　ここは地下だぞ？　それ以上は崩れ──」

「うるさいぃ！　じゃまぁ！　しね!!」

「──うぉう!?」

　ぼろぼろと涙をこぼしながら叫んだモモが、振り回していた竜をアーシュナに向かって投げつける。辛くもかわすが、すさまじい勢いですっとんだ竜は悪魔と衝突して向こうの壁に轟音を立ててめり込んだ。

　直撃していたらとんでもないことになっていたと、さしものアーシュナも冷や汗をかく。

　モモはといえば、自分がぶん投げたものの結果には目もくれず地面に落ちているリボンを拾い上げる。

「ぅえぇ、ひぃっく……。せ、せんぱいからもらったのに、こんな、どうしよう。おくりもの、だめにするわるいこだって、おもわれたら……やだぁ……やだよぉ。やだぁあああああああ！」

　ぎゅうっとリボンの残骸を胸に抱きながら、駄々をこねる子供さながらに泣きわめく。

　泣く子の相手は、姫騎士の専門外である。珍しくもどうしようとアーシュナが途方にくれていると、モモのにじんだ瞳が、めり込んだ壁から脱出しようとしている二体の怪物に向けられた。

「ぁ、ああ、あああ！」

　涙に濡ぬれた瞳に、怒りが宿る。

「よくもよくもおまえのせいでぇ！　せんぱいからもらったのに！　たいせつなせかいいちたいせつなたいせつだったのにぃ！　しねしねしねしねぇ！　しんじゃえ！」

　モモが教典を取り出し、導力を通す。

『導力：接続──』

　魂から引き出した莫大な量の【力】が、教典へと流入。

『教典・一章四節全文──』

　並みの神官の導力を十人分集めても足りないほどの【力】を、モモは自分の魂からくみ上げて教典へと流し込み続ける。

『発動【「お前はなにをしている。」王は問うた。女は答える。「井戸を掘っております。」乾いた大地。ひび割れた地。砂のさなか。王は不思議に思う。水無き地。この世の終わりになぜ。王は言』

　教典はモモが発動させようとしている魔導を顕現させるべく、受け取った【力】を地下深くへと伸ばし、地脈へと干渉する。走行する列車の上にいながら一瞬で地脈に導力をつなげたメノウと比べれば、稚拙ともいえる導力操作だ。

　しかしメノウとは費やしている導力の桁けたが違った。

【力】の指向性から、アーシュナはモモがなにをしようとしているか悟り、顔を引きつらせる。

「お、おい、モモ。まさか、地脈を──」

「わるいとか、いいとか、しらない」

　アーシュナの制止を、モモは一顧だにしない。

「きらいだもん、せんぱいいがい。なくなればいい、せんぱいじゃないせかいなんて。ほろびろ、せんぱいのほかぜんぶ。せんぱいだけだったら、このせかいはよかったのにっ」

『う。「水は湧かぬ。鉱脈は尽きた。油も干からび果てた。平穏はない。秩序もない。今の世界で何が湧くか。埋まるものがあるのか。見出せるものがあるか。掘り起こすべきものが、あるのか。」女は答える。「死んで』

　地脈が、乱れる。

　普通ならば数人がかりで行う儀式魔導を、ごく小規模ながらモモは短期単独で再現する。

　古都ガルムの下に通っている地脈の一つが、モモの魔導によりねじ曲がって地上へと向かう。

「どうして、なんで、せんぱいのぜんぶが、すきなのにっ。わたしから、せんぱいのものをとりあげるなんてっ、そんなの、ゆるさないッ。ぜったいにっ、ぜったいにぃッ。だから！」

『おりませぬ。この地には力が満ちております。下へ、下へと掘り進めば大いなる力の光に突き当たります。この世の真理。源。救いが訪れ大地の血脈より天高く吹き上げた力は、天を覆う大いなる巡』

　本来はここで慎重を期して吹き出した地脈の【力】を操作するのだが、モモにはそこまでの魔導操作技術はない。

　モモは地脈をねじ曲げて噴出させただけだ。制御などしていないし、する気もない。

「ぜんぶ！　みんな！　きらい！　だいっきらい！　こんな！　せかいなんて！」

『りへとつながり、この星の光により平穏を知らしめる壁ができるでしょう。」王は、信じた。彼は見放されてなどいなかった。王は人を集め、地を掘り、光を見て、知った。希望を。つなげるものを。そう、』

　単独規模ではない魔導が発動する中、モモは全力で泣きながら、叫ぶ。

「せんぱい、いがい！　みんなしね!!」

『主の御心は天地に通じ、千里のかなたまで征く】』

　地下から、地上へと。

　地脈より噴き出した【力】の奔流が一切合切を巻き込んで儀式場を吹き飛ばした。




　モモが魔導を発動させた真上にある旧王城は、未曽有の騒ぎになっていた。

　八百年の歴史を誇る建築物である旧王城の一画が、突如として半壊したのだ。

　地下から突如として噴き出した光の衝撃のあおりを食って、観光用にと開放された区画が崩れていた。開館時間外だったから人的被害は無かったが、何事かと多くの人々が遠巻きにしていた。

　ここを詰め所としている騎士たちも異常事態に泡を食って飛び出し、原因を探索する。一部の者は地下の儀式場のことを知っており、それがなにか関連しているのではと察しをつけたが、公に指示できることではなかった。

　事態を把握するために建物の外に出た騎士たちは、驚愕する。

　先日来訪した自分たちの国の姫にして騎士、アーシュナと見知らぬ神官の少女が見るからに怪しい化け物と戦っているのだ。

「まったく。豪快だなっ、モモは！」

　純粋な導力強化のみで地下から地上への噴出をしのいだアーシュナは、けらけらと楽しそうに笑っていた。衝撃で身なりがボロボロになって全身傷だらけだが、重傷には程遠い。

「あんなものを見せてもらってはなぁ！　私も、本気でいくとするよ！　……有象無象うぞうむぞうは下がれ！　巻き込まん自信はないぞ！」

　地下だから崩れたらまずいと手加減していたのが間違いだったと口端くちはを吊り上げる。ここでアーシュナが本気を出せば、傍そばにある半壊した旧王城が本格的に全壊することになるが──

「──ま、よかろうさ」

　しょせん、腐敗のたまり場となった古い城だ。中にいた人間も脱出しているようだし、いっそ崩れたほうがさっぱりするだろうとアーシュナは己の持つ剣に【力】を注ぐ。

『導力：接続──紋章・剣──発動【斬撃：拡張】』

　紋章を刻まれた剣へとアーシュナの導力が注ぎ込まれる。

　到底、紋章だけには収まらない膨大な導力だ。紋章への、過剰な導力注入。先ほどのモモと同じく、人ひとり分とは思えない尋常外の【力】の行使は、本来の紋章の機能を超えた魔導現象を引き起こす。

　モモの教典は過剰な【力】の流入にも耐えきって性能を発揮したが、間に合わせでしかないアーシュナの剣ではそうもいかない。

　手の中で、剣に亀裂が入る。だがアーシュナは構わず【力】を注ぎ続ける。剣が折れ、砕け──しかし、散ることはない。

　輝く導力光が、砕けた剣の破片をつなげて常識の枠を超えた巨大な剣をかたどった。

「さて、悪魔よ」

　地脈の【力】を受けてのたうち回っていた悪魔へ、アーシュナは光輝の剣を掲げ嫣然えんぜんと笑う。

「塵も残さねば、お前も死ぬだろう？」

　光が、振り抜かれた。

　斬撃を拡張した光の剣は悪魔を微塵みじんに切り裂き消し去った、だけには止まらない。

　あまりに巨大な剣の切っ先は、半壊していた旧王城を斜めに切り裂いてとどめを刺す。

　切り口から、建物が一瞬ずるりと滑る。負荷を支える建築物として構造を崩され、次の瞬間、旧王城が怒涛の勢いで崩壊していく。

「はっはっは！　歴史を斬るのは、気分がいいものだなぁ！」

　全壊する旧王城を背景に、姫騎士は呵々かかと大笑。

　さて、モモの方はと視線をやると、まだモモは泣いていた。

「手伝うか？」

「ころすよ？」

　モモは旧王城が崩れる地響きと土煙を気にした様子もなく、当然アーシュナにも目もくれず、暴れる竜を片手で摑んで抑えていた。

　モモの眼前では、旧王城が大破している。歴史的な建築物の倒壊を目撃して騒いでいる人間が多数いたが、モモにとっては全員死ねとしか感じない出来事だ。

　豪快に笑うアーシュナと違って、モモの感情はまるで収まっていなかった。

　涙はぼろぼろと流れて、世界をにじませている。右手で乱暴に竜を抑えつけ、左手ではリボンの残骸をしっかりと握っている。

　いま左手の中にあるもの以外に大切なものは、この世にたった一人だけだ。この竜を片づけたらアーシュナも殴ろうと思ったモモは、それより優先すべき殲滅せんめつ事項があることを思い出した。

　そもそも、大司教が全部悪い。

　元凶の拠点に視線をやれば、大聖堂が結界を発動させていた。

　なんで、遠慮していたのだろう。いろんな事情とかしがらみとか立場とかがモモの精神を抑えつけていた。

　だから、リボンを焼かれてしまったのだ。

　だが殴り込みに行こうにも、侵入者を阻はばむ大聖堂の結界は硬い。

　ならばと、ちょうど右手で摑んでいるおあつらえ向きの素材にモモは【力】を送り込む。

『導力：接続──』

　モモによる外部からの乱雑な侵入に対して、怒竜からすさまじい逆流が来た。

　魔導兵が外部からの入力に抵抗するプロテクトを作動させたのだ。正規の手段以外で接続してきた相手に対して、導力を逆流することによって精神と肉体を破壊しようとする。

　メノウは、これを教典でもって防いだ。

　モモには、そこまでの導力操作技術はない。

　だから、自らが持つ膨大な導力でねじ伏せる。

『怒竜・内部刻印魔導式──』

　怒竜の中にあった導力を、モモの導力で蹂躙して弾き出す。

　逆流をそれ以上の導力でもって押し返して押し流し、竜の核に刻まれている魔導式の導力を破壊して自分の導力で塗ぬり潰す。

　竜の魔導兵を駆動させるために蓄えられていた【力】が完全に吹き飛ばされて停止した。『原色理ノ赤石』が魔導兵の核の役割を止め、素材としての状態へと強制的に叩き戻される。

　そこへ、モモはさらに己の導力を流し込んで魔導構築を開始した。

『原色理ノ赤石・原色擬似概念【赤】──』

　手の中にある原色の素材で、モモは自分の内にあるぐちゃぐちゃの気持ちを表現する。

『発動【偽・太陽】』

　世界を彩る原色概念の赤から、関連する擬似概念【偽・太陽】が現出した。

　熱波も光も放出しない不自然なほど真まっ赤かな太陽だ。子供が赤い絵の具一色で塗りたくったような、平面的で輪郭がぐちゃぐちゃに歪んだ円環が現れる。

　突如現れた不細工な太陽もどきに、古都ガルムの住人の視線が集まった。

　興味深そうに観察するアーシュナの視線も含めて、モモは周囲など気にしない。えぐえぐと涙を流しながらも、大聖堂へと視線を定める。

「あれが、げんきょうだもん」

　モモは右手に平面の疑似太陽を現出させたまま大聖堂へと駆けた。導力強化で身体能力を引き上げたまま旧王城の水堀を飛び越え、そこから大きく跳躍する。

　高く宙を飛んだモモの目の前に、大聖堂の時計塔が迫った。

　八百年の歴史を誇る重要建築物にして、この国の第一身分ファウストの象徴的な拠点だ。文化的な価値も含めれば、もはや金銭では算出できないほどである。

　つまり、モモにとっても昨日の朝食程度には記憶にとどめておいているもので、一週間もすればきれいさっぱり忘れている程度の存在価値しかない建物だった。

　モモはぼろぼろと子供のように泣きながら平面の太陽を振り上げ、

「きえうせろ」

　大聖堂の結界に叩きつけられたモモの癇癪かんしゃくが、すさまじい爆音を轟とどろかせた。




　メノウは、時間を稼ぐように戦っていた。

　短剣に刻んである二つの紋章。導糸と疾風を駆使しての変則的な動きで回避に徹する。天使と悪魔を従えたオーウェルの間合いには決して入らず、一定の距離を保ち続ける戦闘だ。

　あくまで、生き残るために。

　だが、じりじりと体力は消耗し、導力も削られていく。オーウェルも無理に攻めてはこない。彼女からすればメノウの生け捕りが目的なのだ。体力、導力が尽きるのを待っているのだろう。

「……ふざけた話ね」

　思わず、愚痴がこぼれる。

　オーウェルは老いてこそいるが、天才が驕おごることなく己を磨き抜いた先に立つ魔導の使い手だ。本来のメノウならこんな相手と正面から戦ったりはしない。相手に自分の存在を気取られないように立ち回って不意を突く。友好的に接して裏をかく。罠にはめて戦力を削ぎ落す。

　そんな処刑人としての手練手管てれんてくだですら、相手に上回られたのだ。

　調査と称して仕事を回されてモモと分断され、アカリごと相手のフィールドに誘い込まれ、正面からの戦いに引きずり込まれた。

　この国に来てからずっと、オーウェルの掌てのひらの上で転がされていたのだ。

　大聖堂が結界で閉ざされた以上、逃げ出すことすらできない。それでもメノウは粘り、戦闘を長引かせる。

　敵だらけのこの地で、一つだけ信じるに足るものがあるのだ。

　そして、その時はやって来た。

　儀式場が、揺れた。

　振動で、パラパラと天井てんじょうから埃ほこりが落ちてくる。地震ではなく、地上からの衝撃が大聖堂の全体を揺らしていた。大聖堂の魔導紋章になにかの不具合が起こったらしく、メノウを閉じ込めていた結界が解除される。

「なにが──」

「私、自慢できることがあるのよ」

　地下実験場を脅かすような振動に警戒するオーウェルの隙を突いて、メノウが斬りかかる。傍に浮かぶ天使によって防がれるが、構わない。

　待ち望んでいた変化に、知らず口元から笑みがこぼれる。

　地下に降りてくる足音を、メノウは耳にしていた。

「後輩がね、世界一優秀な──」

「メノウちゃん！」

「──なにしに来たぁッ、このボケ娘ぇ！」

　モモの援護を期待していたメノウは、すぐさまオーウェルから離れる。

　ここでまさかのアカリ登場だ。懲りるということを知らないのかと驚愕の気持ちでいっぱいである。

「ねえアカリ！　なんであんたが来るの!?　あんたはいったいなんなの!?」

「え？　え？　助けに来たかわいい女の子に対して、なんでメノウちゃんは怒ってるの!?」

「あんたが足手まといだからですけど!?」

　列車に続く足手まとい乱入二回目だ。メノウの取り乱しようを咎めることはできない。


「逃げろって言ったのにさぁ……！　バカなのは知ってたけど、あんたはさぁ！」



「だ、だってメノウちゃんが危ないんだったら、ほっとけないもん！　放置はよくないと思いますっ。わたし、もっとメノウちゃんに構いたいし構って欲しいよ！　だからわたし、悪くない！」

「わかった！　今度からあんたになにかを頼む時は、首に縄をつけて引きずるつもりで言い聞かせるわ!!　覚悟しなさいよッ！」

「メノウちゃん！　そのプレイはレベルが高いよ！　メノウちゃんが相手とはいっても、わたし、ちょっとついていけないから！　そういうことはちゃんと段階を踏んでください！」

「黙らっしゃい！」

　緊迫していた戦闘の空気が一気に緩むようなやり取り。だがオーウェルはその隙を突こうとも思えないほど驚愕していた。儀式場でアカリを取り囲んでいた神官は、生え抜きの精鋭だ。メノウが隙を作ったとはいえ、簡単に逃れられる相手ではない。

　それなのに、アカリがここにいる。

「どうして──」

　オーウェルが疑問の声を発する前に、また天井が鳴動した。

　今度の揺れは一度や二度ではない。地上で巨人が駄々をこねているかのように、上から下へと何度も何度も衝撃が振り落とされている。地下の天井が揺れ、亀裂が入った。これは、とメノウが上を見上げている間にも、地下空間の天井のヒビは広がっていく。

　ずん、と腹を打つ一際ひときわ低い音が地下を揺らしたのと同時だった。

　地下天井の強度限界が訪れた。亀裂が一気に決壊し、隙間すきまが広がり、もう支えきれないとばかりに崩壊した。土砂崩れでも起こったかのように、瓦礫と化した石材がまとめて落下し地下を埋め立てる。

　メノウとオーウェルはとっさに神官服の障壁紋章を作動させて地下の崩壊を耐え抜いた。

「くっ。次から次へと……！」

　予想外の事態が立て続けに起こり、余裕に満ちていたオーウェルの顔が不愉快そうに歪む。

　地上の床を踏み砕いて落ちて来たのは、ふわふわの髪を揺らす小柄な少女だった。

　メノウはとっさにアカリの目を後ろから両手で隠す。

「えっと、メノウちゃん？　なにこれ。目隠しプレイ？　まあ、そのくらいなら……許容範囲かな、うん。このくらいのペースでゆっくり愛を育んでいこ、メノウちゃん」

「そんな趣味はないからお口にチャックをしてなさい」

「むぐむぐ」

　意外に素直に口を閉じたアカリはさておき、今度こそ期待していた通り後輩の登場である。

　だが、メノウが想定していたより数段荒っぽすぎる乱入の仕方だった。

　地上の大聖堂から地下にあるここまで、力ずくで穴を開けたのだ。どうやって結界を破ったのか、崩れて地上とつながった穴から大聖堂の天井が吹き飛んで鐘楼が折れているのが見えた。

　損害額を一瞬計算してしまったメノウは、それよりもまずい状況を目にした。

　モモが、泣いていた。

　モモは泣いている時、ほとんど理性がない。だがここで無秩序に暴れてもらっては困る。アカリを目隠ししながら、メノウは必死に視線でモモへとサインを送った。

　モモはなにか言いたげに口を開け、しかし傍から見ても無理やりとわかる動きで閉じる。

　泣いている時のモモは暴走状態にあるといってもいいのだが、メノウの言うことにだけは従ってくれるのである。才能が圧倒的で実力的には処刑人になっていておかしくないモモがいまだに白服でメノウの補佐官をやっているのは、そのあたりの事情もある。

「……ぐす」

　アカリに後ろから抱きついているように見えなくもないメノウを見たモモは、すごくもの問いたげな瞳からとめどなく涙を流していたが、それでも個人を特定できるような声を出さなかった。

　モモもわかっているのだ。アカリに自分の姿、声を聞かせてはいけないと。

　そして狙いをオーウェルに。うっぷんを晴らすかのように護衛の天使へと殴りかかっていった。

「な、なんかすごい音がするんだけど……？」

「気にしなくていいわ」

　素手で建物の解体工事をしているかのようなすさまじく鈍い音は、モモが浮かんでいた天使を引きずり下ろして殴りつけている音だ。

　モモの秘める導力は膨大だ。膨大すぎて、本人でも普段セーブしている。

　普通、導力を使う場合は魂から【力】を引き出し精神で律する。ただモモの場合、魂の【力】が巨大すぎて、汲み上げる【力】をセーブしないと精神が乱れてしまうのだ。

　ちょうど、いまのように。

　精神のストッパーがなくなれば、感情のまま【力】が垂れ流しに近い形になる。ああなったモモは【力】を使い果たすまで止まらないから、天使を殴り潰す頃には落ち着くだろう。

　問題は、まだ戦いが終わったわけではないということだ。

「ふう……大変なことをしてくれたわね」

　自分の根城たる大聖堂を壊されたオーウェルが、苛立いらだった目をモモに向ける。

「なるほど、確かに優秀な子ね。ただあっちの子も確かに怖いけど……暴走状態なら、ほうっておけば力尽きるわよねぇ。やっぱり、優先するべきはあなただわ、メノウさん」

　天使の護衛を引きはがされ、それでも彼女の優位は揺るがない。

　三原色の輝石が嵌め込まれている聖杖と、移動用に腰かけている悪魔。オーウェルの備えをメノウが突破するには、短剣と神官服の紋章では足りない。

　ついでにアカリが邪魔だ。彼女を目隠しして守りながらでは、もはやろくに動けない。

「あれ？　ねえ、メノウちゃん。もしかしてわたし、タイミング悪かった？」

「そうね。すごくね」

　素っ気なく告げてから、メノウはため息。

「だから逃げろって言ったのに……はあ。なんでわざわざ危ないってわかってる場所に来るのよ」

「だって……」

　目隠しされたまま、アカリの唇がすねるように尖る。

「この世界だと、メノウちゃんの傍より安全なところ、知らないもん」

　とっさにメノウはなにも言い返せなかった。なにか反論しようと言葉を探し、適切な言葉が見つからずに口元がさまよって、やがてメノウは諦めの息を吐く。

「……バカね、あんたは」

「む。メノウちゃんが素っ気ない！　もっと感動していいと思うよ、いまの台詞せりふには！」

「あんたホントに図太いわよね……」

　この状況でも能天気さを忘れないアカリに、深々と息を吐く。

「でも、そうね。アカリの顔を見て思い出したことがあるから、いいわ」

「え、なになに？　わたし、お役立ち？」

「お願いだから、しばらく黙っててね」

「わぷっ」

　メノウは自分の胸にアカリの頭を抱きかかえるようにして、片腕で彼女の目線を隠す。モモの姿を見られたくないし、ここの光景は平和に生きたアカリには毒だろう。

　アカリのお気楽な顔を見て思い出したのは、王都のプラットホームでの出来事だ。

　魔導の発動媒体になる紋章は、なにも武器だけではなかった。

　メノウは空いた片手で財布から一枚の硬貨を抜き出し、口を開けて五イン硬貨を舌に乗せる。

『導力：接続──五イン硬貨・紋章──発動【導泡】』

　メノウが舌に乗せた硬貨から、ぶわりと泡が広がった。

　きらきらと光る、子供騙こどもだましの光る泡。王都のプラットホームで子供とアカリに見せた、ちょっとだけ発動者の意思で動かせるだけの割れにくい導力の泡でしかない。

　それが、オーウェルの視界を埋め尽くすほどの量で発生した。

『導力：接続──短剣・紋章──発動【導糸】」

　メノウは残り少ない導力を注いで短剣の紋章を起動し、腕をしならせて近距離から投げつける。

「目くらましが好きなのは、あの子に似てるわねぇ」

　悪魔に乗るオーウェルは短剣をあっさりかわし、突き刺さった先を見て口元を吊り上げる。

　地下崩壊の衝撃で割れたフラスコからこぼれた原色理ノ赤石に、短剣が突き刺さっていたのだ。

「あらあら、目ざといこと。一手一手よく考えているけど、残念だったわね」

「いいえ？」

「あら、強がりは──」

　泡を目くらましに、導糸を通して『赤』を利用しようと企んだのだろう。かわいげのあることだと悪魔を操って導糸を断ち切ったオーウェルの表情が強張った。

　メノウは、短剣とつながった導糸を握っていなかった。

　片手でアカリの目をふさいだまま、もう片方の手でアカリに余計な動きをさせないため体を抑え込んでいる。両手がふさがっているメノウは、ぷっと舌にのせていた五イン硬貨を吐き捨てた。

　そしてあっかんべえをするように、舌を突き出す。

　舌の先が接したのは、宙に浮かぶ泡だ。

　オーウェルの視界を埋めるほど大量にばらまかれ、その中でもさりげない操作によって配置され、一つの経路に連なっている泡に。

「本命は、こっち」
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　オーウェルがただの目くらましだと思っていた泡は、いくつもが接触して連なって、短剣と突き刺さったのとは別の原色理ノ赤石とつながる経路を作り出していた。

　メノウが自分の舌と接触している泡に、導力を通す。

『導力：接続（経由：導泡）──』

　泡を通して、メノウの導力がフラスコの『赤』の素材に流し込まれる。

『原色理ノ赤石・原色擬似概念【赤】──』

　オーウェルが利用していたように、原色の素材は原色概念に干渉しうる魔導の発動媒体だ。他者の導力が入っていない状態ならば、誰でも使える素材でしかない。

　そして、オーウェルには劣るものの、メノウは年齢にそぐわぬ巧みな魔導の使い手だ。

『発動【欺・獄炎】』

　地獄の炎の疑似的な顕現。背後からの強襲だが、相手もさるもの。

「こんな、程度でっ。やられは、しないわぁ！」

『導力：生贄供犠──地縁這寄・肉体──召喚【原罪ヶ悪・蠅髑】』

　とっさに背後を向いたオーウェルが、足元の悪魔の肉体を生贄にささげて形を変えた悪魔を召喚しなおす。椅子いすから無数かつ極小の黒い集団に変わった悪魔が、メノウが発動した炎に食らいつき対消滅しながらも拮抗する。

「……ええっ、ええ。いい手だったわ。それでも、まだまだね」

　オーウェルは炎からメノウへと視線を戻しながら、導力を聖杖に流し込む。

『導力：接続──聖杖・三原色ノ理──』

　振り向きざまに構築された凶悪な魔導が、メノウたちのいる場所へ放たれようとした時だった。

　オーウェルが視線を戻した先には、赤黒い髪を持つ長身の神官がいた。

「──は？」

　オーウェルの動きが止まった。数瞬だけ目を離した隙に移り変わった現実に思考が混乱し、発動寸前だった魔導が霧散する。

　アカリを抱えているのは、血よりも赤黒い髪の神官だった。見間違いようもなく不吉な立ち姿はオーウェルが禁忌に手を染めて以来、もっとも警戒を払い続けた人物だ。

「『陽炎フレア』!?　なぜ……いえ、まさか、あなたっ。最初からメノウさんに化けて、私に近づ ──」

「あなたの言う通りにね」

　ゆらりと、『陽炎フレア』の姿が蜃気楼しんきろうのように揺らめいた。

　空気に波紋が立つような揺らぎが発生し、赤黒い神官の色彩がぐにゃりと移り変わる。

　光の色が崩れて現れたのは、メノウだった。

「私、目くらましが好きなのよ」

「なっ……!?」

　バカな、と絶句する。

　導力光を人力のみで操ることで行使される導力迷彩は『陽炎フレア』が開発した特殊な導力操作技術だ。いままで何人もの人間が『陽炎フレア』に教えを乞うたが、実用に耐えうるレベルまで身に付けられた人間はいない。

　それは、オーウェルとて例外ではなかった。

「あの子以外に、あんな特殊な導力操作を扱える人間がいるはずが──」

「残念ね。確かに導師マスターほどじゃないけど、私も実戦レベルで使えるのよ」

　オーウェルは導師マスターの異常性と導力迷彩の困難さを知っているからこそ、メノウが最初から導師マスターの化けた人物だなどと、まずありえなさそうな仮説を真っ先に思い浮かべた。『陽炎フレア』ならば自分を騙すために最初から別人に成りすますことがありうると思ってしまったのだ。

　だがメノウは動きながら別人になり切ることはできずとも、静止状態での立像を展開して人の目を欺くことは可能としていた。

　なにせ彼女が最初に叩き込まれた導力操作方法こそが、導力迷彩だったのだ。

「これを身につけたからこそ、私は『陽炎の後継フレアート』と呼ばれているの」

　通常の魔導教育では決してありえないような異常な順序で導力操作を叩き込まれたこと、そしてなによりも白く漂白され、教えを吸収することにおいて一級の素材であったという二つの要素を兼ね備えていたからこそ、メノウは不完全ながらも導力迷彩を身に着けることができた。

　そしてもう一つ。オーウェルは、この場にある最も危険なものを見誤った。

　ここにいる人間の中で最大級に危険な人物は、天使を殴殺おうさつしようとしているモモでも、大司教まで上り詰めて禁忌を犯したオーウェルでも、ましてや導力迷彩を操るメノウでもない。

　召喚された、異世界人だ。

　ほんとうに本命の手段を言葉に出して敵に聞かせるほど、メノウは親切ではない。アカリの存在からオーウェルの意識を逸らし、真の本命の手段を叩きつけるために手を重ねた。

「アカリ。いくわよ」

「うん──ぁんっ」

　メノウが導力を通して【力】を引き出すと、アカリはぴくりと肩を跳ねさせ、くすぐったそうに体をくねらせた。

　これこそが、アカリが来たことによって思いついた手段の大本命だ。

『導力：接続──』

　むろん、他人の【力】を使おうとするなど、使い手も受け手のどちらも精神と魂から反発でダメージを受ける行為のはずだが──メノウとアカリは、違う。

　メノウは、その生まれから他人の魂と精神を受け入れる。

　アカリは、無償の信頼で魂と精神をメノウに預けられる。

　列車の時と同じように、アカリの導力でかさましした高威力の魔導を放つ。教典がないため短剣の紋章起動になるが、アカリの潜在魔導量はモモと比べてすら圧倒的に飛び抜けているのだ。

　オーウェルは導力迷彩で出し抜かれた動揺が抜けていない。それだけ彼女にとって『陽炎フレア』の姿は脅威だったのだ。いまの精神状態では、原色概念由来の複雑な魔導は操れない。より単純な紋章起動は可能だろうが、問題ない。アカリの導力をありったけ注いで【疾風】起動で短剣を放てば、オーウェルの司教服の多重障壁を貫ける威力になる。

　メノウが勝利を確信した時だった。

「ほんとうに惜しかったわね、メノウさん」

『導力：自動接続（条件要項・了）──大聖堂・教会建築魔導紋章──発動【要人防護結界】』

　瞬く間に大聖堂の結界が発動し、きらめく導力光がオーウェルの守りを固めた。

　メノウが目を見張る。

　いま発動したのは、オーウェルの意思によるものではない。大聖堂の結界に、条件起動式で組みこまれていた機能だ。おそらく外部からの攻撃で外壁の結界が破壊されることを条件に、内部にいる要人を守る強固な結界を構築するようになっていたのだ。

　まずい、とメノウは焦燥にかられる。

　大聖堂を守る強固な結界が、たった一人を守るために集中されている。その頑健さは、アカリの導力を借りても打ち破ることができない。発動される魔導の導力量を看破できるからこそ、メノウはそれを悟ってしまった。

　予期するべきだったと、メノウは奥歯を嚙みしめる。メノウは最初の訪問の時に、大聖堂の魔導紋章を見ていた。すべては解析できなかったが、外部への結界だけではなく、内部に干渉する紋章式があったことには気が付いていたのだ。

　それを軽視していた。

　オーウェルが勝ち誇った笑みを浮かべ、ゆうゆうと聖杖に導力を流す。

『導力：接続──』

　ためらいは、あった。

　してはならないことだと、わかっていた。

　だが、手段は選ばない。選んではいけない。それが、導師マスターの教えだ。

　禁じ手を行使しなければ、勝てないと即断して踏み切った。

『トキトウ・アカリ・純粋概念【時】──』

　メノウは列車での接続の時よりもさらに深くアカリの内面に潜り込む。ただアカリの導力を借りるだけでは、オーウェルの障壁を突破できない。ならばこそ、アカリの魂に不正定着した純粋概念を利用する。

　メノウがアカリの魂に【力】を接続した瞬間だった。

　ぞっとするほど深い奈落に、精神が叩きこまれた。

　抵抗する間もなかった。メノウの精神が、完全に取り込まれた。メノウの意識の時系列がぐちゃぐちゃになる。現在のメノウと過去のメノウ、すべてに区別がつかなくなる。いつの自分がどこにあるか、自分の内面時間がまったく意識できなくなった。

　魔導を構築できるような余裕など、当然ない。そこは人間が触れていい領域ではなかった。

　賭かけに、失敗したのだ。

　メノウの意識が外界から内面へ、さらには時の彼方へと取り込まれた。




　気が付けば、メノウは幼い頃の姿で白くなった場所に立っていた。

　無造作に栗毛を伸ばしていた幼少期だ。それなのに左手に教典を、右手には短剣を持っている。

　短剣の先からぽたりと零こぼれ続ける雫しずくが、白い風景を赤黒く染めていた。

　ここがどこかも、いまがいつかもわからなかった。メノウの時間軸はぐちゃぐちゃに混ざり合い、同一になっていた。

　白い景色の中、メノウはさまようように歩き始めた。

　あてなどない。方位もわからず、目的地もなく、ただただ足を進める。歩けど歩けど、ただ白い雪原が続いていた。雪に足をとられて、歩くのはひどくつらい。見えるものはなにもなく、ただただ白く果てがない。歩く方向が間違っているのか、そもそも歩くこと自体が悪いことなのか、正しさを見失って、メノウはそれでも歩き続ける。

　どれくらい、歩き続けただろうか。

　メノウは、ふと来た道を振り返った。

　白い景色の中で、自分の歩いた道だけは、短剣から零れ落ちた雫で赤黒く染まっていた。

「……」

　赤黒い色に染まった自分の軌跡を見て、恐ろしい虚無感がメノウを支配した。

　死のうかな。

　あまりに自然と、そう思いついた。

　導師マスターの言う通り、自分は選択を間違えたんじゃないかと考えなかったわけではない。

　悪人になると言っておきながら、すべてを割り切ることができなかった。誰かの泥を被るんだなんてことを豪語しておきながら、清く正しく、そして強いだけの神官になりたがっていた。

　そして、人を殺し続けた。

　矛盾し続けている自分の人生を見て、メノウは、そっと自分の首筋に短剣の刃を当てる。

【時】に取り込まれて、体感時間が混ざり合った己の内面世界を歩いた。歩いて、歩いて、歩き続けて、結局見つけることができなかった。

　自分の生まれ故郷の町を。

　かつていたはずの親も、友人も、白く積もっているだけだった。白い彼らの上を踏みながら歩いた道ですら、ただ赤黒いばかりだ。

　これがすべてならば、自分が生まれてきた価値なんて、やっぱりないのではないかと思うのだ。

　メノウは、たまに夢を見る。

　日本の、行ってもいない学校の教室の夢だ。

　着ている制服は、みんな違う。学ランだったり、ブレザーだったり、セーラー服だったり。制服というわりにはてんでバラバラで不揃いなのに、なんでか違和感がない。

　自分が教室に入ると、それぞれしゃべっていたみんなが手を止めてこちらを見る。

　そこは温かい空間だ。

　穏やかで、争いはなく、誰も武器を持たず、少しばかり勉学に励むだけで、あとは自由に自分の時間を過ごせる。

　挨拶をすると、みんなやさしい笑顔で迎え入れてくれて、なんでもない話題で会話が弾む。

　クラスにいるのはみんな友達だけれども、その中に一人、親友がいる。

　とても仲がよくて、二人の間に秘密なんてないような間柄だ。相手が笑えば自分が嬉しく、自分が嬉しければ相手も嬉しい。自分は相手の悲しい過去を知っていて、相手も自分の悔しかった過去を知っていて、だからこそお互い認め合っている。

　そんな親友となんでもない会話をして、授業が始まるのを待つのだ。

　あんまりにも馬鹿らしい夢で、誰にもそんなことを言えないけれども。

　死ねば、あの教室に行けるんじゃないかって。

　人を殺した日に夢を見て、朝に起きるたびにぼんやりと思うのだ。

　だからメノウが、頸動脈に当てた短剣の刃を動かそうとした時だった。

「大丈夫だよ」

　メノウの手の動きを、誰かの手が止めた。

　誰かと思って顔を上げてみれば、目の前になぜかアカリがいた。

　いつの間にか、白い世界は消え失せていた。自分が立っている場所が、さっきとはまるで違う情景をしていることに気が付いて、メノウは周囲を見渡す。

　なにかの建物の中だった。正面にチョークの落書きが残る黒板があり、使い込まれた机と椅子が並んでいて、窓から夕暮れ時のやわらかな光が差し込んでいる。

　一度も、メノウが目にしたことなんてない光景。なのに、どうしてか懐かしさを感じる情景だ。

　日本の教室で、セーラー服を着たアカリが、メノウのことをすべて知っているかのような瞳を向けて、己に刃を向けるメノウの指先をゆっくりと外していく。

「大丈夫だから。なにがあっても、誰がどうしても、これから、どんな『時』だって」

　メノウが知るお気楽なアカリからは信じられないほど真摯しんしで、それ以上に絶対の口調で。

　短剣を取り上げ、ぽいっと放り投げたアカリが、メノウを正面から抱きしめて保証する。

「わたしはメノウちゃんの、親友だよ」

　カラン、と短剣が床に落ちる音がした。




　目が、覚めた。

　メノウの意識の焦点が現実に引き戻される。純粋概念に取り込まれかけていた精神の手綱が戻った。

　時間は、まったくといっていいほど経過していなかった。

「……そうね」

　一瞬だけきつく目を閉じ、開く。

　夢の世界に、自分の居場所などあるわけがない。故郷を記憶ごと失って、それでも自分は歩み始めたはずだ。幼い自分は、たどり着いた白い塩の大地で、赤黒い導師マスターを見上げて決意したのだ。

　自分が生きる場所、生きる意味は──いま腕の中にある。

　自分は、禁忌を滅するだけの処刑人だ。

　他人に魂まで触れられたからか、アカリは意識を失っていた。メノウはぎゅっと彼女の体を抱きしめ、聞こえないからこそアカリの耳元に、そっとささやく。

「ありがとう、アカリ」

　迷いを振り切ったメノウは、オーウェルを見据えた。

　彼女もすでに、攻性魔導の構築を終えて聖杖をこちらに向けていた。

　老いから逃れようと禁忌に手を出した異端者、オーウェル。アカリの純粋概念を引き出したメノウは、若さを求めた老婆にふさわしい死に方を撃ち放つ。

『発動【老化】』

『発動【極色極楽色取取色】』

　メノウがアカリから引き出し、発動させた純粋概念由来の魔導がまっすぐオーウェルに向かう。

　同時に、オーウェルの聖杖から魔導が放たれた。

　オーウェルの魔導は、きらびやかでいて強烈だった。後手に回りつつもなめらかに放たれた極彩色は、触れる物体すべての色を失わせて崩壊させる脅威の魔導だ。

【時】の純粋概念は、原色概念の極彩色を一蹴した。

　一瞬の拮抗すら起こらなかった。競合など一切起こさず、メノウとアカリが放った真っ白な導力光はオーウェルの原色魔導を片端から食くい潰す。勢いを欠片も減衰させることなく突き進む純粋概念の【力】は、オーウェルを守って取り囲む大聖堂の要人結界をも突破する。

　メノウとアカリ、二人から放たれた導力光が、オーウェルに直撃する。

「ぁ」

　オーウェルの体が、一気に老化した。しわの多い肌がさらに水気を無くしてひび割れ、急速に筋肉が衰え、すぐさま足腰が立たなくなって四つん這いになる。


「ああああああぁ、あと、もぉぅすこしでぇ、この手にぃ……！」



　地面を這いずって、死にかけの老婆はメノウに手を伸ばす。

「あなたとは、違う。私は、誰も殺さず、多くの人を助けて、だから、生きて、これからも──」

「オーウェル大司教」

　生への渇望を垂れ流すオーウェルの額に短剣の刃を突きつけながら、メノウは彼女と視線を合わせた。

「それほどの欲求があって、目的を目の前にして、あなたは、なぜ……教典を、使わなかったのですか？」

「──あ」

　神官の、最も慣れ親しんだ武器。

　三原色の輝石は確かに驚異的な道具ではあるが、それに加えて多岐にわたる魔導の発動媒体となる教典を使われては、満足に逃げ切ることすらできずに追い詰められたはずだ。

　悪魔を召喚し、天使を作り出し、禁忌の三原色を操っておきながら、オーウェルは最初から最後まで教典を使うことだけはしなかった。

「ああ……ふふ、そうね」

　不意に、オーウェル大司教の表情からあらゆる執着が抜け落ちる。

「捨てなくては、と思ったのよ。誰かを助けられる人になりたい、だなんて心で持ちはじめた教典だったから。でもそんな心が、いつの間にか、気持ちが悪いほどのエゴの塊になっていたから。救済がまとわりついて、私の心を蝕むしばんだから」

　彼女は多くの人を救った。信念をもって神官であり続け、老いて、腐り、重みに耐えかねた。

　自らの求道に彼女自身が救われることは、なかったのだ。

「信じていたもの、正しいもの、きれいなものを捨てれば、生きる道が見つかると思ったの。正しいだけの人生では摑めなかった、生きてきた意味がわかると思ったの。……ねえ、メノウさん」

　這いずるのをやめたオーウェルが、末期まつごに笑う。

「私と逆に生きたあなたなら、わかるのかしら」

「……わかりません」

　わかるはずが、なかった。

　最初から、メノウは生きる道など見ていないから。

　初めから、誰かのために人を殺し続けているから。

　オーウェルが、微笑んだ。

「そう。見つかるといいわね、あなたに。きっと見つかるわ、悔しいけど。たくさん歩きなさい、見つけるために」

　ゆっくりと、確実に死に向かいながら、人を殺すほどに老いへと抵抗していた大司教は穏やかにメノウへと言葉を贈る。

「あなたの、生きる道を」

　祝福の言葉を最期に、オーウェルは事切れた。

　残ったのは、清らかな司教服を身に着けた、干からびた老婆の死体が一つ。

　少し離れたところで、天使型の魔導兵を殴殺したモモが力尽きて倒れる。体に大きな傷はない。一晩寝て起きればすぐ動けるようになるだろう。

　終わったのだ。

　事件の終着を確認して、メノウは空を仰あおぐ。

　地下にあって、光が降り注いでいた。

　地上につながる穴から、ガルムを守護する霊脈防護の導力光の灯りが降り注いでいた。奇くしくも、降り注ぐ光の中心には大司教の死体がある。

「……」

　メノウは、光から一歩だけ後ろへ。

　照らされる光の中から、影の中へ。

　そこが、自分の居場所だから。

　光の差さない暗がりで、死んだ人々に祈りをささげた。
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　白い、どこまで行っても白い大地。

　空気になんの匂においもなく、一切いっさいの生命が住めない、世界一清浄な島。

　その大地を構成する素材は、腐敗することのない白い結晶のみでできていた。

　──ごめんね。

　ここまで一緒に旅をしてきた少女は、なぜか謝った。

　もう立てない体になって倒れ伏している彼女から、血の臭いはしない。

　──せめて、あなただけでもって、思ったんだけど。導師マスターの裏、かけるわけなかったかぁ……。

　アカリが回帰の魔導をかけても彼女の傷は治らない。少しずつ、手足の先から崩れていく。

　傷口から、彼女の体が塩になっていた。

　それでも、アカリは何度でも回帰を発動する。たった一つ使える魔導を彼女に施す。

　それしか、できないから。

　──騙だまして、ごめんね。

　騙していた。騙されていた。

　そう言われて、すごく悲しくなった。

　最初、自分は彼女に心を開けなかった。自分の知らない世界に来て怖くて、手を差し伸べてくれた彼女にも、どう接すればいいかわからなくて、受け身なばっかりだった。日本のことばかり思い出して、いまいる世界から目を逸そらしていた。

　──私さ、あなたを、殺そうとしてたんだ。

　──じゃあ、どうして！

　彼女と一緒に旅をして、つらいことも多くて、それでも最近、楽しかった。

　彼女は受け身なばかりの自分に積極的に話しかけてくれて、笑いかけてくれた。それに、自分も自然と笑い返せるようになってきた。

　この世界も悪くないかな。

　彼女といると、ちょっとだけそう思えた。まだ少しだけだったけど、この先に少しずつ増えていって、いつか、彼女といるこの世界が普通になるんだと思っていた。

　騙されてた。

　すごく、悲しかった。

　でも、それなら、いっそ。

　──いっそ、それでよかったのにっ。わたしを殺してくれて、よかったのに！　それなのに、なんで、あなたがこんな……！

　──いやよ。初めて、思えたもの。初めて、知ったんだもの。

　塩の大地で涙をこぼすアカリに、彼女は、どこか満足しているかのように微笑む。

　──友達だって。

　ありふれた言葉を、彼女はいとおしそうに紡つむぐ。

　──ああ、あと、モモにも、謝らないと……。あの子には、苦労を押し付けてばっかりで……最後くらい、助けたいけど……。

　少し離れた場所で、リボンで髪を二つ結びにした少女が赤黒い髪の女性と戦っていた。みっともなく泣き叫びながら、拳こぶしを振るって恐ろしい血のような髪をした神官に立ち向かっていた。

　その少女の片腕も、すでに塩となって崩れている。肩口から塩が浸食していて、それでも自分の身を省みることなく、彼女は泣きながら戦っていた。

　──無理、かぁ。結局、なんにもできなかったわね、私の人生は。

　もうなにをどうすることもできないほど傷ついた彼女は、そっと目を閉じ微笑む。

　──でもそれが、私らしい死に方よね。

　それを最後に、彼女のすべては白い塩に変わった。

　──うぁ。

　アカリが触れると、彼女の体は脆もろく崩れた。白く崩れて、塩の大地と一緒になってしまった。

　──うぁ、ゎ、あ、あああ。

　──くはっ、死んだか。

　赤黒い髪の、神官だった。

　戦いは、いつの間にか終わっていた。ふわふわ髪の二つ結びの少女は、と視線で探しても、周囲の塩と同じになった遺体が見分けられるはずもない。

　ただ、彼女が死守したリボンだけが、ひらりと宙を舞っていた。

　──くははっ。それなりに期待していたのだが……結局、残るのは私か。それもいいだろう。

　名前も知らない赤髪の神官が、真っ白な剣を振り上げる。

　白く、脆く、この世のなによりもおぞましい、塩の剣。

　防ぐ術のない剣が迫ってくるのを見て、魂の底から、願った。

　こんな結末になるくらいなら。

　彼女が死んで、彼女の後輩も死んで、自分は名も知らない神官に殺されるくらいなら。

　──じゃあな、【時】のなりそこない。

　自分は、ちゃんと彼女に──メノウに、殺されたかった。

　振り下ろされた塩の剣が触れる直前。

　心よりの願いと想おもいが、アカリの魂を塗ぬり潰つぶした。




　起きると、メノウがアカリの顔を覗のぞき込んでいた。

「お、今日はちゃんと起きたわね。昨日、朝は早いって言ったのを覚えてた？」

　ちょうど起こそうとしていたタイミングだったのだろう。メノウは感心感心と頷うなずく。

　起き上がったアカリは、しぱしぱと目をしょぼつかせながら瞬きを数回。のっそりと起き上がり、無言でメノウに抱きつく。

「……なに？　寝ぼけてるの？」

「わかんない」

　突然、朝っぱらから抱きついてきたアカリに、メノウは取り扱いに困ったような顔をする。

　メノウの困惑はもっともだけれども、アカリは離れたくなかった。

　変な夢を見た気がする。内容は忘れてしまったけど、とても悲しい夢を見た気がする。そのせいかわからないけれども、メノウが生きていることが、なぜか嬉うれしくってたまらなかった。

　触っても崩れない彼女の体が、抱きついたやわらかさと温かさが、無性に愛しかった。

「わかんないけど、メノウちゃんが大好きなの、わたし」

　その気持ちを伝えなくちゃと思った。

　惜しみなく、今度こそ。

「……どういたしまして？」

　わけがわからん、とメノウは首を傾げた。




　あの事件があってから、三日が経過した。

　この町の象徴ともいえる旧王城と大聖堂が、一日にして崩壊した大事件。

　表向きには、町の地下から未開拓領域の竜と悪魔が侵入し、それをこの町に来ていた『姫騎士』アーシュナ殿下と名もなき神官が協力して倒したということになっている。

　なにせ、ことがことだ。

　第一身分ファウストと第二身分ノブレスのトップ、そして一部の第三身分コモンズのテロリストのつながり。さらには大司教による異端を表ざたにできるわけもない。目立つ事件だけが取り上げられ、その戦いの際に大司教であるオーウェルが殉教したと公表された。

　偉大な聖職者であった彼女の死は盛大に悼いたまれた。

　密ひそやかに行われていた若い女性の行方ゆくえ不明者の事件は迷宮入りに──しかし、もう二度と同じ首謀者による被害は起きないことだけが約束されている。

　後処理のため足止めを余儀なくされたが、今日の朝にようやく出発できる準備が整った。

　アカリを起こしたメノウは、彼女の目を盗んでモモが宿泊しているホテルを訪れていた。

　本来ならばメノウが単独で国境を抜ける予定だったが、ここガルムでアカリを殺すことはできなかったためにアカリも連れて国外に脱出することになり、予定が大きく変わったのだ。

　その打ち合わせをモモとしなくてはいけないのだが、この三日間、いつもは言われなくても向こうから来るモモが姿を現さなかった。それでモモが滞在しているホテルに足を運んだのだ。

　ノックを三回。応答はないが、中に人の気配はする。

　ドアノブに手をかけて、扉を押す。鍵かぎはかかっていないようであっさりと開いた。

「モモ？　入るわよ」

　返答がないことに首を傾げつつも、部屋の中に入る。

　モモは音も聞こえなくなるほどの集中力で必死に針仕事をしていた。メノウが入室していることにすら気が付いていない様子だ。

　近づいて、とんとん、と肩を叩たたく。

「モモ？」

「……あ」

　ようやく反応した。はっと顔を上げたモモが、メノウを見て体をこわばらせる。珍しいことに、モモの瞳ひとみは怯おびえた色を宿していた。

「せ、先輩……」

「そうよ。あなたの先輩よ？　……どうしたの？」

　モモらしくもない、おどおどした態度だ。明らかにおかしいと首を傾げたメノウは、いつものモモとの最大の違いに気が付く。

　寝起きというわけでもないのに、モモは髪を結んでいなかった。

「ご、ごめんなさい。先輩からもらったリボン……」

　ふわふわのやわらかい髪を下ろしているモモは、ぎゅっと下唇を嚙かんで言葉を絞り出す。

「……も、もやされ、ちゃいました」

　いまにも泣き出しそうに声を震わせた彼女の手には、焼け焦こげたリボンの残骸ざんがいがあった。

　旧王城を崩壊させたことも、大聖堂の鐘楼をへし折ったことも、モモにとってはリボンが燃えてしまったことに比べれば些細ささいなことでしかなかったようだ。

「が、がんばって、なおそうと、おもって……でも、むりで」

　いつも言い繕つくろう時の流暢りゅうちょうさからは信じられないほど、しどろもどろな釈明だ。

　焼け焦げたリボンをなんとか糸でつなぎ合わせようとしていたようだが、大部分が焼失してしまっているのだから無理な話である。

　それが恐ろしく罪深いことであるかのように、モモは怯えていた。

「モモ。そこに座って」

「は、はい……」

　いつもと様子が違うモモは、それでもメノウの指示には素直に従う。

　椅子いすに座ったモモの後ろに立ったメノウは、観光の時に作った二つのシュシュを取り出す。ここ数日、ロクに手入れをしていなかったのだろう。乱れているモモのふわふわした髪を手に取ったメノウは、モモの髪を櫛くしで整え二つ結びにする。

　幼い頃にあげたリボンが燃やされてしまったことは確かに少し残念だが、それで責めるようなことをするはずがない。後輩の頑張りを知ったメノウは、鏡に映るモモに笑いかけた。

「かわいいわよ、モモ」

　ぶわりとモモの瞳から涙が溢あふれた。

「先輩……」

「なぁに、モモ」

「なんで先輩は、私が欲しいものを、私が欲しい時にくれるんですか……？」

「さあ？　まあ、しいて言えば、モモの先輩だからかしら」

「大好きです」

　静かに涙を流したまま振り返ったモモが、ぎゅうっと抱きついてくる。ぽろぽろと涙を流しながら、小柄な体を一心にくっつけてくる。

「私が世界で大好きなのは、先輩だけです」

「はいはい。相変わらず泣き虫ね、モモは」

　感極かんきわまっている後輩の涙を指先でぬぐい、メノウはそっと優しくモモの頭を撫なでた。

「ごめんね、こんなものしかあげられない先輩で」

「いいんですぅ」

　モモが顔を上げる。

　甘えるような口ぶりに戻った彼女は、目元に涙を散らしながらも笑顔を咲かせる。

「モモは、お土産ぐらいで機嫌を直すぅ、チョロい女なんですー」

「自分で言うかな、そういうこと」

　あざとくてかわいい後輩の頭を撫でながら、メノウは苦笑した。




　すっかり機嫌を直したモモとの打ち合わせを手早く終えたメノウは、アカリとともにガルムの外れ、そびえたつ光の壁の傍そばまで来ていた。

　天までそびえる光の壁は、未開拓領域から生存圏を守るための防護結界だ。かつて、オーウェルが単独で形成したというそこに、人が通り抜けるために造られた石門がある。

「うー。あの門を越えたら、巡礼がスタートなんだよね」

「ええ、そうよ」

　今朝けさ、わけのわからない寝ぼけ方をしていたアカリだが、いつもの調子を取り戻している。

　そんな彼女の様子に、メノウはくすりと笑いながらも気を引き締める。

　この星では、人類が国と呼べるほど広く生存圏を確立させている地域は、決して多くはない。凶悪な魔物や悪魔、古代文明の遺した魔導兵に生物兵器、なによりも異世界人の人災ヒューマン・エラーの爪痕つめあとが人類では生存圏を確立できないような環境を形成している。

　未開拓領域と呼ばれる脅威にさらされながらも、かろうじて人類が生きていける地域を国として確立しているため、国境が隣接している国同士というのは存在しない。国の国境の外には人類不踏の未開拓領域が広がっており、その中でどうにか人類の生存圏をつなげた道が巡礼路なのだ。

「説明したことだけど、聖地にある居住地まで順調でも大体三か月くらいの旅になるわ」

「そっかぁ。巡礼路っていうのを何週間も歩くのは大変そうなんだよね。ずーっと列車っていうのは無理？」

「悪いけど、そもそも線路がなかったり、旅費の問題もあるから無理よ」

「だよねー。うん。わかったけど、巡礼宿が雑魚寝ざこねっていうのがなぁ……」

「私も一緒だから、頑張りましょ」

「……ん！　そだねっ。メノウちゃんと一緒なら、大体のことは呑のみ込むよ！」

　文句を言うアカリを励ますと、ころりと機嫌を直す。アカリの操作方法を身に着けつつあるメノウは、巡礼路の始めにある白い石門に目を向けた。

　そこには、一つの詞が刻まれていた。





　──何人にも、門は開かれている。

　　　病人にも、健康な人にも。

　　　幸せな人にも、不幸な人にも。

　　　怠け者、勤勉な者、賢き者、愚か者にも。

　　　あらゆる信者はもちろん、どのような異端者にも。

　　　聖なる門は、心清き人にも、悪あしき人にも開かれている──






　巡礼手帳の最初のページにも書かれている、巡礼の精神だ。巡礼の旅を終えた者は、すべての罪が赦ゆるされ、新しく生まれ変わると言われている。

　自分の罪が濯そそがれるなどあってはならないことだけれども、この文言だけは理屈抜きで好きだった。

　メノウはそっと手を伸ばして、石門に触れる。刻まれた文字を指でなぞりながら、一足先に未開拓領域に旅立ったモモを思い出す。

　ガルムに来る時の列車で、メノウも抱いた違和感。モモもあれを感じており、アカリの魔導による世界的な時間の回帰が原因なのではないかという推測をメノウに打ち明けていた。

　時を超えた魔導だからこそ確定できないが、おそらくモモの推論は正しい。

　なぜならばそれだと、一つ説明できることがあるのだ。

　アカリが見せるメノウへの異様に高い信頼度は、いまよりもずっと先から、アカリが回帰したからではないか、と。

　アカリは回帰した場合、前の未来での記憶を持ち合わせていない。それは確実だ。態度だけでなく、導力で魂と精神まで触れたからこそわかる。

　自分を殺す者と知っていれば、あんな全幅の信頼を置くはずが、ないのだから。

　おそらくは、未来から回帰した際にメノウへの好感度が残滓として残ったのだろう。未来の自分は無条件でアカリに信頼させるほどに騙し通したのに、なんらかの要因でアカリを殺しそこね、回帰させてしまったのだ。

　ならばこそ、さらに慎重に、心を引き締めなければならない。

　今度は、失敗する要素がこの先に待っていることを踏まえ、細心の注意を払ってアカリの信頼を得たまま、彼女を回帰させることなく殺害するのだ。

　──うん。今度こそ、わたしを殺してね。

　いま、なにか、魔導の気配を感じた気がする。

「……？」

　メノウはきょろりとあたりを見渡すが、特に変わった様子はない。魔導の発動時に起こる導力光も、霊脈防壁のきらめきが乱舞するここでは見分けがつくはずもなかった。

　メノウの視界がとらえたのは、旅立ちにわくわくうずうずとしているアカリだけだ。

「メノウちゃーん。行こ！　せーので一歩目、合わせよう！」

「……ああ、はいはい。わかったわよ」

　子供っぽいアカリの促しに苦笑しながら、彼女の横に並ぶために近づく。

　ここガルムから、聖地までの道のりは、ちょうど幼いメノウが導師マスターとともに歩き、自意識を形成した道をなぞるような旅になる。

　まるで、ほんとうに生まれ直すかのような旅程だ。

　これから歩く懐かしい道を見て、メノウは幼い頃に導師マスターから言われた台詞せりふを思い出す。

『漂白された魂と精神で私のすべてを吸収し、いつの日か幸福によってすべてが壊れ、それでもなお生き残ることができたのなら──お前は、その時、私を超えろ』

　処刑人としての訓練が本格的に始まる前に贈られた、最初の目標だ。あの言葉をメノウが実現することは、決してないだろう。

　いまさら当たり前の幸福を得て生きていくには、人を殺しすぎた。処刑人として生まれ直したメノウは、すでに誰だれかを殺すための処刑人としてしか生きていけない。メノウを満たす幸いは、処刑人としての生き方を壊して殺す刃となってメノウの命に突き刺さるだろう。

　たとえば、たまに夢で見る教室のように、罪のすべてを許された空間で優しい人々に囲まれ、メノウのすべてを受け入れてくれる人と親友になるような幸運に恵まれたとしたら、きっと自分は生きていけない。

　メノウを殺す原因となるのは、メノウを許す人だと確信しているのだ。

　同時に、少しの憧あこがれもある。

　悪人の自分にもったいないような出会いの幸せを見つけて死ねるのならば、本望だ。最期さいごは満足して笑って死ねるだろうな、と羨望を抱かずにはいられない。

　アカリの横に並んだメノウは、彼女の横顔を見る。

　メノウの視線に気が付いたアカリが、満面の笑みを浮かべて口を開く。

「じゃ、一緒に行くよ。せーの、で行くよ！」

「はいはい」

　すっかり見慣れたお気楽な笑顔に苦笑で答え、掛け声に合わせた二人の一歩。

『せーの！』

　彼女が彼女を殺す旅の長く、長く続く道が、いま踏み出された。
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あとがき






　第11回ＧＡ文庫大賞は、受賞金額が大幅アップ！　優秀賞は百万円、大賞はなんと三百万円！




　平成の終わりより一年さかのぼる四月某日、書き上げた原稿を抱えて公募先を探していた私はそのニュースを見た時、ごく素直にこう思いました。

「ははぁん。賞金三百万円とかさ、ＧＡ文庫、もう二度と大賞出す気がないんだな？」

　さらに憶測を重ねます。

「優秀賞の賞金がいままでの大賞受賞の額の百万ってことは、これからは優秀賞を実質大賞みたいな扱いにするんでしょ。わかるわかる。ダンまちの次とかもうないって」

　前期の受賞者が決まった段階でも、友人とこんな話もしました。

「ＧＡ文庫大賞の前期で受賞したよ！　まだ賞の内容は確定してないけど……え？　大賞？　出ないでしょ」




　そんなことを言っていた人間が、令和元年が差し迫る四月中ごろに、大賞受賞の連絡を頂きました。

　クソみたいな邪推をして本当に申し訳ないと思っています。まさか自分の人生でこんなに伏線を張りまくって盛大などんでん返しを食らう日が来るとは夢にも思っていませんでした。これからは変に裏を読むことは控えて、もうちょっと素直に生きていこうと思います。




　というわけで、みなさまこんにちは。

　第11回ＧＡ文庫《大賞》をいただきました、佐藤真登さとうまとです。

　本作品のコンセプトは『中二病的スタイリッシュスパイアクションファンタジー、女の子の主人公で』です。そうです、趣味の塊です。執筆の時には「中二力が、中二力が足りない……！　全力でオサレにしなくては！」と自分の妄想力に訴えていました。もっと弾はじけろ私のシナプス。

　そんな趣味の詰め込みがＧＡ文庫大賞の大賞を受賞するのですから、世の中なにが起こるかわかりません。




　残りの紙面は、謝辞で埋めさせていただきます。




　担当のぬる編集。

　喫茶店で打ち合わせするたびに応募原稿から完成度がガンガン上がっていきました。プロットに影も形もなかったキャラを突如生やすのが趣味なので、これからもぬる編集を困らせていこうと思います。それはそれとして、大賞だと決まった瞬間に締め切りの管理体制がバージョンアップされたのは私の気のせいでしょうか……？




　帯コメントをくださった大森先生。

　ありがとうございます。本当にお忙しい時期にコメントをくださって、ダンまちの一ファンとして感激でした。金帯に記された先生のコメントはきらきらと輝いております！




　ニリツさま。

　素敵なイラスト、ありがとうございます。

　大賞だと決まった瞬間にぬる編集がニリツさんへ、明らかに予定外の仕事を増やしていて「こいつぁひでぇ」と思ってましたが、ニリツさんの美麗イラストが増えて私は超嬉しかったために止めることはできませんでした。無力で申し訳ありません……。締め切り変わらないのにタスクが増えるとか謎ですよね。




　本作に関わってくださったみなさまがた。

　編集部の方々のみならず、営業部、広報部、あるいは各書店様方。あちらこちらの方面でプッシュしてくださるのをひしひしと感じました。本当にありがとうございます。みなさまの意気込みが怖い、もとい、とても嬉しかったです。なぜ恐悦至極が、恐れ悦ぶというのかわかった気がしたので、かしこまりまして、謹んでお礼申し上げます。




　そして手に取ってくださった、読者さま。

　ＧＡ文庫七年ぶりの《大賞》という期待値、関係各所が押してくださっている力に耐えうる作品に仕上がっていましたでしょうか。

　この作品を読んであなた様が感じたものは、他の誰とも違うものになっているはずです。誰かの書く物語が千差万別であるように、物語を読んで抱いた感想も、おひとりおひとり異なるものになります。その思いは、ツイッターなどのＳＮＳで感想を発信してくださったら、たぶん作者に届きます。もしくはファンレターください。作者はそれを眺めてにまにまして創作の糧にします。




　この一冊が、関わってくださるみなさまを幸せにできるような書籍になっていれば、なによりです。
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著者

佐藤真登（さとう まと）

　第11回ＧＡ文庫大賞《大賞》受賞。

　東京都在住。

　受賞作が発売されたら書店巡りをして、ＧＡの新刊コーナー前の脇で不審者になる予定です。




イラスト

ニリツ

　原稿を読ませていただいて、登場人物の多面性、表情と心情が肝だなと感じました。

　そこを描いていけるよう一緒に楽しんでいきたいと思います。

　Twitter : Ann_NH

　HP : http://nilitsu.com








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「佐藤真登先生」係

「ニリツ先生」係




https://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫

処刑少女の生きる道バージンロード

─そして、彼女は甦る─


佐藤真登
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